
    
      
        
      
    

  











本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　拝はい啓けい

　親愛なるお父様、お母様。

　親不孝な私をどうか許してください。

　私、セシリア・シルビィは、これからも平和にのほほんと生きていくため……




　思いきって、男になることにいたしました！







　公こう爵しやく令れい嬢じようセシリア・シルビィがそのことに気がついたのは、僅わずか五歳の時だった。

　それは世の理ことわりを根本から覆くつがえすようなことであったし、この世界の真理に触ふれるようなことでもあった。おいそれと口にすれば、心しん配ぱい性しようの母親と侍じ女じよが真っ青な顔で医者を連れてくるということは、五歳のセシリアでも容易に想像できたので口はつぐんだが。それでも、この世界の歪いびつさと真っ黒な未来に、平気なふりなどできず、熱を出し一週間ほど寝ね込こんでしまった。

　セシリアが気付いた真実。それは……

　ここが乙おと女めゲーム『ヴルーヘル学院の神み子こ姫ひめ３』の世界で、自分は転生者なのだ、ということだった。

　そして、セシリア・シルビィは主人公リーンの恋こい敵がたき役。いわゆる悪役令れい嬢じようと呼ばれるポジションの人間だったのだ。

　そんなことに気付く前から、おかしいな、とは思っていた。

　自分にセシリアとは違ちがう人間の記き憶おくが混じっているような感覚があったり、初めて会う人間をなぜか知っていたり、食べたこともない『カップラーメン』なる空想上の食べ物を想像しては、そのやけにリアルな食感と味に涎よだれを垂らすことがあったからだ。

　そんなこともあり、両親はセシリアをちょっと特とく殊しゆな人間だと思いつつも、それでも愛してくれていた。というか、一人ひとり娘むすめということもあり、デロデロに甘やかしていた。欲しがるものはなんでも買い与あたえ、使用人や侍女にはセシリアを何よりも優先するようにと言い含ふくめ、彼女が望みそうなものはなんでも先回りして用意させていた。

　それこそ、セシリアが甘えん坊ぼうの末路、思し慮りよの浅い我が儘まま娘むすめに育ってしまうようなダメ親っぷりだった。

　現に、それまでのセシリアはとんだ我が儘娘だった。

　自分が世界の中心だと考えて憚はばからなかったし、『もったいない』という感覚がまったくわからないほど金銭感覚は緩ゆるかった。泣いて喚わめけば、叶かなえられない願いなどないと思っていたし、自分の未来は輝かがやかしいものだと信じて疑わなかった。




　そんな性格ががらりと変わったのは、彼との出会いがきっかけだった。

　ギルバート・コールソン。現、ギルバート・シルビィ。

　遠とお縁えんのコールソン家から引き取られ、セシリアの義弟おとうとになった、一歳年下の少年である。

　セシリアは彼を見た瞬しゆん間かん、雷かみなりに打たれたような強い衝しよう撃げきを受け、固まってしまった。

　彼女は少年を確かに知っていたからである。

　ギルバート・シルビィは『ヴルーヘル学院の神子姫３』の攻こう略りやく対象として登場する青年だった。

　シルビィ家の跡あと取とり息むす子こであるにもかかわらず、義理の姉であるセシリアに小間使いのように扱あつかわれたためか。彼は根暗で大人しい、ひきこもりの青年として登場する。

　記憶の中にある彼とは年ねん齢れいも顔つきも表情も違ったが、濡ぬれた烏からすの羽根のような黒くろ髪かみと黒曜石のような色の瞳ひとみは間違いなく彼のものだった。

　そして、次々と蘇よみがえる前世の記憶──……

　しかし、そこでセシリアは、そんなまさか、そんなことあるわけがないと、思い直した。

　それもそうだろう。普ふ通つうはこんなこと、なかなか信じられるはずがない。けれど、抗あらがいようもない前世の記憶に、彼女の我が儘はそこでピタリと鳴りを潜ひそめたのだ。




　形を持った違い和わ感かんが確信に変わったのは、ギルバートがシルビィ家にやってきた翌月のこと。父と一いつ緒しよに初めての社交界へ出かけた時だった。

　そこで彼女は出会ったのだ。もう一人の攻略対象に──……

　オスカー・アベル・プロスペレ。

　プロスペレ王国、国王の長子。つまり、この国の王太子であり、二年後にセシリアの婚こん約やく者になる予定の男である。

　赤あか髪がみの生意気そうな少年の正体を知った瞬間、セシリアは泡あわを吹ふいて倒たおれてしまった。

　非現実的な現実を目まの当たりにしたということもあるのだが、己おのれの行く末に絶望したというのが最も正しい理由だろう。




『ヴルーヘル学院の神子姫３』のセシリア・シルビィにまっとうなエンディングなどは存在しない。

　彼女に待ち受けるのは『苦しみながらの死』か『一いつ瞬しゆんの死』だけである。

　十七歳の若さで死ぬかもしれないと悟さとった彼女は、来きたる十二年後の未来に備えて、ある大きな決断を下した。




「よし。男になろう！」




　そう、セシリア・シルビィは悲ひ惨さんな未来を回かい避ひするべく、男装することにしたのである。
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　ヴルーヘル学院には『王子様』がいる。

　透すき通る金糸のような髪に、サファイアのような瞳。

　長い手足に、誰だれをも魅み了りようする中性的な顔立ち。

　足音を立てずに廊ろう下かを歩く様は、まるで一輪の白き薔薇ばらのよう。

　目の前で女性が躓つまずけば、彼はさっと手を伸のばし、甘いマスクと甘美な声でこう囁ささやくのだ。

「怪け我がはないかい、お姫様」

　その瞬間、どこからともなく黄色い声が上がる。




『王子様』の名は、セシル・アドミナ。

　十七歳になった公爵令嬢、セシリア・シルビィの仮の姿である。
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「うーん。なんで、こうなっちゃったかな……」

　セシルもといセシリアは、学院にある温室のベンチで、ガラス張りの天てん井じようを見上げながらそう零こぼした。隣となりには一歳年下の義弟、ギルバートが腰こし掛かけている。

　校舎のはずれにある温室には二人以外の姿はなく、『王子様！』と女生徒から追いかけ回される彼女にとって、そこは学院内唯ゆい一いつの安息の地となっていた。

「私はただ、目立たずひっそりと学院生活を過ごしていきたかっただけなのに、なんで『王子様』だなんて……」

「それは、姉さんが馬ば鹿かだからでしょ」

「うぐっ！」

　バッサリと切り捨てるような言葉の刃やいばに、セシリアの胸は抉えぐられる。

　セシリアに虐いじめられて陰いん気きで根暗な青年に育つはずだったギルバートだが、出会ってから十二年経たった現在は、毒どく舌ぜつな上に生意気な青年に育っていた。ゲームの中のように虐めていないのだから当然と言えば当然なのだが、もう少し可愛かわいく育ってもよかったのに……と思ってしまうセシリアである。

　ギルバートは睨にらみつける義姉あねに全く怯ひるむことなく、むしろ呆あきれきったような視線を向けた。

「今朝だって『怪我はないかい、お姫様』って、何あれ。あんな歯の浮うくような台詞せりふ、よくポンポンと出てくるよね」

「いやだって、私が本当は女だって気付かれるわけにはいかないでしょう。だったら、普通の男の人よりも男らしく振ふる舞まうのは当然じゃない！」

「あれが『男らしい』……？」

「私の前世、十八年間の乙おと女めゲーム人生において、最も女性にウケが良い男キャラがあれよ！」

「……原因はそれだよ」

　ギルバートは再びぴしゃりとそう言い放った。

　セシリアの前世、神かん崎ざきひよのは乙女ゲームが大好きな高校生だった。

　彼女はお小こ遣づかいの殆ほとんどを乙女ゲームに費ついやし、足りなかったらバイトをしてまでゲームを買い漁あさるような人間だった。暗かった夜空が白み始めるまでプレイするのなんて日常茶さ飯はん事じで、休日には部屋にこもって出てこないなんていうのはザラ。

　部活は演劇部に所属しており、仲間たちと日々切せつ磋さ琢たく磨ましていたし、おしゃれもそれなりにこなしていたけれど、やっぱり趣しゆ味みとしては乙女ゲームが一番好きだった。

『ヴルーヘル学院の神子姫３』も、ひよのが当時やっていた乙女ゲームの一つである。

「で、本当に姉さんが神み子こ候補に選ばれるわけ？　確かに今代の神子様はもう長いし、力も衰おとろえ始めているって聞くけどさ。姉さんが清せい廉れん潔けつ白ぱくな乙女の代表である神子候補に選ばれるだなんて、天地がひっくり返ってもあり得ないと思うんだけど……」

「え、ギルって私のこと嫌きらい？」

「んーん、大好きだよ。ただ、姉さんみたいに粗そ暴ぼうで抜ぬけている人間には、神子なんて大役、務まらないんじゃないかなぁって思っただけで」

「義弟おとうとの評価が辛から口くちっ!!」

　笑えみを浮かべるギルバートに、セシリアは両手で顔を覆おおった。

『ヴルーヘル学院の神子姫３』というゲームは、その名の通り『ヴルーヘル学院の神子姫』シリーズの第三作目である。

　この世界には、人々を守り導く『神子』という存在がおり、彼女の発言は国王でさえも無視できないほどとされていた。

　平民として育った主人公リーン・ラザロアと、公こう爵しやく令れい嬢じようセシリア・シルビィは、次代の神子の座をかけて、このヴルーヘル学院で競きそい合う──これが、このゲームの大まかなあらすじである。

「私も選ばれないなら、選ばれない方がいいって思っていたんだけど……」

「なに、そのもう手て遅おくれな感じ」

「一昨日おとといの夜、胸のあたりに薔薇の痣あざが浮かび上がってきたんだよねー」

　セシリアが言わんとしていることがわかったのか、ギルバートは頰ほおを引きつらせながら「あー……」と漏もらした。

　神子候補になった人間にはある特とく徴ちようが現れるとされている。それが花の模様の痣だった。

　ゲームでは主人公であるリーンが、自分の手の甲こうにスノーフレークの痣が浮き出ているのを見つけるところから始まる。そして翌日、転入先のヴルーヘル学院で自分が神子候補に選ばれたことを知るのだ。

　リーンが転入してくるのは、おそらく今日だ。ゲームでは『高等部の入学式から一週間後』とあった。なので、リーンの手の甲には、昨日の夜に痣が浮かび上がっているはずである。

「じゃ、姉さんが神子候補なのは、もう確定なわけだ」

「そうなの！　──ということで、フォローお願いします!!　もう本当に、ギルだけが頼たよりなの!!　おねぇちゃんに平和な未来をっ！」

「あぁ、もう、わかったから！　ちょっ、抱だきつこうとしないで!!」

　子供のころのように安易に触ふれ合おうとしたセシリアを、ギルバートは頭を摑つかんで止める。恥はずかしかったのか、彼の目め尻じりはほんのりと赤い。

　主人公の敵役となるセシリア・シルビィの末路は悲惨なものだ。基本的にどのルートでも死ぬことになる。ノーマルルートでも、恋れん愛あいエンドでも、バッドエンドでも、それは変わらない。変わるのは死に方だけである。

　だから、セシリアは男になることにしたのだ。基本的に男は神子になれないし、男になることでセシリアはモブキャラに徹てつすることができる。──といっても、本当に男としてこれから生きていこうというわけではなく、ゲームの舞ぶ台たいである全ぜん寮りよう制せいの貴族学院で男子生徒として目立たず、ひっそりと過ごしていこうということなのだが……

　しかし、セシリア一人でできることには限界があった。

　あらかじめ学院に手を回したり、病弱なふりをして社交界に出なかったり、父親の仕事を手伝い、いざというときに使えるお金を貯ためたり、無む駄だに大きな胸をさらしで素す早ばやく隠かくす練習をしたり、自らの髪かみで密ひそかにカツラを作ったり……。

　記き憶おくを取り戻もどしてからの十二年間でそういう準備はできたが、学院の男物の制服を怪あやしまれずに手に入れることや、男爵子息という仮の身分を用意することは彼女にはできなかった。

　なので、セシリアは義弟のギルバートに協力を仰あおいだのだ。

　いきなり『前世』とか『ゲーム』とか言い出した義姉を笑うことなく、『じゃ、俺は何をすればいい？』と切り返してくれた彼には、いくら感謝してもしきれない。

　口は悪いが、本当に義姉想おもいの義弟だ。

　抱きついてきた義姉を押し返し、ギルバートは咳せき払ばらいをして表情を整えた。

「それよりも、リーンが姉さんのクラスに転入してくるのは今日なんでしょ？　じゃあ、早く教室に戻っておいた方がよくない？　遅おくれて入って目立つのは避さけた方がいいでしょ？」

「あ、うん。それはそうなんだけど。でも、そろそろ……」

　セシリアがそう言って顔を上げた瞬しゆん間かん、学院の至る所に設置されているスピーカーから放送がかかる。それは、学生は至急全員講堂に集まるようにとのお達しだった。

　予定がきっちり決まっている学院内で、こんな風に放送を使い、全生徒を集めようとするのは珍めずらしい。普ふ通つうならば、前日に何かお触れがあるものである。

「これってもしかして始まった感じ？」

「うん。多分ね」

　ギルバートは、頰を引きつらせるセシリアを励はげますように、肩かたを叩たたく。

「ま、行ってみよう。隠れていても何も始まらないし」

「そうね」

　二人はベンチから立ち上がり、そのまま温室を出るのだった。




　そんな彼らの後ろ姿を見つめる一つの影かげ──

「ふふふ、ギルバート様みぃつけた」

　可愛らしい声を跳はねさせながら、彼女は二人の後ろ姿に熱い視線をぶつけていた。

　薄うすい唇くちびるは楽しそうに弧こを描えがいており、その手元には何を書き記しているのか分厚いノートとペンがある。

「あぁ、やっとこの日が来たのね。すごく、すごく、待ち遠しかったわ」

　悦えつに入るようにそう言って、彼女は自身を抱だきしめる。

　その頰は桃もも色いろに染まっており、興奮のためか瞳ひとみにはうっすらと涙なみだの膜まくが張っていた。

　少し癖くせのあるピンク色の髪の毛に、長い睫まつ毛げに縁ふちどられたルビーのような大きな瞳。リップなど塗ぬっていなくとも自然と赤みを帯びている小さな唇に、男性の庇ひ護ご欲よくを誘さそうような華きや奢しやな体たい軀く。

　彼女の名は、男だん爵しやく令れい嬢じようリーン・ラザロア。

　ゲーム『ヴルーヘル学院の神子姫３』のヒロインである。
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「皆みなに集まってもらったのは他ほかでもない。この度たび、新しい神子を選定することとあいなった。星の玉ぎよくは新たな神子候補を選び、同時に騎き士しを──……」

　国王から遣つかわされたという聖職者風の男は、講堂の壇だん上じようでそう宣のたまった。大げさな身み振ぶり手振りを交えて話す男の話はあくびが出るほどに長い。

　というか、このゲームはプロローグが異常に長いので、セシリアの前世であるひよのは、第一章が始まる直前にセーブをして、いつもそのセーブデータから始めていた。なので、プロローグ全すべてを通しで見たのは、たったの一回だけである。

（でも、なんでそんなに長かったんだっけ？　この人の話も長かったんだけど、何かもっと別の要因があった気が……）

　そんなことを考えている間にも、男の話は先へ進む。

　彼の回りくどくて長ったらしい話を要約するとこうである。

　新しい神み子こ候補が現れたと星の玉が告げたので、今から神子選定の儀ぎを行う。

　神子候補は三人。全員学院の生徒だと啓けい示じが出ている。

　したがって、選定の儀の場はこのヴルーヘル学院とする。

　神子を守る七人の騎士は今から選ぶ。

　──以上だ。

　ちなみに星の玉というのは、神子が宣せん託たくを受けるのに必要な道具で、騎士というのはいわゆる攻こう略りやく対象のことである。

　騎士は宝具が選び、騎士になった者はそれから一年をかけて次代の神子になるのにふさわしいと思う神子候補を選ぶ。そして、その者に自分の宝具を預けるのだ。神子候補としての勝敗は、宝具の数によって決まることになる。

　そして、この次代の神子が決まるまでの一年間を『選定の儀』と呼ぶのだ。

（つまり、『選定の儀』は票取り合戦なのよね）

　セシリアは、未いまだ長ったらしい説明を続ける壇上の男を見上げた。

　この『選定の儀』は騎士たちの好感度を上げて、一つでも多くの宝具を預けてもらった神子候補が次代の神子になる権利を得るという仕組みだ。そして、次代の神子に選ばれた者は自分に宝具を手て渡わたした騎士から一人を選び、聖騎士として常にそばにいてもらう権利を持つ。いわゆる恋こい人びとポジションに収まるわけである。

（ここで私が神子候補として名乗り出なかったら、宝具は自然とリーンの元に集まるわけだし、そうなったら私は晴れて自由の身よね！　最悪、リーンに宝具が一つも渡わたらなくても、私もゼロなら関係ないし！）

　騎士たちには宝具を渡す権利があるが、同時に渡さない権利もある。どの神子候補も神子にふさわしくないと思えば、誰だれにも渡さなくてもいいのである。

　どの神子候補にも宝具が渡らず引き分けになった場合、主人公特権でリーンが次代の神子に選ばれる仕組みである。その場合でもセシリアは例にもれず死んでしまうのだが、それはセシリアがセシリアで、神子候補であったからだ。セシルという何の力も持たない一モブであれば、きっと最悪の結果は回かい避ひできるはずである。

（ここを乗り切れば、とりあえずは安あん泰たい！　黙だまってリーンの恋愛を見守るのみよ！）

　そうセシリアが安易に考えていると、男の後ろからもう一人男がやってくる。彼の両手には白い布が置かれ、その上には七つの銀色に輝かがやくブレスレットが置かれていた。これがいわゆる宝具というやつである。

　宝具に選ばれ、騎士になるのは以下の七人である。

【王太子】オスカー・アベル・プロスペレ

【セシリアの義弟おとうと】ギルバート・シルビィ

【若き青年実業家】ジェイド・ベンジャミン

【謎なぞの多い保健医】モードレッド・ネルソン

【オスカーの良き友人】ダンテ・ハンプトン

【似てるようで似てない双ふた子ご】アイン・マキアス／ツヴァイ・マキアス

　宝具には、神に仕える精せい霊れいが宿っており、その精霊との相あい性しようで騎士が選ばれ、その者にあった能力が顕けん現げんすると言われていた。

　この宝具を騎士が自らの腕うでから神子候補の腕に付け替かえることにより、票の行き来が行われるのだ。神子候補は最大で七つの宝具を身に着けることができる。

　男が天に布を掲かかげると、ブレスレットは淡あわく輝きだす。今から騎士が選ばれるのだ。

　宝具が浮うかび上がり、七方向に散った瞬間──……

「きゃあぁぁぁ!!」

　割れんばかりの悲鳴が講堂にこだました。

　振ふり返れば、女生徒が男子生徒に押し倒たおされていた。馬乗りになった男子生徒は下した敷じきにした彼女の首をこれでもかと絞しめつける。頸けい動どう脈みやくに指が深くめり込み、女生徒は身体からだを反らして苦しんでいた。

「あれは──っ！」

　男子生徒の身体から黒い靄もやが見え、セシリアは息をのんだ。

『ヴルーヘル学院の神子姫３』は、乙おと女めゲームには珍しくＲＰＧのように戦せん闘とうがあったり、キャラクターたちにレベルがあったりするゲームだった。

　戦う対象は『障さわり』と呼ばれる、動物や人の負の感情に巣食う魔ま物もののようなものである。『障り』自体はさほど強い存在ではないのだが、巣食った相手の能力を押し上げたり、感情を暴走させることにより人に害をなす存在だ。『障り』はこの国の至る所に潜ひそんでおり、本来ならば神子が押さえつけているはずのものだが、今代の神子の力が弱まったことにより、国中に現れるようになったという設定だったはずである。

　そして、『障り』に巣食われた者の最大の特とく徴ちようは、身体から黒い靄が浮き出ること。

　彼は今まさに『障り』に巣食われていた。

「あ、あぁ、ぁぁ……」

　首を絞められた女生徒の身体が痙けい攣れんしはじめる。

「まずいっ！　あのままじゃ──！」

　助けを求めるように周りを見るが、皆男子生徒の豹ひよう変へんぶりに驚おどろいてしまい、動けなくなっているようだった。

　確かにいきなりこんなものを見せられたら動けなくなる。セシリアだって前世の記き憶おくがなければそうなっていただろう。しかし、今の彼女には前世の記憶があり、彼がどういう状じよう況きようなのかすぐさま理解できる冷静さもあった。

　今この場で動けるのは、彼が『障り』に侵おかされていると知っている、セシリアだけである。

　セシリアはとっさに駆かけ出し、男子生徒の身体に体当たりをした。そのままゴロゴロと転がり、講堂の壁かべに背中を打ち付ける。肺の中の空気がすべて吐はき出され、セシリアの瞳に涙が浮かんだ。

　体当たりを受けた男子生徒は、一度はこけたもののゆらゆらと立ち上がり、焦しよう点てんの合っていない目でセシリアを見下ろす。

（ちょ、まずい！　実際に見るとこんな感じなの!?　めっちゃ怖こわいんですけどっ!?）

　ゲーム画面でキャラクターを操作するのと、キャラクターとして敵に対たい峙じするのとでは雲うん泥でいの差だ。何とか身体を起き上がらせたものの、見下ろしてくる敵に膝ひざが震ふるえた。

（た、確か、勝利条件は……）

　前世の記憶を巡めぐらせる。

（宝具で倒すか。……身体のどこかにある痣あざに、神子候補、もしくは騎士が触ふれること！）

　次の瞬しゆん間かん、男子生徒はセシリアに飛びかかってくる。それをかろうじてよけながら、彼をつぶさに観察した。

　こんなこともあろうかと十二年間、必死に身体づくりをしてきたのが今役に立つ。まぁ、そのせいで義弟に『粗そ暴ぼう』と評されるようになってしまったのだが、役に立っているのならば結果オーライだ。

　摑つかみかかってきた男子生徒の腕を躱かわし、鳩尾みぞおちに蹴けりを入れた。しかし、正気をなくしている男子生徒は、意識を失うことなく腹部に入れた足を摑んでくる。

「ハンス兄、直伝キック!!」

　とんでもなくダサい技わざ名めいを叫さけびながら、セシリアは摑まれた足を軸じくに身体を回し、側頭部を蹴り上げた。

　技名はダサいが効果は抜ばつ群ぐんのようで、そのまま男は再び床ゆかに膝をつく。

　身体が慣れてきたのか、膝はもう震えていない。

「見つけたっ！」

　セシリアは男子生徒の左手首に黒い蔦つたのような痣があるのを見つけ、怪け我がするのもいとわず飛びついた。このまま喧けん嘩かしていても、じり貧なのは目に見えている。相手の体力は『障り』により無む尽じん蔵ぞうに強化されているのだ。

　男子生徒はしばらく暴れていたが、彼の手首にセシリアが触れた瞬間、動きを止めた。そして、黒い靄が祓はらわれるのと同時に身体から力が抜ぬけ、その場に倒れこんでしまう。

　セシリアも崩くずれ落ちた男子生徒の上に覆おおいかぶさるように倒れた。

「ねえ──じゃなかった！　セシル、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　最初に駆けつけてくれたのは可愛かわいい義弟だった。彼に助け起こされながら、セシリアはくしゃりと表情を歪ゆがめる。

「こ、こわかったぁああぁ……」

「怖かったって、それならなんでこんな無茶するのさ」

「いやだって、襲おそわれた人危なかったし、とっさに身体が動いて……」

「だからって……」

　そこでセシリアははたと気づいた。辺りが静かすぎる、と。

　見回せば、誰も彼もが自分に注目をしていた。人ひと垣がきの中心には倒れた男子生徒とセシリア、そして彼女を助け起こすギルバートの姿しかない。

　更さらに視線を巡らせれば、人垣の最前列にはリーンがいた。彼女はセシリアを見つめながら固まってしまっている。

（あ、これ……もしかして……）

　そのことに気づいた瞬間、セシリアの背中に冷たいものが伝った。

（これって、チュートリアル戦闘だー!!）

　説明しよう！　チュートリアル戦闘とは、基本的にゲームの序じよ盤ばんにある最初の戦闘のことで、基本的な操作やシステムの説明を実戦形式で教えてくれるものである。セシリアは毎回これが面めん倒どうくさくて、プロローグを飛ばしていたのである。

（これ、詰つんだ……）

　さーっと、全身から血の気が引いた。

　よく見れば、リーンの後ろには騎き士しに選ばれたであろう攻こう略りやく対象たちがいる。つまり、彼女たちの初めての共同作業（笑）をセシリアは邪じや魔ましてしまった形になるのだ。しかも『障り』を鎮しずめることができる一いつ般ぱん人などは存在しないことから、セシリアの正体も疑われてしまっていることだろう。

「貴方あなたは……？」

　驚きよう愕がくに目を見開きながら、リーンが一歩歩み寄った。セシリアの表情は強こわばる。

「姉さん、これ」

「え？」

　その時、セシリアの左手首に何かが触れた。冷たい鎖くさりのような感かん触しよくが背筋を震わせる。

「いいから、堂々としていて。多分これで大丈夫だから……」

　ギルバートの囁ささやくような声にセシリアは自分の左手を見た。すると、そこには騎士の証あかしであるはずのブレスレットが巻かれている。それはおそらく、本来ギルバートのものだろう。

「これっ！」

「ほぉ、騎士がさっそく役目を果たしたか」

「え!?」

　引きつった声を上げれば、壇だん上じようの男がゆっくりとこちらに歩いてくるのが見て取れた。

「騎士としての務め、見事であったぞ。少々危なっかしいところはあったが、なかなかに優ゆう秀しゆうだ。これからも、その手しゆ腕わんで神み子こ候補たちを守ってくれ」

「ちょ……え？」

　手を摑み、強ごう引いんに立たせられる。すると、辺りからは拍はく手しゆが巻き起こった。

　人垣の中、頰ほおを染めながら瞳ひとみを潤うるませているのは、先ほどの勇姿を見た『王子様セシルファンクラブ』のメンバーである。

「素す晴ばらしいですわ、セシル様！」

「私たちの王子様が騎士にっ！　ますます手の届かないお方になられましたのねっ！」

「先ほどの立ち回り、本当に素敵でしたわ！　あぁ、今思い出しても体が火ほ照てってくるよう……！」

　先ほどまで訝いぶかしんでいた攻略対象たちも、今では納なつ得とくしたような表情を浮うかべている。それもそうだ。セシリアが『ただの一般生徒』ではなく『騎士』ならば、一人で『障り』を祓うことも可能なのだ。宝具をつけているのを見たのならば、怪あやしむ必要はない。

　ひとまず、セシリアはギルバートの機転により難を逃のがれた。しかし──……

（これって、ギルバートの宝具が私に渡わたったってことだよね!?）

　その事実に気付いた瞬間、セシリアは顔を青くさせて固まった。

　まだまだ、彼女の受難は始まったばかりである。
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『大変だわ！　あの人、正気を失っている！』

　いきなり講堂で暴れだした生徒を見ながら、リーンは顔を青白くさせた。

　そんな彼女を支えるように、学院の保健医であるモードレッドが隣となりに立つ。彼の手首には先ほど国王からの使者が持っていた宝具が巻き付いていた。彼は騎士に選ばれたのだ。

『あれは「障さわり」ですね。私も見るのは初めてですが、人に取り憑つく魔ま物もののようなものだと聞いています』

　さらにもう一人、リーンの傍そばに並び立つ者がいた。この国の王太子、オスカーである。

　彼の手にも同じように宝具が巻き付いていた。

『俺も文ぶん献けんで読んだだけだが、「障り」は神子の力が弱まった時に現れるものらしい。以前の選定の儀ぎの際にも現れ、その時は神子候補と騎士たちの手によって鎮められたと書いてあった』

『でも、神子候補って誰だれが……』

　リーンは左右を見回す。先日まで平民だったリーンでも神子のことは聞き及およんでいる。この国を陰かげから守っている聖女のような存在なのだと、絵本で読んだことがあった。

　その神子候補が生徒たちの中にいる。しかし、生徒が暴れだしたのは使者が説明している最中だ。まだ誰が神子候補なのか、わかってはいなかった。

『君が神子候補なんだね』

『え？』

　明るい声が背後からかかり、いきなり手を取られた。その手には先日から不自然に浮かび上がってきた痣あざがある。まるでスノーフレークのような歪いびつな形をした痣だ。

　彼女の手を取ったのは、先ほどまでリーンの斜ななめ後ろにいた青年だった。ふわふわとした短い茶色い髪かみの毛も相まって、まるで犬のように見える。並んでいた位置からいって、同じクラスなのだろう。

『ボクはジェイド。どうしてか、君を守る騎士に選ばれたみたいだ』

　そう言って掲かかげた手首には、また銀色に光る宝具があった。

『えっと、ジェイド。どうして私が神子候補だって……』

『え、知らない？　神子候補には選定の儀が行われる前に、こういう花の模様の痣が浮かび上がるんだ。だから、ボクには君を守る義務があるってわけ』

『神子……』

　リーンは狼狽うろたえた声を出した。

　先日まで身寄りがなく救済院にいたのに、いきなり男だん爵しやくの落らく胤いんだとわかり、貴族になった。そして、今度は神子候補である。狼狽えてしまうのも無理はない。

『それならば話は早い。私たちと一いつ緒しよにあの「障り」を祓はらおう！　力を貸してくれないか？』

『君の力が必要なんだ』

　モードレッドもオスカーも強い眼まな差ざしでリーンを見つめていた。

　彼らの熱い視線を受け、リーンの胸にも使命感が沸わき上がってくる。

『私の力でよければ……』

　リーンは一歩前に踏ふみ出す。

　そうして見事、彼らは最初のお役目を果たしたのだ。




　──と、いうのが本来のプロローグの在り方である。

「あああああああー!!　前世の私っ!!　なんでプロローグを蔑ないがしろにしたんだぁ!!　覚えておけば！　覚えておけば、こんなことには……」

　華か麗れいなるリーンの神子候補デビューをかっさらい、更に騎士であるギルバートの宝具を一つ手に入れた、神子候補セシリアは頭を抱かかえながら唸うなっていた。

　その隣にはやはり呆あきれ顔のギルバートがいる。

　時間は昼食時、二人はいつもの温室に昼食であるサンドイッチを持ち込み、作戦会議という名の大だい後こう悔かい大会を繰くり広げていた。

「もう起こったことだし、後悔しても仕方ないでしょ。それより、早く食べないと次の授業に遅おくれるよ」

　いつも以上に冷静な声こわ色いろでそう言うギルバートを、セシリアは涙なみだ目めで睨にらむ。

「ギルは事の重大さをわかってない！」

「と、いうと？」

「選定の儀は神子候補同士の票取り合戦って言ったでしょ。私にギルの一票が渡ったということは、私がリーンよりも一歩先んじてしまったということなのよ！　このままリーンが誰ともくっつかなかったら、私が神子に選ばれちゃうの!!」

　その場合、セシリアは教会に洗礼を受けに行く道中、盗とう賊ぞくに襲おそわれて死んでしまう。そして、この国から神子はいなくなり、国自体が『障り』に侵おかされ衰すい退たいし、滅ほろんでしまうのだ。

　思いがけない結末を聞き、さすがのギルも頰を引きつらせる。

「姉さんが死んで、国が滅ぶとか……」

「なに、その反応」

「普ふ通つうにひいてるんだよ。まさか、そんな大ごとになるとは思わないでしょ」

　セシリアは今まで、ギルバートに自分の未来を『お先真っ暗』や『破は滅めつ』や『悲ひ惨さん』という言葉で表現してきており、具体的な説明はしてこなかった。なので、今回聞かされた未来の話をギルバートは驚おどろきとともに受け止めているようだった。

　逆に、どうして具体的なことを一いつ切さい聞いていないのに、協力してくれたのかは謎なぞである。

「それなら、宝具渡さない方がよかった？」

「そんなことない！　あの咄とつ嗟さの判断は本当にありがたかった！　あれがなかったら、正直、あの時点で詰つんでたからね！」

　あの場でギルバートから宝具を受け取らなかったら、周りからは『障り』を祓える謎の人物として認にん識しきされ、ひいては身体検査の後、女だとばれてしまっていただろう。そうなれば、セシリアはもう神み子こ候補になるしかなくなり、そしてどう頑がん張ばっても逃れられない破滅ルートに直行していたと思うのだ。

　なので、あそこでのギルバートの判断は正しかったし、何度感謝してもしきれない。

　今こんな事態に陥おちいっているのは、ひとえにセシリアの前世──神崎ひよのがプロローグを章ごとすっ飛ばしていたせいである。

「ギルこそ、宝具、私に渡してもよかったの？　一世一代のチャンスだったのに……」

　セシリアは首をかしげる。

　神子直々の聖せい騎き士しに選ばれるのは、この国で最も名めい誉よなことだ。聖騎士の身分は他ほかの貴族より上、国王より下という位置づけになるからである。

　しかし、神子になる意思のないセシリアに宝具を渡したということは、ギルバートはその権利を丸ごと放ほう棄きしたことと同意だった。

「別に。そういう権力とかあんまり興味ないし。……それに、元々姉さんにしか渡わたす気がなかったから」

　そう言いながらサンドイッチを頰ほお張ばるギルバートは、なぜか少しブスッとしていた。まるで恥はずかしいのを隠かくしているかのような表情にも見える。

（そういえば、ギルは少し人見知りなところがあるのよね。リーンにはまだ出会ったばかりだし、ちょっと近寄りがたいのかも……）

　屋や敷しきにいた頃ころもそうだ。セシリアに毎回花を持ってきてくれる庭師のエルにも、剣けん術じゆつや体術を教えてくれていた兵士のハンスにも、家令の息むす子こで、セシリアの面めん倒どうをよく見てくれたドニーにも、彼はとても冷たかった。近づこうともしなかったし、話しているところもあまり見かけたことはない。義姉あねであるセシリアが近づくのもすごく嫌いやがった。

　ゲームの中でもそういうシーンはあった。

　根暗でひきこもり青年のギルバートは、最初、リーンに全くと言っていいほど心を開かない。授業にもあまりちゃんと出ない彼を世話することになった彼女は、彼の心を解きほぐそうと試行錯さく誤ごを繰り返す。そうして、何度追い返しても諦あきらめない彼女に根負けした形でギルバートはだんだん絆ほだされていくのだ。




『きっと、俺は出会った時から君のことが好きだった。一ひと目め惚ぼれだったと思う。俺をあの暗い部屋から連れ出してくれてありがとう。世界を広げてくれてありがとう』




　そう愛を告白するシーンは、涙なしでは見られないほどだ。

　ちなみに、別の攻こう略りやく対象の恋れん愛あいルートに進むと、彼の性格ゆえか全くストーリーに絡からんでこなくなってしまう。最初からいなかったかのように存在が消えてしまうので、ギルバート推おしのプレイヤーたちはＳＮＳで嘆なげいていたほどだ。

　セシリアはギルバートの肩かたを励はげますように叩たたく。

「この学院生活で、ギルも少しは人見知りを直さないとね！」

「人見知り？　なんの話？」

「ほら、本当はリーンとも仲良くなりたいんでしょ！　一目惚れだもんね！　好きな人には声をかけられないその気持ち、よくわかるよ！」

「俺は姉さんが何を言ってるのか、ちょっとわからない……」

　怪け訝げんな表情を浮うかべる彼に、セシリアは満面の笑えみを向けた。

「大だい丈じよう夫ぶ、お姉ちゃんに任せなさい！　でも、リーンとは極力関かかわりたくないから、後方からの援えん護ご射しや撃げきだけにはなると思うけど、相談にはいくらでも乗ってあげるからね！　いつでも頼たよってきてね！」

　ギルバートは義姉の言葉に何も答えない。ただ半眼になって『こいつもう駄だ目めだ』というような呆あきれた表情を顔に張り付けていた。




　他愛たわいのない会話をしながら昼食のサンドイッチを食べ終わり、二人は温室を出た。

　古びた温室の周りにはやはり人はいない。

「そういえばさ、神子候補って姉さん含ふくめて三人って話だったけど、リーンと姉さんと、他誰だれなの？　姉さんの話にも出てこないし、ちょっと気になってたんだよね」

　それでも辺りに気を遣つかうような囁ささやき声で、ギルバートはそう聞いてきた。

　講堂でのチュートリアル戦せん闘とうの後、国から遣わされた使者は改めて神子候補を生徒全員に尋たずねた。

　そこでリーンは攻略対象たちに促うながされるようにおずおずと手を上げたのだが、その他には誰も名乗り出なかった。

　本来ならそこでセシリアが手を上げるはずだったのだが、もちろん今の彼女が手を上げるはずもなく、女生徒の身体検査に場は移った。花の模様の痣あざを探すためである。

　しかし、誰一人として花の模様の痣を持つ者は見つからず、選定の儀ぎはリーンの対たい抗こう馬ばがいない状態で執とり行われることとなった。

　その日休んでいる生徒もいる上に、女性としてきわどい所に痣があればそこまでは見られない。使者たちは『神子候補は重大な責務に耐たえきれず名乗り出られない』と判断したようだった。

　セシリアは彼の疑問に難しい顔で首を捻ひねる。

「うーん。それがね、私にもわからないんだよね」

「どういうこと？」

「この時点で、もう一人の神子候補は死んでるはずなの」

「は？」

　ギルバートは素すっ頓とん狂きような声を出す。

　ゲームの中でアザレアの花の痣を持つ神子候補は確かに存在した。しかし、彼女はプロローグ序じよ盤ばんで死んでいるのだ。

　ヴルーヘル学院に転入する一週間ほど前、リーンはある殺人事件の記事を目にする。その女性の肩にはアザレアを模したような花の痣があったというのだ。最初はその痣が何を示すものかわからなかったが、学院に来て自分が神子候補だとわかった瞬しゆん間かん、リーンは彼女の痣の意味に気付くのである。国の方もそのことには気づいており、リーンとセシリアを呼びつけ『神子候補を狙ねらった可能性もあるので、十分注意するように』と注意を促すのだ。

　後にゲームの中で、アザレアの神子を殺した者の犯行だと思われる事件がいくつか起こる。そして、彼だか彼女だかわからないその犯人のことを皆みな『キラー』と呼ぶようになるのだ。

　ちなみに、『キラー』は殺人者という意味の『Ｋｉｌｌｅｒ』から来ている。

「だけど、そんな話少しも聞かないじゃない？　私も注意して新聞とか見てたけど、そんな記事どこにもなかったし……」

「ちょ、ちょっと待って。後出しジャンケン過ぎない……」

　明らかに狼狽うろたえた様子のギルバートにセシリアは首を捻った。

「このまま行くと姉さんが死ぬかもしれないって話、俺はさっき聞いたばかりなんだけど」

「そうだね。私もさっき言ったから」

「なのに、この状じよう況きようで『もしかして殺さつ人じん鬼きに狙われてるかもしれない』って話する!?」

「え、しない方がよかった？」

「話をするのが、遅おそすぎるって言ってんの!!」

　今までに見たことがない剣けん幕まくで怒ど鳴なられ、セシリアは目を瞬しばたたかせた。

　ゲームの中でのセシリアの死因は、大きく分けて二種類だ。

　一つはリーンを虐いじめたり、誰かを害したりした嫌けん疑ぎをかけられ処しよ罰ばつされる──断罪系。

　もう一つは、キラー含ふくめ何者かに殺される──殺人系、である。

　断罪系の死因とは違ちがい、殺人系の死因は謎が多い。

　リーンが襲おそわれた翌日に、胸にナイフが刺ささった状態で発見されたり、川に浮いていたり、山で首を吊つっていたりする。どの場合でも犯人はキラーだと目されており、その理由は『神子候補だから』と考えられていた。

　それを裏付けるように、リーンも何度かキラーと見られる正体不明の者に殺されかける。しかし、こちらは大体生き残るのが大きな違いだ。リーンが殺されるバッドルートもあることにはあるのだが、その場合はキラーではなくセシリアが犯人だとされ、斬ざん首しゆ刑けいとなる。とりあえず、リーンが殺されればセシリアは死ぬ運命だ。

「なんで今まで黙だまってたの？」

「いやだって、聞かれなかったし……」

「聞かれなくても普ふ通つうは話すでしょ！　何のために協力してると思ってるの！」

　耳を劈つんざく怒ど声せいにセシリアは両耳を塞ふさいだ。

　別に、隠していたわけではない。言うきっかけがなかっただけなのだ。

「まぁ、いいや。悪気があったわけじゃないんだろうし……。で、結局その『ゲーム』の中で、キラーの正体はわかるの？」

「トゥルールートではわかるらしいんだけど……」

「だけど？」

「私、じつはそこまでクリアしてなくて……」

　ギルバートはあからさまに落らく胆たんしたようなため息をついた。

「し、仕方ないでしょ！　クリアする前に死んじゃったみたいなんだから！」

「でも、正体がわからないと対策の立てようもないじゃん。もしかしたら、相手は姉さんを狙ってるかもしれないんだよね？」

「そうだけど。でも、私はもう神み子こ候補じゃないんだし、そこまで……」

「『そこまで警けい戒かいしなくても』ってこと？　甘すぎるでしょ。殺された神子候補の名前はわからないの？」

「それは、ゲームの中で一いつ切さい出てきてない情報で……」

　また、ギルバートは長いため息を吐つく。

「これは本当の本当に仕方ないことじゃない！」

「そうだけど、特とく徴ちようとかないの？　痣以外で」

「えっと……」

　記き憶おくを呼び起こす。ゲームでは記事以外に国の使者から殺された少女の生前の写真を見せられたのだが、すりガラスのようなモザイクがかかっていて、ゲーム画面からはよく見えなかった。

　それでも必死に記憶をたどりながら歩を進めていると、人が多い通りに出た。

　瞬間、「セシル様！」という黄色い声が至る所から上がる。

「あっ、やば……」

　声におののくようにセシリアは踏鞴たたらを踏ふんだ。そうしている間に、彼女の周りには女生徒の人ひと垣がきができてしまう。

　そう『学院の王子様』は更さらに『誉ほまれ高き騎き士し』の称しよう号ごうを手にしたのである。これを王子様の熱に浮かされていた彼女たちが、放ほうっておくはずがない。

「どこにおられたのですか？　一いつ緒しよにお昼を食べたいと思っていたのに……」

「セシル様のためにお弁当を作ってきたのです！　今日は残念でしたが、また今度にでも！」

「貴女あなたたち！　抜ぬけ駆がけは禁止と約束したじゃありませんか！　セシル様と昼食を食べるのなら、全員一緒ですわよ！」

「あの、食後の珈コー琲ヒーはご一緒できませんか？」

「貴女まで！」

　口々にそう言われ、セシリアは困ったように笑った。

　彼女たちはまるで、餌えさを運んできた親鳥に群がる雛ひなのようである。毎回こうやって集まられるのは正直困りものだが、だからといってここで彼女たちをぞんざいに扱あつかうわけにはいかない。なぜならセシリアは、誰よりも『男らしく』あらなければならないのだから……。

　彼女たちの話題は昼食の話から、講堂でのセシリアがどれだけ素す敵てきだったかほめそやすものへと変わり、さらにいろんな話題へと飛び火していく。

　セシリアは、一方的に話しかけてくる彼女たちを手で制すると、艶えん美びな王子様スマイルを浮うかべた。そのまま長い指先で目の前に居た女生徒の顎あごのラインを撫なでる。

「そんなにさえずらないで小鳥ちゃん。かわいい歌声は一人一人ちゃんと聞きたいな」

（訳：一人一人話して、聞き取れない）

　セシリアの甘い声に、人垣はいっせいに黄色い声を上げた。

　その人垣の外で、やっぱりギルバートは冷めた目をしている。

「そういうことをするから、よけい面めん倒どうくさくなるんじゃないの？」

「え、なに？　ごめん、ギル聞き取れなかった」

「……なんでもない」

　女生徒に囲まれるセシリアを置いて、彼は一人、教室に戻もどっていった。
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　セシリアは逃にげていた。

　差し入れを持ってくる後こう輩はいから。

　執しつ拗ようにボディタッチをしてくる同級生から。

　隙すきあらばベッドに誘さそい込もうとする先輩から。

「もー、無理！　マジ無理!!」

　彼女は逃げていた。




　セシリアが講堂でやらかしてから二週間。

　彼女たちの『騎士に選ばれた王子様（？）』への熱は最高潮に達していた。常に追いかけ回されるセシリアにプライベートな時間なんてものは一切なく、どこに行くのにも、何をするのにも、いつもそばに誰だれかがいた。

　当然そんな状態なので、ギルバートとの作戦会議もあれ以来行われていない。

　プライベートな時間がなくても、常に気を張った状態でも、セシリアだって最初のうちは我が慢まんができた。彼女らの熱は一過性のものだとわかっていたし、時期が過ぎればまた以前のような状態に戻ると思っていたからだ。しかしそれが、一日、また一日と積み重なっていくうちにセシリアにも我慢の限界が訪おとずれ、この度たび逃げるような事態に陥おちいってしまったのだ。

「セシル様、待ってくださいませ！」

「今ちょっと急いでるからごめんね！」

　追いかけてくる女生徒を振ふり切り、セシリアは中庭に逃げ込む。植え込みの陰かげに隠かくれれば、セシリアを追いかけまわしていた女生徒が「どこに行かれたのかしら……」と悩なやましげな声を出しながら目の前を通り過ぎた。

「やっと一人になれた……」

　植えてある木に背中を預けながら、そう零こぼす。

「リーンを誰かとくっつけないといけないのに、この状態じゃ動けないよー」

　セシリアがギルバートの一票をもらってしまったので、リーンにはなんとしても誰かと恋こい仲なかになっていただき、宝具を受け取ってもらわないといけなくなった。幸いなことにリーンとセシリアは同じクラスで、行動も起こしやすいと思っていたのだが、今のこの状況では動きたくても動けない。彼女が自ら動いてくれるのが一番だが、今のところその兆候は見られなかった。むしろ……

『移動教室ですね。一緒に行きませんか、セシル様』

『セシル様、お隣となり良いですか？』

『この問題はどうやって解くのか、教えてくださいませんか。セシル様』

　セシル様、セシル様、セシル様、セシル様……

　リーンはなぜか攻こう略りやく対象のキャラクターよりもセシルにかまってくるのだ。確かに彼女から見れば、セシルは騎士なので攻略対象なのかもしれないのだが、現実にはセシルルートどころかセシル自体存在しないのである。

「リーンに冷たくしたいけど、それはそれでセシリアの人生をセシルでなぞるだけのような気がするしなぁ……」

　それではせっかく男装した意味もなくなってしまう。

「ま、恋れん愛あいイベントの三つ目までは好感度関係なしで確実に起こるし、それが終わってから考えても……」

「にゃぁん！」

「『にゃぁん』？」

　背後から聞こえてきた鳴き声に、セシリアは思考を中断し、振り返った。そこには一いつ匹ぴきの小さな猫ねこがいた。短足で、茶色と黒の入り混じった毛。まだ足取りもおぼつかないような可愛かわいらしい子猫だ。

「わっ！　かわいい!!　マンチカンかな。ふわふわねぇ！」

「にゃぁ」

　人に懐なついているのか、セシリアが抱だき上げても子猫は少しも嫌いやがらなかった。

　白いお腹なかを顔にくっつけると、太陽の香かおりがしてくる。

「あら、あなた。足のところちょっと怪け我がしてるのね。どこかで切ったのかしら……」

　ちょっと待ってね、とセシリアはポケットを探さぐり、薄うすピンクのハンカチを取り出した。

　そして、血が滲にじんでいる猫の足に、そのハンカチを巻き付ける。

「これでよしっと！　後で保健室に寄ってみようか。もしかしたら消毒薬ぐらいならあるかもしれないし！　あ、でも、人用の消毒薬って使ってもいいんだっけ？」

「にゃぁん？」

「モードレッド先生に聞いてみようね。あの人博学キャラだから、大体何でも聞いたら答えられると思うし！」

「うにゃ！」

　鼻の頭を撫でれば、まるですり寄るように猫は頭を押し付けてきた。かわいい。

　その時だった。セシリアが隠れている生け垣がきの向こうで誰かの話し声がした。一人は可愛らしい鈴すずをころがすような声、もう一人は威い圧あつ的なバリトンボイス。どちらの声にも聞き覚えがあった。

　セシリアは生け垣の隙すき間まから声の主を覗のぞき見る。

　すると、そこには二人で薔薇ばらの花を見る、オスカーとリーンの姿があった。




　オスカー・アベル・プロスペレ。

　彼はこの国の王太子であり、公こう爵しやく令れい嬢じようセシリア・シルビィの婚こん約やく者だ。深い紅くれない色の髪かみに、ナイフのように鋭するどい目。顔の作りは端たん整せいだが、その分冷たい印象を受ける相そう貌ぼう。手足は長く、王族特有のオーラが彼の身を覆おおっていた。

（うわぁ。ヤバい場面に出くわしちゃった……）

　セシリアは二人に見つからないように、身体からだを小さくさせた。これはリーンとオスカーの最初の恋愛イベントだ。

　神み子こ候補という大変な運命を背負いこんでしまい、困こん惑わくするリーンと、王太子であるオスカーが中庭で出会うシーンである。




『苦しい役目を背負っているとは思うが、共に頑がん張ばっていこう。少なくとも俺は、セシリアより君の方が神子に向いていると思う。苦しい現実に背を向けることなく、悩み苦しむ君の姿はとても可か憐れんだ』




　オスカーは戸と惑まどうリーンに、そんな励はげましの言葉を贈おくる。

（オスカーは最初からリーンのことが大好きなのよね。それで、誰よりもセシリアのことが嫌きらい、と……）

　意にそぐわぬ婚約者であり、自分とリーンの仲を邪じや魔まする最大の敵であるセシリア。彼はセシリアの婚約者でありながら、誰よりも彼女のことを嫌けん悪おしている。

　一方のセシリアはオスカーのことを慕したっており、その嫉しつ妬と故ゆえにリーンを傷つけてしまう。それがオスカーの逆げき鱗りんに触ふれ、投とう獄ごくされ、処しよ刑けいされてしまうのだ。

　実は、この『リーンを傷つけ、投獄され、処刑される』という流れはオスカールートじゃなくても頻ひん繁ぱんに出てくる。そのほとんどにおいて、セシリアを処刑台送りにするのはオスカーだ。

　リーンが他ほかの誰かとくっついても、彼はリーンのことを想おもい続ける。なんという純愛なのだろうか。しかし、それ故にセシリアはどのルートでもオスカーに嫌われ続けるのである。

（オスカーだけにはかかわらないようにしないと。特に、このイベントはヤバい……）

　この恋愛イベントには続きがある。なんと、途と中ちゆうでセシリアが乱入してくるのだ。

　いい雰ふん囲い気きになった二人の前に、セシリアは突とつ如じよ現れる。そして、いきなりリーンの頰ほおを叩たたくとこう叫ぶ。

『人の婚約者になに色目を使ってるのよ、この女め狐ぎつねめ！』

　オスカーは怒おこるセシリアを諫いさめ『君には心底失望した』とリーンの肩かたを持ち、その場を立ち去るのである。セシリアはこの出来事を機に、さらにリーンを敵視するのだ。

　この時の話は後々にも何回か出てきて、セシリアにあらぬ疑いが向いた時『ああいうことをする女だから、犯人に違ちがいない』とやってもいないことの犯人にされてしまう。

（よし！　逃にげよう！）

　このままここにいて、何かの拍ひよう子しにこのイベントを邪魔してしまったら、せっかく男装までしたのにセシルはゲームの中のセシリアと同じ道を辿たどってしまうかもしれない。

　セシリアは身体を低くしたままそっと立ち上がった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、腕うでの中にいた猫が飛びあがる。

「ぎゃっ！」

　子猫はセシリアの頭を踏ふみ台にし、あろうことかリーンとオスカーの元へジャンプした。

　セシリアはその反動で後ろに倒たおれこんでしまう。

「なっ！」

「きゃぁ！」

　生け垣を支えにしてブリッジをするような形になったセシリアは、ひっくり返った視線で、おののく二人を見つめる。

（や、やってしまった……）

　子猫はリーンの腕に収まっており、「にゃぁ」とご機き嫌げんに一鳴きした。

「……聞き耳でも立てていたのか？」

　冷たい目でオスカーに見下ろされ、全身が震ふるえる。きっとリーンとの逢おう瀬せを訳の分からない男に邪魔されて気分を害しているのだろう。

　そう、この時点でオスカーのリーンへの好感度は、八割方埋うまっているのだ。

　そんなに好きなら宝具渡わたしてくれよ！　とは思わないでもないが、その辺はゲームの仕様だろう。仕方がない。

「あはは……ちょっとそこの木のかげで転寝うたたねしてまして……」

「……ほぉ……」

　苦し紛まぎれの言い訳に、オスカーは目を眇すがめる。当然ながら信じてもらえていない。やばい。

「セシル様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　天使の笑えみを浮うかべながら助け起こしてくれたのは、リーンだった。

　いつもなら絶対に関かかわりたくないと思うのだが、絶対零れい度どの息しか吐はかない北風が傍そばにいるので、彼女の微笑ほほえみが温かい太陽のように思えてしまう。
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「ありがとう」

「いつもかっこいいセシル様でも、こんな失敗をなさるのですね。なんだか親近感を覚えてしまいます」

「そ、そうかな？」

「…………」

（北風が！　北風からの視線が辛つらい!!）

　オスカーは穴が開くのかというぐらいに、じっとセシリアを見つめていた。

（な、なに!?　『俺のリーンに近づく奴やつはどんな奴だ!?』ってこと？　近づきませんから！　もう退散しますから!!）

「あのー。俺、帰りますね。お邪魔して、すみ……」

「もしよかったら、セシル様もご一いつ緒しよに話していかれませんか？　実は私、以前よりセシル様のことをもっと知りたいと思っておりまして。オスカー様もよろしいでしょう？」

「……そうだな」

（全然よろしくなさそうな返事!!）

「そ、それはまたの機会に致いたしましょう！　ではっ!!」

　北風の視線から逃げるように、セシリアはその場をあとにした。




　セシリアが去って行ったあと、残された二人は互たがいに顔を見合わせた。

「行ってしまわれましたね。もう少し話してみたかったですのに……」

「そうだな。それにしても、あの顔、どこかで……」

　オスカーは顎あごを撫なでながら何かを考えているようだった。

　その時、リーンの腕の中にいた子こ猫ねこが「にゃぁ」と可愛かわいらしく鳴く。そして、彼女の腕から飛び降りた。瞬間、足に巻き付いていたハンカチが外れ、ひらりと宙に舞まう。

「この猫、先ほどセシル様が連れていた猫ですわよね。あれ？　なんだか怪け我がをして……」

「ハンカチで手当てをしていたんだな。このままでは取れてしまうから、ちゃんと包帯を巻くなり、消毒をするなりした方がいいだろう。……って、このハンカチ」

　オスカーは猫の足についていたハンカチを拾い上げると、顔をしかめた。そのハンカチに見覚えがあったのだ。

「アイツは、一体……」

　オスカーは苦々しい顔で、セシリアが去っていった方向をじっと睨にらみつけた。
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　幼少期のオスカーは子どもらしくない子どもだった。

　彼は生まれ落ちた瞬間からいつか国を背負う人間だと教え込まれており、目に映る人間はすべて国を動かすための道具だと刷り込まれていた。その小さな肩には考えられないほどのプレッシャーがのしかかっており、それ故に彼は誰だれにも甘えられない子供に育っていた。

　実の母である王おう妃ひにも、育ててくれた乳う母ばにも、周りにいる大人たちにも、彼は何かを強請ねだることはしなかったし、願うこともしなかった。あるのはただ、命令だけ。

　そんなオスカーの大人びた態度を周りの大人たちは『しっかりしている』と評しながらも、『生意気』と言って憚はばからなかった。

　居い丈たけ高だかで生意気なガキ。

　それが幼少期のオスカーを指す言葉だった。

　そういった事情から、王宮で彼はいつも孤こ独どくに過ごしていた。

　王妃も乳母もしっかりとした彼の態度に口は出さなかったし、いつも命令口調の居丈高な子供に寄りつく人間もいない。また彼自身も自分の何が悪いのか少しもわからなかったので、年々孤独を深めていた。

　そんな時、彼は生まれてから何度目かの社交界で、彼女に出会った。

　公こう爵しやく令れい嬢じよう、セシリア・シルビィ。オスカー六歳。セシリア五歳の時である。

　彼女はシルビィ公爵家の息女で、見目は相当に綺き麗れいだが、噂うわさでは両親にずいぶんと甘やかされている我が儘まま娘むすめだという。オスカーが半年ほど早く生まれただけで生まれ年は一緒、貴族の格の観点から見ても婚こん約やく者は彼女になるのではないかと、まことしやかに囁ささやかれていた。




　大人たちが談だん笑しようしている間、彼女は一心不乱に食事を口に運んでいた。

　川魚のポワレに若わか鶏どりのコンフィ。豚ぶた肉にくのルーローに色いろ鮮あざやかな野菜が入ったテリーヌ。牛肉のブレゼに子こ山羊やぎのグリエ。ラタトゥイユにサラダ、スープ……

　立食形式の食事なのにもかかわらず、セシリアはそんなことなどお構いなしといった感じで、次々と食事を選んでは隅すみのテーブルで食べていた。まるで何日も食事をとっていなかったかのような食べっぷりである。

　しかし、それでも公爵令嬢といったところか、彼女の食べ方はとても綺麗で洗練されていた。

　社交場は食事を楽しむ場ではなく、貴族同士の交友を深め、持っている情報を交こう換かんする場だ。なのになぜ、誰かと話すことなく一心不乱に食事をとっているのだろう。

　彼女に声をかけたのは、そんな疑問からだった。

「おい」

「ふぁい？」

　フォークを口に入れたままセシリアは振ふり返る。

　その間ま抜ぬけな表情に、あまり動かない表情筋がピクリと動いた気がした。

「なんでしょうか？」

　口に入っていたものを吞のみ込み、彼女は首を傾かたむけた。

「何をしてるんだ？」

「何って、食事ですが」

「食事をしているのは見ればわかる。なんでそんなにがっついているのかと聞いてるんだ」

　疑問に思ったことをそのまま聞けば、セシリアは自分の皿に視線を落とし、ふっと表情を陰かげらせた。

「これは、やけ食いというやつです」

「やけ食い？」

「最近、自分が死ぬ夢を何度も見るんです。夢だって思うし、思いたいんですけど、どうにもこうにも生々しくて……」

　深いため息を吐く顔は心なしか青白い。そのまま独り言のように彼女はぼやく。

「いやもう、これがマジだったら人生の終わりというか。終わりに向かって突つき進んでいるというか。認めたくないけど、認めざるを得ないほどいろいろはっきりし過ぎているので、もうそろそろ腹を括くくらないといけないかなぁと思ってはいるのですが、いかんせん、『認めたくない私』が頭の中で大暴れを起こしておりまして……」

「何を言ってるのかわからないぞ」

「簡単に言うと、将来がお先真っ暗かもしれなくて、やけ食いをしてたんです」

「おい。夢の話はどこ行った」

「夢だったらいいなぁって話です」

　会話をしているのに、全く話の内容が読み取れない。

　セシリアはそんなオスカーを気にすることなく、ニコリと微笑んだ。

「でも、美味おいしい食事をいただいてたらだいぶ気が紛まぎれてきました！　このテリーヌなんて、最高でしたわ！」

「そんなに美味しかったのか？」

「はい！　あ、もしかして、まだ食べておられませんでしたか？」

「食べてはないが……」

「それはもったいないです！　今日は王家主しゆ催さいのパーティなんですから、この機会にたらふく食べておかないと！　タダですよ！　こんなおいしい食事が、タダ！」

「……公爵家ではあまり食べさせてもらえてないのか？」

　公爵家の令れい嬢じようがあまりにも貧びん乏ぼう性しようなことを言うので、育児放ほう棄きでもされているのではないかと心配になり、そう聞いた。しかし、彼女は笑え顔がおで首を振る。

「そんなことありませんわ。けれど、お金を払はらわずにこんなに美味しい食事を食べられる機会があるんですから、これを利用しない手はありません！　個人的にはカップラーメンなどもあれば最高ですが、この世界にはないようなので仕方がないですし」

「かっぷ、らーめん？」

「……今の言葉は忘れてくださいませ」

　セシリアは急に青い顔になる。『カップラーメン』だったり『この世界にはない』だったり、彼女の言っていることはいまいち理解ができないが、話してみた印象は想像していた我が儘娘とずいぶんと違ちがう。むしろ、明るく天てん真しん爛らん漫まんな印象を受けた。

「とりあえず、食べないと損ですわ。……ということで。はい、どうぞ」

「は？」

　突とつ然ぜんフォークが差し出され、オスカーは固まった。そのフォークの上には先ほど彼女が絶賛していたテリーヌが載のっている。もしかしてこれを口で受け取れということなのだろうか。

　乳母にもそんな風に甘えたことがないオスカーは、顔を赤らめながら一歩引く。

「し、失礼だぞ！　俺は──」

「美味しいですよ？　ほら」

「むぐっ……」

　無理やり口に入れられる。そのまま吐はき出すのもどうかと思い、そのまま咀そ嚼しやくして飲み込む。確かにテリーヌは美味しかったが、いつも食べてるそれと何ら変わりない。けれど……

「美味しいでしょう？」

　そう微笑ほほえむ彼女に顔の筋肉が解ほぐれた。

　彼女はオスカーを王太子として認にん識しきしていない。きっとどこかの貴族の嫡ちやく子しぐらいに思っているだろう。だからこその言動なのかもしれないが、気さくな触ふれ合いに胸が温かくなった。

「まぁな」

　屈くつ託たくのない笑顔に頰ほおが熱くなる。今まで友人と呼べる人間が周りにいなかった彼にとってセシリアとの触れ合いは、初めて知る子供同士の交流だった。

「ふふふ」

「……どうかしたのか？」

「ソースがついてますわ」

　セシリアは彼の頰についたソースをハンカチで拭ぬぐう。

「おっちょこちょいですわね。なんだか、ギルみたい」

「お前がつけたんだろう？」

　セシリアからハンカチを受け取り、自分で頰を拭ふいた。

　彼女はなおもにやにやとオスカーの方を見ていた。

「なんだ。まだ何かついてるか？」

「いいえ。なんだかさっきから調子が悪そうな顔をしていたので心配してたのですけれど、元気になったようでよかったです。やっぱり美味しいものは人を元気にしてくれますよね！」

「……さっきまでの俺は調子が悪そうだったか？」

「はい。なんだかずっとお腹なかが痛いのを我が慢まんされているような顔をしていたので、最初はちょっと怖こわかったです」

「腹が痛いのを我慢って……」

　オスカーは別に顔をしかめていたわけではない。いたって普ふ通つうに彼女に接していただけだ。なのに、それを『お腹が痛いのを我慢されているような顔』と言われ、なんだか立つ瀬せがなくなってくる。

「今のそのお顔の方が、怖くなくて私は好きですわ」

　好きという言葉が脳内を反はん芻すうして、急に体温が上がった。彼女の顔を見ていられなくて、彼はとっさに彼女から借り受けたハンカチへと視線を移す。そこには不格好なクローバーの刺し繡しゆうがあった。

「これはなんだ？」

「あはは。私が刺さしたんです。初めてなので、失敗してしまいました」

「……ヘタだな」

「うぐ……」

「でもまぁ、伸のびしろがあると思えば、そんなに悪くない」

　思った以上に優やさしい声が出て、オスカー自身が一番びっくりした。

　セシリアも驚おどろいたように目を見張っている。

「えっと、さっきのは──」

「オスカー様、こんなところに！」

　言い訳を口にしようとした瞬しゆん間かん、大臣に呼ばれた。彼は丸い身体からだを毬まりのように跳はねさせながら、こちらに走ってくる。

「どうかしたか？」

「国王様がお呼びです」

「わかった」

「オ、オスカー……？」

　セシリアの震ふるえる声が耳に届き、オスカーは彼女を見る。

　彼女は青い顔をしていた。唇くちびるは小刻みに震えており、大きな瞳ひとみはこれでもかと見開かれている。

「貴方あなたが、オスカー・アベル・プロスペレ……？」

「そうだが？」

　やっと気づいたかというような表情でオスカーが頷うなずけば、セシリアは白目を剝むき、泡あわを吹ふいてその場に倒たおれてしまった。

　オスカーがセシリアに会ったのはそれが最後だった。

　借りたままになっていたハンカチを返そうと屋や敷しきに直接行ったことがあったが、体調が悪いからという理由で会わせてはもらえなかった。その後も何度か理由をつけて屋敷を訪おとずれたが反応は同じ。その後、病弱という噂うわさが流れ、社交界にも全く現れなくなった。




　あれから十二年──

　彼の手にはあの時セシリアから受け取ったハンカチと寸すん分ぶん違たがわぬものが握にぎられていた。

　不格好なクローバーの刺繡がその証拠だ。

「なんで、このハンカチをアイツが……」

　唸うなるようにそう言い、オスカーは憎にく々にくしげに『学院の王子様』と呼ばれる彼を思い出していた。
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「セシル・アドミナ、話がある」

　そうオスカーが教室に乗り込んできたのは、リーンとの恋れん愛あいイベントが起こった翌日のことだった。朝一番に教室に乗り込まれ、セシリアは固まってしまう。クラスメイトたちは『学院の王子様』と『本物の王子様』のツーショットに若じやつ干かん色めき立っていた。

「な、なんでしょうか？」

「教室では話しにくい。昼になったらここに来い」

　オスカーは叩たたきつけるようにメモを置く。その衝しよう撃げきに、机と身体が跳ねた。

「絶対に来い。逃にげたら承知しないからな」

　凍いてついた目がセシリアを見下ろす。その視線に彼女は首を縦に振ふるしかできなかった。




　そして、昼休きゆう憩けい──

　メモに書いてあった場所は、学院の中にあるサロンだった。といっても誰だれしもが利用できるような場所ではなく、上位貴族と彼らに招待された者しか使えない特別なサロンだ。

　上位の貴族同士の交流を目的としたサロンなので、部屋全体は広く、仕切りも少ない。

　オスカーは隅すみにあるソファーに腰こし掛かけながら、セシリアにあるものを見せてくる。

「どうしてお前がこのハンカチを持っている？」

「このハンカチ？」

　セシリアが見下ろした先には、先日子こ猫ねこの足に巻き付けたはずのハンカチがあった。

　彼はハンカチの端はしを指しながら剣けん吞のんな声を響ひびかせる。

「これは以前、俺がセシリアに貸してもらったものだ」

「え？」

「もう一度だけ聞く、どうしてこれをお前が持っている？」

　彼が指しているのは刺繡の部分だ。そこには歪いびつなクローバーの刺繡がある。それは、彼女が幼い頃ころに初めて刺したものだった。

（これを私がオスカーに貸した……？）

　必死に記き憶おくをたぐり寄せる。すると、ある少年の声と共に、幼い頃の記憶が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

『でもまぁ、伸びしろがあると思えば、そんなに悪くない』

　赤あか髪がみの生意気そうな少年が、先ほどまでのお腹が痛そうな顔を優しく崩くずして、年相応の笑えみを浮うかべている。手には彼の頰を拭ったハンカチが握られていた。端には歪な四つ葉のクローバー。

（ぬかったぁー!!）

　セシリアは頭を抱かかえた。社交界でオスカーと会ったことは覚えていた。その後、泡を吹いて倒れたのも、前世の記憶を完全に思い出したのも覚えていた。けれど、あのとき渡わたしたハンカチがなんだったかまではきっちりと覚えていなかった。

　それもそうだろう。なんせ十二年前の出来事だ。

（こ、こんなことで、バレそうになるとは……）

　セシリアの背筋に冷たいものが伝った。オスカーは黙だまったままセシルを睨にらみ付けている。

（気づいた!?　セシル＝セシリアだって、気づいた!?）

「えっと……」

「セシリアとお前はどういう関係だ？」

「か、関係ですか？」

　その台詞せりふを聞いてわずかに安あん堵どする。どうやら彼の中ではまだ『セシル＝セシリア』ではないらしい。しかし、以降の答え方によっては、その可能性が彼の中で持ち上がってくるのは明白だ。セシリアは慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「セシリアとは友人で……」

「公こう爵しやく令れい嬢じようと男爵子息が友人？」

　痛いところを突つかれて、言葉に詰つまった。公爵と男爵では、貴族の格が違ちがいすぎる。貴族の友人関係は、基本的に同程度の貴族同士でなされるものだからである。

　それでも同性ならばお茶会などで交流することもあるだろうが、セシリアとセシルは異性だ。普通に考えるならば友人同士というのはあり得ない。それならばまだ身分違いの恋こい人びとの方が言い訳としてはわかりやすかった。

　まぁ、未来の国母が王太子とは別に恋人を作っているというのも、それはそれでゆゆしき事態なので、どちらにせよ選べない選せん択たく肢しではあるのだが……

（というか、なんで私とオスカー、まだ婚こん約やく者同士なのよ！　病弱な国母なんていらないでしょうに！）

　当然、国母には次代の国王を生むための健康な身体が求められる。だからセシリアは溺でき愛あいしてくる両親に仮け病びようを押し通し、必死で病弱設定を作りあげたのだが、それは未いまだに真価を発揮していなかった。

（まぁ、病弱設定のおかげで社交界に出なくてすんだし、今だって学院に通ってなくても他の貴族の人たちに不ふ審しんがられないんだけどね……）

「本当に友人なのか？」

　思考の海に沈しずんでいたセシリアを、オスカーの怪け訝げんな声が現実に引き戻もどす。

　セシリアは頰ほおを引きつらせた。

「えぇっと……」

「殿でん下か、正確に言えばセシルは俺と友人なのです」

　その時、背後から聞き慣れた声が聞こえてきて、セシリアは振り返った。そこには見知った人ひと影かげがある。

「ギル！」

「そうだよね、セシル？」

「あ、うん！」

　ギルバートはセシリアの肩かたを摑つかむと、そっと自分の方に引き寄せた。

「ギルバートか」

「お久しぶりです殿下。彼──セシルは俺の古くからの友人で、姉とも俺経由で知り合いになりました」

「ギル、どうしてここへ？」

「久しぶりに昼食を一いつ緒しよにどうかなって思って、クラスに誘さそいに行ったんだ。そしたら、殿下からサロンに呼び出されたって聞いて……」

　クラスの誰だれかがメモの内容を盗ぬすみ見ていたらしい。

　公こう爵しやく子息のギルバートは、もちろんこのサロンに立ち入ることを許可されている。なので話を聞いた後、すかさずフォローに来てくれたのだろう。

（ギルー！　ありがとう!!）

　思わず涙なみだ目めになってしまう、セシリアである。

「そうか。では一応、シルビィ家とは繫つながりがあるということだな。しかしなぜ、お前がセシリアのハンカチを持っていたんだ？」

　ギルの演技もあり、セシルとセシリアが知り合いというのは信用してくれたようだったが、オスカーの追つい及きゆうはやまない。

「そ、それは……」

「姉が貸したんです。セシルと姉は昔からとても仲が良く、遊んでいましたから」

「社交界には毎夜欠席しているぞ」

「ご存じの通り、姉は身体からだが強くありません。この学校にも在ざい籍せきしていますが、殆ほとんど姿は見せられないような状じよう況きようで。会う時は大体家で会っています」

　あまりにも軽かろやかに義弟おとうとの口から噓うそが飛び出るので、セシリアは目を剝むいた。自分ではこうも上手うまくはいかない。

「俺も何度か面会を申し込んだことがあったが、一度も会えたためしがないぞ。なのに、なぜセシルは会えるんだ？」

「それは、姉が殿下のことをあまり信用してないからでしょう。もしかして、嫌きらわれてるんじゃないですか？」

　ピシリ、と岩に亀き裂れつが入るような音が辺りに響く。気がつけば、二人は睨み合うような形になっており、話の中心であるセシリアは完全に蚊か帳やの外になっていた。

「ほぉ。セシリアが俺を嫌ってると？」

「断定はできませんが。しかし、そうとしか考えられませんよね？　……大体、何度も言っていますように、病弱な姉では国母は務まりません。いい加減、婚約を破は棄きしていただけないでしょうか？」

「それは君がどうこう言える話ではないだろう、ギルバート。国母は知性や品、貴族としての格を総合して判断するものだ。少し身体が弱いからといってふさわしくないという判断はできない」

　見えない火花が二人の間に散り、セシリアは頰を引きつらせた。

（なんでこの二人、喧けん嘩かしてるんだろう。しかも、前々から同じ話題で喧嘩してるみたいだし……）

　病弱という設定でほとんど社交界に出なかったセシリアとは違い、ギルバートは次期シルビィ家当主として何度も社交界に出ている。きっと二人はその時に知り合ったのだろう。

　そんなことを考えている間に、二人の舌ぜつ戦せんは白熱していく。

「しかし、次代の国王を生み育てるという重責は、心身の健康が何よりも大切だと考えますが」

「何も子供を産むことだけが国母としての仕事ではないだろう。……ギルバート、前々から思っていたんだが、君は少し姉離ばなれができていないんじゃないか？　そういうのをシスコンと言うそうだぞ」

「十年以上前の思い出を引きずる殿下よりはましかと思いますが。何より俺と姉は姉弟きようだいですが、殿下と姉は他人です。弟が姉を心配するのはごく普ふ通つうのことではないですか？」

「他人？　……俺とセシリアは婚約者同士だ」

「〝まだ〟婚約者同士の間ま違ちがいでしょう？」

「そっちだって、姉弟と言っても所しよ詮せん義理だろうが！」

「あいにくですが、俺は『義理』というところに最大のメリットを感じていますので、それはマイナスにはなりません」

　なんの話をしているのかよくわからないまま、セシリアは困り顔で二人を交こう互ごに見た。

（とりあえず、二人が案外仲がいいのはわかった）

　ギルバートがあんな風に饒じよう舌ぜつになるところも、オスカーが感情的になるところも、セシリアは初めて見た。きっと二人にしかわからない空気感で、二人にしかわからない、いつものやりとりなのだろう。

（きっと喧嘩友達ってやつなのね！）

　セシリアはそう結論づけた。昔から考えてもわからないことは深く考えない質たちなのである。

「まぁ、そうだな。十年以上会ってないのだから、避さけられるのも無理はないか」

　そう憎にく々にくしげにつぶやきながら、オスカーはセシリアにハンカチを返してくる。

　しかし、彼女がそれを受け取ろうとした瞬しゆん間かん、手首を摑まれ、ぐっと身体ごと引き寄せられた。

「ひっ！」

「殿下！」

　すかさずギルバートが止めようとするが、それは手で制される。

　オスカーは唸うなるような低い声を出した。

「セシル」

「は、はい!?」

「最近、セシリアに会ったか？」

「ま、まぁ……」

　鏡に映った自分をカウントしていいのなら、毎日会っていることになる。曖あい昧まいにうなずいたセシリアにオスカーは唇くちびるをゆがませた。

「頼たのみたいことがある」

「はい？」

「なんとかして、俺をセシリアに会わせろ」

　それは誰だれがどう聞いても、明らかに命令おどしだった。
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　若葉萌もゆる新緑の季節。

　空気は澄すみ渡り、日差しは穏おだやかに談だん笑しようする生徒を包む。

　風は優やさしく頰ほおを撫なで、花の香かおりを運んでは鼻び腔こうをくすぐった。

　今日は絶好のピクニック日和びよりだ。快晴で、晴天で、晴朗である。




（なのに、どうして私はこんなことになっているんだろうか……）

「セシル、例の件はどうなってる？」

「……」

　白はく亜あのような白い外がい壁へきと逞たくましい肉体に挟はさまれ、セシリアは頰に冷や汗あせを滑すべらせた。

　大変整った顔を歪ゆがませながら凄すごんでいるのは、王太子オスカーである。彼の右手はセシリアの後ろにある壁かべに置かれており、彼女はいわゆる『壁ドン』状態に陥おちいっていた。

　乙おと女めが夢見るソレではなく、どちらかと言えばヤンキー漫まん画がによくあるカツアゲの一場面のような雰ふん囲い気きではあるが、一応『壁ドン』は『壁ドン』である。

　彼の言う『例の件』というのは、セシリアとオスカーを会わせるとか会わせないとかいう、あの命令たのみごとのことだった。

　セシリアは苦笑いを浮うかべながら頰を搔かく。

「いやぁ……」

「まだか？」

「『まだか？』と聞かれましても。それ、一昨日おとといの話ですし、さすがに……」

　性急すぎる王子様である。ちなみに昨日もセシリアはオスカーに呼び出され、同じような目に遭あっていた。もしかしたら、会わせる日程がちゃんと組まれるまで毎日呼び出されるのかもしれない。

（それは正直勘かん弁べんだわ……）

　セシリアは内心ため息をついた。一いつ切さい関かかわらないようにという当初の目標はもう達成できないが、できればあまり関わりになりたくない相手なのは確かである。

「あと、ちゃんともう一つ確かめておきたかったんだが、……お前は本当にセシリアの友人なのか？」

「それは、前にも……」

「あんな純真無む垢くな、聖女の中の聖女のような存在を目まの当たりにして、お前のような女にモテることだけが生きがいの、下半身でものを考えているような男が、手を出さないなんてことがあり得るのか？」

（コイツ、なんで私にそんな幻げん想そう抱いだいてるのよ。そして何げにセシルの評価ひどいな……）

　オスカーの株、大暴落の瞬間である。まぁ、別に元々高かったわけではないのだが……

「本当にただの友人なんです、殿でん下か」

　セシリアは表情を整えながら微笑ほほえんだ。

　オスカーは眉み間けんの皺しわをさらに深める。

「『殿下』じゃない。オスカーだ。敬語も使わなくていい」

「えっと……」

「いざ、セシリアに会った時に『自分の友人に殿下と呼ばせる男』だと思われたくないからな」

（めんどくさい……）

　さらに株価がマイナスに割り込んだ。

　オスカーは頭一つ分高いところからセシリアを見下ろした。

「とりあえず、早く場を設け──!!」

　瞬間、オスカーの頭が沈しずんだ。そして、その後ろからギルバートが出てくる。

　気がつけば、オスカーはその場に膝ひざをついていた。どうやらギルバートに背後から膝裏を押されたらしい。膝かっくんというやつである。

「セシルに何をしてるんですか、殿下」

「ギルバート!!」

「セシルを脅おどしても無む駄だだと言ったでしょう。それに、姉のことなら俺を通してくださいと何度も……」

「お前を通したら会わせてくれないだろうが！」

「何を当たり前のことを言ってるんですか。会わせるわけないじゃないですか」

「おーまーえーはー!!」

　今にも胸むなぐらに摑つかみかからんとするほどの勢いで、オスカーはギルバートに詰つめ寄る。

　それをギルバートはうっとうしそうに払はらいのけていた。……どうにも手慣れている。

（なんか、ゲームの中の二人とだいぶ違ちがうな……）

　ゲームの中のオスカーとギルバートはほとんど接点がなかった。ギルバートがひきこもりだったというのもあるのだが、オスカーもそんな彼に絡からみに行くようなことはなかったはずだ。

　オスカーという人間は、もっと冷静沈ちん着ちやくで、年ねん齢れいよりも精神年齢が遥はるかに上で、王族ということに並々ならぬ矜きよう持じを持っていて、キリッとした王子様だったはずである。こんなに普ふ通つうの青年のように振ふる舞まう人間ではなかった。少なくともゲームの中では……

　何が彼を変えたのだろうか。

（まぁ、こっちの方が絡みやすくていいけどね）

　オスカーとギルバートは未いまだに睨にらみ合っている。

「言っておくが、俺が即そく位いをしたらお前は臣下になるんだからな！」

「でも、今は学友ですよね。そういう小さいことを言うから、姉が会おうとしないんじゃないですか？」

「ぐっ……」

「それに我がシルビィ家の協力なくしては国を動かすことは不可能だと思いますが、それでも俺を一臣下として格下に見ますか？」

「別に格下に見ているわけじゃない！」

「殿下のそういうところは信用してますし、嫌きらいじゃないですよ」

「なら！」

「ただ、姉に会わせるか会わせないかは別の話になってきます」

　ギルバートの方に分があるようだった。口ではかなわないとわかっているのか、オスカーは悔くやしそうに奥歯を嚙かみしめている。

「だから、お前には頼たのんでないだろう！　俺はセシルに頼んでるんだ！」

　オスカーはギルバートを刺さしていた視線を今度はセシリアに向ける。

「……やってくれるな？」

「ぜ、善処しますー」

「殿下、それは脅しって言うんですよー」

「うるさい！　セシルがいいと言っているんだから、お前には関係ないだろうが！」

　ギルバートは深く息をついた。どっちが年上なのかわからないやり取りだ。

「わかりました。ただ、その話はあとでやってください。俺はセシルに用事があって来たんです」

　ギルバートはそう言って、セシルをオスカーのそばから引き離はなした。

「用事って、どうしたの？　お昼ご飯？」

「それもあるけど、ちょっとリーンのことで進展があったみたいだから、伝えておこうと思って」

「え？」

　ギルの囁ささやくような声に身体からだが跳はねた。

「俺もたまたま中庭で見ただけだからさ。知らないようなら教えてあげたくて」

　ギルバートはそう言いながら、口くちの端はしを引き上げた。




　ギルバートに案内されるまま中庭に行くと、そこにはリーンがいた。そして、彼女と向かい合うように一人の青年もいる。

　セシリアは物もの陰かげに身を潜ひそめながら、彼らをじっと見つめていた。

「あれは、ジェイド？」

「ジェイド・ベンジャミンだね。確か、騎き士しに選ばれた一人じゃなかった？」

　ジェイド・ベンジャミン。貴族学院であるヴルーヘル学院には珍めずらしく、平民出身の若き青年実業家だ。ベンジャミン一族がプロスペレ王国の経済を回していると言っても過言でないほど、彼らはあらゆる分野で手広く商売をしており、その功績が認められ、昨年国王から準男だん爵しやくの称しよう号ごうを承うけたまわっていた。

　青年実業家の肩かた書がきに似つかわしくない穏おだやかな気き性しようと大型犬のような可愛かわいらしさがうけ、それなりに人気なキャラクターである。

「ね？　結構いい感じの雰囲気でしょう？」

「ほんとね」

　ギルバートの耳打ちにセシリアは頷うなずいた。彼らは互たがいに頰を染めながら談だん笑しようしている。人気がないところを選んでいる辺りが、またいじらしい。

「姉さん、ここのところいろいろあって疲つかれてるみたいだったから、教えてあげたら喜ぶかなって思って」

「ギル！　さすが、義姉あね想おもいのいい子！」

「はいはい」

　持つべきものは義姉想いの義弟おとうとである。

　セシリアは義弟の計らいを無駄にしないため、彼らをつぶさに観察した。

　リーンは周りを気にしながら、制服の中に隠かくし持っていた一冊のノートをジェイドに手て渡わたした。頰ほおを染め、はにかんでいるその表情は、正に恋こいする乙おと女めのそれである。

「で、これは『イベント』なわけ？」

「うん。これは好感度が一定数にならないと発生しない第四のイベント！　ドキドキ交こう換かん日記イベントよ！」

　声を潜めつつも興奮したようにセシリアは言う。第三のイベントまでは好感度関係なしで絶対に起こるのだが、第四のイベントからはそうもいかない。ある程度お互いの信しん頼らい関係がなければ発生しないイベントなのだ。

「こんなに早く『ドキドキ交換日記イベント』を起こすなんて、リーンはジェイド推おしなのね！　いい情報だわ！」

「どうでもいいけど。そのイベントの名前、姉さんが考えたでしょ？」

「え、わかる？」

「ダサいからね」

　ギルバートはいい笑え顔がおで毒どく舌ぜつを吐はく。オスカーといた時のあの丁てい寧ねいな物言いはどこに行ったのだろうか。

「で、これはどんなイベントなわけ？」

　仕切り直すようにギルバートはそう聞いてきた。セシリアは頭の中の攻こう略りやくの記録を探さぐる。

　ゲームの中のリーンとジェイドは割と最初から仲がいい。クラスメイトということもあるのだが、どちらも元が平民で、価値観や考え方で似ているところが多いからだ。

　そんな二人の距きよ離りが近づくのは正に必然だった。

　しかし、あまりにも仲がいい二人を、周りはからかい始めた。

　リーンはそれに耐たえきれず、恥はずかしくてジェイドと距離を取ってしまう。

　そんなとき、ジェイドはリーンを密ひそかに呼び出して、あのノートを渡わたすのだ。

『ボクと一いつ緒しよに二人だけの秘密を作らない？』

　綻ほころぶように笑いながら、そう囁いてきたジェイドをリーンは初めて男性として意識する。

　そうして二人だけの密やかなやりとりが始まるのだ。

「ジェイドルートではちょっと推理じみた演出も加えられていて、その時にあのノートが役に立つのよ！」

「ふーん」

「……ギル、興味なさそうね」

「まぁ、他人の恋れん愛あいごとなんて、基本どうでもいいよね」

　なんて乙女ゲーム殺しなことを言う男なんだ。

　そうは思ったが、興味がないのに話を聞いてくれるのは、全部セシリアのためなのだから頭が上がらない。

　二人はしばらく楽しそうに会話した後、別々に去って行った。

　セシリアは物陰から出てうっとりと頰を染めた。

「はぁ、いいもの見れた。とりあえず、あの二人をくっつけるのに全身全ぜん霊れいを使おう！」

　リーンの手元に誰だれのものでもいいから一つでも宝具があれば、セシリアの身はとりあえず安心だ。まずはそこまで持っていくのが当面の目標である。

「そろそろ林間学校もあるし！　そこのイベントもなんとかして成功させなくっちゃ！」

　そう息巻いていると、リーンたちがいた場所に一枚の紙が落ちているのを発見した。

　セシリアはそこまで歩き、紙を拾い上げる。それはノートの切れ端はしだった。

「なにこ──れっ!?」

「姉さん、何見つけたの？」

「ギル！　こっち来ちゃだめ！」

「は？」

「いいから来ないで!!」

　セシリアはこちらに歩いてこようとするギルバートを手で制止し、内容を確かめる。








　俺は彼の背中に手を回し、その存在を確かめる。

　彼の心臓が脈打っている。それだけで涙なみだが出るほどうれしかった。

「なんで泣いてるんだ？」

　そう聞かれて、初めて自分の頰に涙が伝っていることに気がつく。

　愛いとおしくて、狂くるおしくて、胸が張り裂さけそうな想おもいが胸にこみ上げてきて──あぁ、これが恋なのだと、そこで初めて気がついた。

　男なのに男に恋をした。

　えもいわれぬ罪悪感がこみ上げる。けれど、この想いはもう止められなかった。

　俺は彼を押し倒たおし、頤おとがいを親指でなぞった。

　そして唇くちびるを──









「姉さん？」

「わあぁあぁあぁ！　私の後ろに立つなぁあぁ!!」

　それは小説だった。しかも、ボーイズたちがラブする感じの小説だった。

　しかも、Ｒ指定ぎりぎりのアカーン！　やつである。

　セシリアはノートの切れ端を背中に隠すと、首を必死で横に振ふった。

「ギルには早いです！」

「意味がわからないんだけど……」

「わからなくていいの！　こっちは沼ぬまよ！　一度ハマったら、死ぬまで出てこれないわ！」

　セシリアの前世であるひよのに、腐属性があったのか？　と聞かれれば、それはきっとＮＯだ。ひよのが好きだったのはＢＬも含ふくめた恋愛関係全ぜん般ぱんで、そこに偏へん見けんもなければこだわりもなかった。

　なので沼云うん々ぬんは、どんなアニメでも、漫まん画がでも、小説でも、男同士の恋愛に変へん換かんしちゃう友人からの受け売りである。友人はまごうことなき腐ふ女じよ子しだった。乙女ゲームでも、無機物でも、なんでも腐くさらせてしまう達人級の腐女子。

　明るくて、元気で、自分の欲望に忠実。彼女は一緒にいてとても楽しい子だった。

「でも、なんでこれがこんなところに……」

　誰かがノートに書き綴つづったものが風により飛ばされてきたのだろうか。だとしたら、管理不行き届きだ。これは、劇物である。

（この世界にもこういう趣しゆ味みの子がいるのか……）

　よりにもよって乙女ゲームの世界に生まれ落ちてしまうだなんて、なんて運のない子なのだろう。

　そう思ったその時、友人の言葉が耳の奥で蘇よみがえった。

『乙女ゲームの男キャラクターって基本的に美男子だから、カップリング組ませやすいのよね。あぁ！　乙おと女めゲームの世界に生まれ変わりたい!!　それで一生美男子を眺ながめて過ごすの!!』

「案外、運がいいのかもしれないわね」

　懐なつかしい声にセシリアは思わず噴ふき出した。
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『ひよの！　ほら、読んでみて新作よ！』

　彼女は創作が好きな少女だった。彼女の創作は絵や文章だけにとどまらず、オリジナルのゲームを作るまでに及およんでいた。

『えー。一いち華かちゃんの小説面おも白しろいんだけど、どうやっても全部ＢＬにしちゃうからなぁ。せめて乙女ゲームの二次創作では男女のカップリングにしてよー』

　私はそんな明るくて人生を楽しんでいる彼女が大好きだった。

　彼女の底なし沼のような趣味には少々ついていけなかったけれど、それでも、彼女の創作を私も一読者として楽しんでいた。

『何言ってるのよ。乙女ゲームの世界だからこそ、ＢＬが輝かがやくんじゃない！』

『ちょっと高度すぎて意味がわからない』

『世界観的にも認められない禁断の愛！　好きな相手はヒロインにゾッコン！　なのにヒロインは自分にゾッコン！　そこから生まれる嫉しつ妬とからの、執しゆう着ちやく!!　そして、愛!!』

『なんでそこで愛に変わるの？』

『敵視したら、それはもう愛でしょう！　ライバルになったら恋こい人びとと同然よ！』

『え、ちょっと、日本語で話してくれる？』

　彼女の考え方にタジタジになってしまうこともあったけれど、妙みように気が合った私たちは、いつも一緒だった。

　お互たがい違ちがう大学に進むことは決まっていたけれど。

　彼女に関しては引っ越こしが決まっていたけれど。

　それでも毎日一緒にいた。高校の卒業式が終わっても、新生活が始まっても、ずっと友達でいようねって、約束もしていた。

　そう、だからあの時も一緒だった。

『ひよの、この映画観みに行くでしょう？』

『「神子姫３」？』

『そう！　乙女ゲームの映画化ってわくわくしちゃうわよね！』

　彼女は飛び跳はねながらそう言った。

『なかなかないよね。アニメ化ぐらいは多くなったけど』

『そうそう！　それにね、監かん督とくさんが大好きな人だから、期待大なの！』

『一華ちゃん、その人好きだよね』

『私ね、いつかこの監督さんと一いつ緒しよに仕事がしたいんだ！』

　大きな瞳ひとみをキラキラと輝かせて、彼女は夢を語った。

　その姿にまぶしさを感じ、私は目を細める。

『すごいね。将来の夢、決まってるんだ』

『へへへ。……ってことで！　映画、付き合ってくれるわよね？』

『いいよ。いつ行く？』

『今日の放課後！』

　そして、炎ほのおに包まれる映画館。

　彼女は必死に、気を失った隣となりの人を運びだそうとしていた。

『一華ちゃん！　もたもたしてたらっ！』

『だめよ！　この人を置いてなんか行けないっ！　ひよのは先に行ってて！　私は後で追いつくから！』

『でもっ！』

『早く行かないと、ひよのまで！』

『一華ちゃんを置いてはいけないよ！』

　私は一華ちゃんほどお人ひと好よしではなかった。自分の命と見ず知らずの他人の命を天てん秤びんにかけて、他人を取るようなまねはできなかった。

　だけど、一華ちゃんは別だ。彼女とはずっと友達でいようと、そう誓ちかい合った仲だ。

　私は気を失った女性のもう片方の肩かたを持つ。

　筋肉が強こわばるような熱気が頰ほおを撫なで、灼しやく熱ねつの炎は容よう赦しやなく私たちを追い詰つめる。

『早く、出ないとっ！』

　けれど、伸のばした手の先にある出入り口はもう炎に包まれていた。

　服に炎が移った。私は必死にそれをはたく。

　はたいた方の手の袖そでが燃え上がる。

『一華ちゃんっ！』

　まるで助けを求めるように振り返れば、彼女は地面に伏ふせったまま動かなくなっていた。

『一華ちゃん！　一華ちゃん！　一華ちゃん!!』

　必死に呼ぶが、彼女は答えない。

　煙けむりが充じゆう満まんする。

　そうして、やがて私の意識も真っ暗な深しん淵えんに吸い込まれていった。




「わぁあぁあぁっ！」

　悲鳴のような叫さけび声を上げて、セシリアは跳ね起きた。額に浮うかんでいた大おお粒つぶの汗あせが、頰を滑すべり手の甲こうへ落ちる。

　夢を見ていた。何かすごく嫌いやな夢を見ていた。

　熱くて、悲しくて、切なくて、真っ暗な夢だった。

「でも、なんの夢を見てたんだっけ……？」

　苦みだけが残った夢の痕こん跡せきはもう追えない。覚えていないのだ。

「多分、いつものやつよね……」

　前世の記き憶おくを取り戻もどした辺りから、ずっと見続けている夢がある。いつもその夢の内容は覚えていないけれど、大量の汗と胸に蟠わだかまった苦みで、それが良い夢ではないということは簡単に想像できた。

　何度も見ているにもかかわらず一度として覚えてはいない夢だったが、セシリアはその夢に対して一つの確信を持っていた。これはきっと、ひよのの最さい期ごの記憶だ、と。

　ならば、胸に蟠る苦みはきっと後こう悔かいだ。もしかしたら天てん寿じゆを全まつとうできなかった悔くやしさを、いつも夢の中で思い出しているのかもしれない。

「せっかく、もう一度命をもらったんだもの。今度はちゃんと幸せに生きなきゃね！　ゲームの中のセシリアみたいに途と中ちゆうで死んでなるものですか！」

　新たな気持ちで、彼女は胸むな元もとに握にぎりこぶしを作る。

　その時だった。部屋にかけている時計に目がいった。時計の針は八時十五分を指している。

「やばい、遅ち刻こくする！　しかも、今日は林間学校の説明会だ！」

　明日あしたからセシリアたち学院の二年生は、林間学校に赴おもむく予定である。そして、今日はその説明会の日だった。

　彼女は手早く彼に変身すると、鞄かばんをひっつかんで、寮りようから飛び出していった。
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　林間学校。

　それは、春から秋にかけて山間部や高原の宿しゆく泊はく施し設せつに集団で宿泊し、生徒に共同生活の大変さ、素す晴ばらしさを学んでもらう教育機関の一大行事である。




（どうして……）

　生おい茂しげる木々と澄すみ渡わたる空気に包まれて、セシリアは震ふるえていた。

（どうしてこうなっちゃうのよ……）

　右手には『３』という数字の書かれた紙を持ち、左手は固く拳こぶしを作っていた。目の前には喜び合う男子生徒多数と、セシリアとは若じやつ干かん真しん剣けん度が違うものの、落ち込む男子生徒少数がいる。

　そして隣には──……

「お前が同室か。まぁ、まったく知らない奴やつよりはましだな」

　セシリアと同じように『３』の紙を持つオスカーの姿があった。

　事の始まりは数時間前に遡さかのぼる。

　セシリアたちヴルーヘル学院の二年生は、学院から馬車で三時間という距きよ離りの高原に来ていた。目的はもちろん、林間学校である。宿泊施設は寮のような集合宿泊施設。しかし、ここに一つの落とし穴があった。

　部屋は基本的に一人部屋となっているのだが、男子生徒の利用する部屋が生徒の人数より少なかったのだ。もちろんこれは学院側のミスではなく、元々そういう仕様で、男子生徒の中で何人かは誰だれかと同室になってしまうということだった。

　男装女子であるセシリアにとって、誰かと同室になることは、いろんな意味でかなりの危険をはらんでいる。しかし、彼女は高をくくっていた。どうせたった数組だ。当たりっこないと。

　だが、先ほど行われた部屋割りのくじ引きで、彼女は見事オスカーとの同室を引き当てたのである。

（しかも、なんでよりにもよってオスカーなの!!）

　セシリアは無言で『３』と書かれた紙を握りつぶした。

　表情が強こわばる彼女の背中を、誰かが優やさしく叩たたく。振ふり返れば、クラスメイトであるジェイドが心配そうな顔で彼女をのぞき込んでいた。

「セシル、大だい丈じよう夫ぶ？　顔色悪いけど……」

「……ジェイド」

「もしかして、殿でん下かと一緒だから緊きん張ちようしてるの？」

「うん、まぁ」

　セシリアが顔を青くしながら曖あい昧まいに頷うなずくと、人の好よい彼は背中を撫でながらそっと耳打ちをしてくれる。

「じゃぁ、ボクが代わろうか？」

「ほんと!?」

　セシリアは顔を跳ね上げた。確か彼は一人部屋だったはずである。代わってもらえるのならばとても助かる。

　ジェイドは目め尻じりに皺しわを寄せて微笑ほほえんだ。

「うん。殿下とはちょっといろいろ話してみたいこともあったからさ」

　天使のわんこスマイルに目が焼かれそうになった。神様、仏様、ジェイド様である。

「じゃ、おねが──はっ！」

　しかし頼たのもうとした瞬しゆん間かん、セシリアは気づいたのだ。このまま代わってもらっては駄だ目めなのだと。

　リーンとジェイドは、この林間学校で絶対に外せない恋れん愛あいイベントがある。その絶対条件として、ジェイドが一人部屋にならなくてはならないというのがあるのだ。

　ゲームの中でも部屋割りのくじ引きは行われており、リーンとジェイドの信しん頼らい度どによって二人部屋になるか一人部屋になるかが決まる。そうして、好感度が足りず、ジェイドが二人部屋になった時点で、その恋愛イベントは起こらなくなってしまう。

　セシリアはそのことを思い出して、首を横に振った。

　彼女が林間学校に行くと決めた理由は、リーンとジェイドの恋愛をそばで見守るためだ。それなのに、自分が二人の邪じや魔まをしてはいけない。

「大丈夫！」

「でも……」

「俺、オスカーのこと好きだから！　平気平気！」

「……そうなんだ」

　微び妙みような間の後、ジェイドはそう答えながら頷いた。

「でも、気が変わったらすぐに教えてね」

「ありがとう」

　クラスメイトであるジェイドとはこれまであまり絡からんでこなかったが、ゲームと違たがわず彼はとてもいい人のようだった。リーンと早く恋こい仲なかになってくれと、祈らずにはいられない。

「しょうがない。自分でなんとかするしかないか」

　セシリアは諦あきらめた。人生、為なせば成るものである。

　お風ふ呂ろだって大浴場がメインだが、部屋にはシャワーもあると書いてあったし、寝ねるところだってまさか同じ布ふ団とんというわけではないだろう。一いつ泊ぱくや二泊、あの鈍にぶいオスカーなら騙だましきれるはずである。

　そう前向きに思いながら、彼女はオスカーと部屋に入った。

　そして、愕がく然ぜんとする。

（い、意外と部屋が狭せまいのね）

　貴族学院であるヴルーヘル学院の寮の部屋はそれなりに大きい。ベッドが置いてある部屋以外にもう二つほど、自由に使える部屋がもうけられている。ほとんどの者は使わないが、簡単なキッチンや調理器具、その他大きな机やクローゼットなども備え付けてあるし、何かあった時のために手回しの電話まで備え付けてあった。

　しかし、宿泊施設の部屋は、まるで現代で言うところのビジネスホテルといった感じだった。端はしに置いてあるのが二段ベッドという点は違うが、部屋の大きさ的にはそんな感じである。

　部屋は狭い上に一室のみ、家具は丸机一つに椅い子すが二脚きやくのみ。二人で一いつ緒しよに使うだろうクローゼットは、セシリアが一人入るとパンパンになってしまいそうなほどの大きさしかなかった。ちなみに、寮のクローゼットは某ぼう有名猫ねこ型ロボットが三、四体は生活できそうな広さであった。

「ど、どうしよう」

　思った以上にくつろげなさそうである。日中は校外学習ということでほとんど部屋におらず、帰ってきても寝るだけといった感じなので、妥だ当とうといえば妥当なのかもしれないが、思わず眉まゆを寄せてしまう狭さだ。

　この部屋の大きさで彼とずっと一緒に居る。つまりそれは、カツラが脱ぬげないということを意味していた。ついでにサラシも取れない。

「結構蒸むれるし、苦しいのにな、これ……」

「ん、何か言ったか？」

「何でもないです！」

　鍵かぎを持ち、振り返るオスカーにセシリアは背筋を正しながら答える。

　幸いなことに二段ベッドにはそれぞれカーテンが引かれており、中に入れば一応のプライベートは保たれる仕組みになっていた。

　これならば寝る時までカツラに悩なやまされることはないだろう。それが唯ゆい一いつの救いだった。

（まぁ、細かいことはまた考えよう。それよりも今はジェイドとリーンをくっつけないと！）

　彼女は胸の前に握りこぶしを作り、決意を新たにするのだった。
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『姉さんへ

　林間学校、どうですか？　楽しんでますか？

　粗そ暴ぼうでおっちょこちょいな姉さんを自然の中に放してしまって、俺は本当にすごく心配しています。

　誰にも迷めい惑わくはかけていませんか？

　馬ば鹿かなことはしていませんか？

　もし、誰かと同室になったり（殿下だったら最悪だけど）、男装がバレそうになった場合には、絶対に連れん絡らくしてきてください。

　誰が止めようが迎むかえに行きます。


ギルバート』






「うちの義弟おとうとは千里眼でも持っているのかな？」

「セシル、何か言ったか？」

「な、なんでもなーい！」

　背後からかけられたオスカーの声に、セシリアは手紙を隠かくしながらそう返した。

　ギルバートからの手紙を発見したのは、荷ほどきをしている時だった。

　いつの間にか鞄かばんの中に入っていたソレを再び広げながら、彼女は半笑いになる。

　セシリアが林間学校に行くことを、ギルバートは最後まで反対していた。ヴルーヘル学院の林間学校は基本自由参加で、中には行かない生徒もいるような行事なのだ。集団で宿しゆく泊はくだなんて相当危険なイベント、本当ならセシリアも欠席する予定だったのだが、最近急激に接近しはじめたリーンとジェイドの仲を見守るために、今回の参加を決めたのだった。

　しかしギルバートは、メリットよりデメリットの方が多いと、彼女が馬車に乗り込むまで林間学校行きを反対していた。手紙を鞄に入れたのは、彼のせめてもの抵てい抗こうなのだろう。

（お姉ちゃん想おもいよね。ギルってば）

　手紙の中でも可愛かわいらしくない物言いは健在だが、それでもきちんとした愛情を感じることができる文面だ。ゲームの中のセシリアはよくこんな可愛い存在を虐いじめられたと、逆に感心さえしてしまう。

（でも、ここで連絡したらギルにまた心配かけちゃうよね。私は私でこのピンチを乗り越こえなくっちゃ！）




『姉さん、殿下と一緒の部屋だったのに、少しも疑われることなく隠し通せたなんてすごいよ！　見直した！』




　このピンチを乗り越え、無事林間学校から帰った後のギルバートの様子を想像し、セシリアは唇くちびるを引き上げた。

（いつも頼たよりないところばかり見せてるからね！　ここは挽ばん回かいしないと！）

　ここにギルバートがいたら、確実にキレそうな思考回路でセシリアは頷うなずく。

　もはや彼女を止められる者は、今ここには居なかった。

「おい。荷ほどきは終わったか？」

「あ、うん」

　オスカーの問いかけに、セシリアは笑えみを顔面に貼はり付けたまま返す。敬語を使うと怒おこられるので、友人に話すような砕くだけた言葉を心がけているが、まだちょっと慣れない。

　オスカーはギルバートにも砕けた話し方を要求しているのだが『絶対に嫌いやです』と頑かたくなに譲ゆずってくれないらしい。

「今から昼食の準備だそうだ。行くぞ」

「わかった」

　セシリアはオスカーに続いて部屋を出た。




　林間学校でのリーンとジェイドのイベントは、二人の交こう換かん日記が大きな鍵になる。

　交換日記をはじめてしばらくしても、リーンは相変わらずジェイドと面と向かって仲良くすることに躊躇ためらいがあった。

　リーンだって本当はジェイドと仲良くしたい。しかし、過去周りに冷やかされたのと、自分と仲良くすることでジェイドが嫌な思いをするんじゃないかという想いから、彼女はその一歩を踏ふみ出せないでいた。

　そんな時、ジェイドから交換日記で『今夜、一緒に宿舎を抜ぬけだそう』と誘さそわれる。

　宿舎を抜けだした二人は、夜空を見上げながら良い雰ふん囲い気きで会話をする。ジェイドは意外にも博学で、彼の知る異国の星座の物語などを話して聞かせてくれるのだ。

　友人であるはずの二人の距きよ離りは近く、恋こい人びとのソレとあまり変わらない。二人は時折頰ほおを染めるようにしながら会話に花を咲さかせていく。

　そんないい雰囲気を破るように、宿舎の方から悲鳴が聞こえてきた。二人が駆かけつけると、宿舎は『障さわり』に侵おかされていた。豹ひよう変へんする同級生に、人を襲おそう野犬。

　二人は急いで助けに向かうのだが、その戦いでジェイドがリーンを庇かばい、怪け我がをしてしまう。

　リーンはそのことを気に病やみ、ここにいる間の介かい抱ほうを申し出るのだ。そこでリーンは自分の気持ちに気づきはじめ、またジェイドも彼女を意識するようになる。

（つまりこのイベントは、絶対に外せないってことよ──ねっ！）

　セシリアは前世の記き憶おくを思い出しながら、ジャガイモに向かって勢いよく包丁を振ふり下ろした。ガン、という音と共にまな板が跳はねる。しかし、ジャガイモは皮ぐらいしか切れていない。

「ちっ、外したか」

　物ぶつ騒そうなことを呟つぶやきながら、セシリアはまた包丁を振り上げる。再び力ちから一いつ杯ぱい振り下ろすと、今度はまな板が欠けて破は片へんが飛んできた。セシリアはとっさに飛んできた破片を避よけるが、僅わずかに頰をかすめてピリッと痛んだ。

「小こ癪しやくな……!!」

　袖そでで頰を拭ぬぐう。するとそこには一筋の赤い線がついていた。血だ。

「根菜類の分際で、この私に傷をつけるとは……」

　セシリアはカレーを作っていた。

「この私を傷つけたことを後こう悔かいさせてやろう！」

　カレーを作っているだけなのだ。

「おい」

　再び振り上げた手を、今度は何者かに摑つかまれた。振り返れば呆あきれ顔のオスカーがいる。

「お楽しみのところ悪いが、なんなんだソレは？」

「……何って、ジャガイモ切ってるだけだけど」

「遊んでいるわけではなくて？」

「わけではなくて」

　次の瞬しゆん間かん、セシリアのまな板と包丁はオスカーに取り上げられた。

「えっ、何をっ！」

「お前、周りを見てみろ！」

　言われたとおりに周りを見てみれば、皆みなおびえた様子でセシリアの方を見ていた。いつもならキャーキャー言ってくるはずの女生徒まで顔を青くしてしまっている。

「え？　なんで？」

「『なんで』って。般はん若にやの形相でジャガイモに向かってブツブツ言ってたら、誰だれだって怖こわいだろうが！」

「もしかして独り言……」

「あれ、独り言のつもりだったのか……」

　オスカーは長い息をついた。

「お前、料理苦手だったんだな。勉強もスポーツもできるって評判なのに……」

「あはは……料理だけはどうも……」

　前世から、料理はあまり得意ではない。自じ慢まんではないが、一度母に手料理を振る舞まって、二度とキッチンに立たせてもらえなかった経験だってある。料理に興味がないというわけではないし、味あじ音おん痴ちというわけでもない。単純に手先が不器用なのである。

　セシリアになってからも、料理長にお願いして一度だけ両親とギルに食事を作ったことがあった。しかし、その食事を食べた母親は卒そつ倒とうし、父親はトイレに駆け込んでしまった。ギルバートだけは全部平らげてくれたが、その翌日には寝ね込こんでしまった。

　あれは本当に悪いことをしてしまったと反省している。

　それ以来、キッチンには全く立っていない。

「いや、でも、ジャガイモ切るぐらいならできると思うんだけど……」

「ジャガイモの前にまな板か包丁がダメになる」

　オスカーはセシリアに包丁もまな板も返してくれる気はなさそうである。

「それに、なんで料理をしていて、こんなところを怪我するんだ」

　オスカーに頰をなでられ、ピリッとした痛みが走る。セシリアは顔をしかめた。

「痛っ──！」

「痛いのか？」

「……まぁ」

　頰をなでられたときに、若じやつ干かん違い和わ感かんがあった。もしかしたら木のとげが残っているのかもしれない。

　オスカーはこめかみをひくつかせた後、セシリアの腕うでをむんずと摑む。

「ほら、行くぞ！」

　そして、彼女を引きずるようにしながら歩き出した。

「へ？　行くってど、どこへ？」

「救護テントだ」

　彼はぶすっとした表情でそれだけ言った。




「ほら、頰を出せ。消毒してやる。あと、とげが残ってるんじゃないか？　取ってやる」

　誰もいない救護テントの中で、オスカーとセシリアは向かい合ったまま座っていた。

　オスカーは手慣れた手つきで救急箱からピンセットと消毒液、綿を取り出して治ち療りようの準備を進める。それを見ながら、セシリアはおびえていた。

「オ、オスカーって治療とかできるの？」

「知識も経験もお前よりはあると思うぞ。ほら、貸せ」

　ピンセットを持ったオスカーに顎あごを取られる。

　傷口がよく見えるようにと上を向かされて、セシリアは内心ドギマギしてしまう。

　男性に顎を取られることも、その状態で上を向くことも初めてだからだ。一見すると、キスする直前のようにも見える。

「ちょ……」

「動くなよ」

　ピンセットが伸のびてきて、セシリアの頰に当たった。ひんやりと冷たい感かん触しよくに身を引きそうになったが、オスカーの手が今度は首の後ろに伸びてきて、身は引けなかった。

「動くなと言ってるだろうが」

「ごめん。冷たくて」

　オスカーは真しん剣けんな表情で何度かピンセットを動かしていた。なかなかとげが摑つかまえられないのだろう。

　何度目かのチャレンジで頰に違和感があった。わずかな痛みが走る。

「んっ！」

「じっとしとけ。今抜いてやる」

　何かが抜ける感覚の後に、ヒリヒリと頰が痛んだ。

「ほら、抜けたぞ」

　彼は小さなとげを自慢げに掲かかげてきた。

「ありがと。オスカーって器用なんだね」

「お前よりはな」

　今度は消毒をしてくれる気なのだろう。セシリアの首に回していた手を外し、今度は丸めた綿と消毒液を準備しはじめた。

「よし。こっちを向け」

「お願いします」

　セシリアは言われたとおりオスカーの方を向いたままじっとする。消毒液の染しみる感じは苦手だが、ここは甘んじて受けるべきだろう。

　そうセシリアが覚かく悟ごを決めたにもかかわらず、オスカーは消毒液のついた綿を持ったまま固まってしまっていた。そのままじっと数秒間、セシリアの顔を見つめる。

「あ、あの……」

　セシリアは焦じれたように声を上げた。

　どうして見つめられるのかわからない。消毒はどうなったのだろうか。

「消毒は……」

「お前、男だよな？」

　オスカーの何気なく発した言葉に、セシリアの心臓が跳はねた。

「あ、あたりまえだろ!!　俺は男だ!!」

　動どう揺ようしすぎて、いつもなら使わないだろう不自然な言葉が飛び出る。

「そうだよな。……女顔だってよく言われるだろ？」

「ま、まぁ……」

　女顔なのではなく、女なのだが、もちろんそんなことは言えない。

「睫まつ毛げは長いし、輪りん郭かくも骨張ってないからそう見えるんだな。鍛きたえてないわけじゃなさそうなのに、不ふ憫びんだな」

　疑ったというわけではなく、彼はセシリアの女顔を不憫に思ってくれただけのようだった。

　オスカーはもう一度丸綿に消毒液をつけるとセシリアの頰ほおを撫なでた。消毒液独特のアルコールの匂においが、つんと鼻び腔こうを刺し激げきする。液が染みて頰が引きつったような痛みに襲おそわれた。

「いつつ……」

「こういう小さい怪け我がは痛いからな」

「紙で手を切った時も痛いもんね」

「あれは俺も嫌きらいだな……」

　オスカーはふっと笑う。

　あのオスカーと普ふ通つうに話せている事実に、セシリアは少し感動した。

（なんか普通の友人みたいだ!!）

　ちょっと強ごう引いんなところもあるし、意味がわからない男だと思っていたが、こうしていると案外普通の人間なのかもしれない。

「オスカーって意外に手て際ぎわがいいんだね。王子様だからこういうことは慣れてないんだと思ってた」

「幼い頃ころから剣けん術じゆつをやっているからな。こういう簡単な治療や蘇そ生せい方法はその時に学んだ。実際に使う機会も多いしな」

「へぇ。剣術って大変？」

「まぁ、……普通だ」

「普通？」

「性しようにはあってる」

　簡潔に答えて、オスカーは綿をゴミ箱に捨てた。

（『性にはあってる』か。確か、オスカーの宝具は剣けんだったよね。だからなのかな）

　騎き士しに与あたえられた宝具の力は様々だ。力が強くなったり、簡単な未来予知ができるようになったり、どんな傷でも治ち癒ゆできるようになったり、オスカーのようにどんなものでも切れる剣という攻こう撃げきに特化した力もある。

　その力は宝具本体を神み子こ候補に渡わたしても、騎士の中にあり続けるので、セシリアに宝具を渡したギルバートも騎士の力を使おうと思えば使える状態である。

「ん？」

　その時、セシリアは何かの気配を察知した。

　一いつ瞬しゆんだったが、背中に突つき刺ささるような視線を感じたのだ。しかし、周りを見回しても、誰だれもいないし、何もない。

「どうかしたか？」

「いや、今ちょっと……」

　セシリアは言葉を濁にごす。何もないのに、騒さわいでもしょうがない。

（気のせいだった、かな？）

　治療はまだ終わってないらしく、オスカーは箱の奥から今度は医い療りよう用のテープを取り出した。

　傷口に合わせた大きさにテープを切りながら、彼はためらいがちに口を開く。

「セシリアは……元気か？」

「え？　う、うん。元気だよ」

「そうか。元気ならいい」

　傷口にテープを貼はる。ゴミが入らないように、という配はい慮りよだろう。

「えっとさ。どうして、オスカーはセシリアに会いたいの？」

「どうして？」

　話しやすい雰ふん囲い気きに流されるようにして、セシリアは前々から聞きたかったことを聞いた。

　ゲームの中のオスカーはこんな風にセシリアに執しゆう着ちやくする人間ではなかったはずだ。むしろ、そばにいることも、視界に入れるのさえも嫌いや、という感じだったはずである。なのに今の彼はセシリアに会いたいと言い、彼女の近きん況きようを気にかけたりもする。

（もしかして、近くに居なかったら居なかったで、何するかわからないから不安なのかな？）

　見えない敵というものは怖こわいものだ。それはわかる。彼は、セシリアが裏でリーンと自分の仲を邪じや魔ましないかどうか、気が気じゃないのかもしれない。

「セシリアはオスカーのこと、邪魔しないと思うよ。望めば二度と会いに来ないと思うし！」

「『二度と会いに来ない』？　そう、セシリアが言ったのか？」

　セシリアとしてはよかれと思って言った言葉なのだが、彼は相当に不快に思ったらしい。声が地を這はうように低くなった。

「えっと……」

「俺は、彼女に何かしたのか？」

「え？」

「俺が彼女に会ったのは十二年前だ。何かその時に気に障さわるようなことをしてしまったのか？　だから避さけられるのか？」

　オスカーは少しさびしげな顔で視線を下げていた。

　その顔があまりにも意外で、セシリアは固まってしまう。

「嫌われるようなことをしたつもりはない。全く身に覚えがないんだ。だから、会って問いただしてみたいというのがある。それと……」

「それと？」

「もし、関係を再構築できるのならしたいと思う」

「えっ!?」

　セシリアはひっくり返った声を上げる。

　その答えは想像していなかった。

（関係を再構築って……。もしかして、リーンと結けつ婚こんするために私との関係も良好に保っておきたいってことかな？　円満に婚こん約やく解消したいから……）

　確かにオスカーの立場になってみれば、セシリアの生家であるシルビィ家は面めん倒どうな存在だろう。セシリアとは婚約破は棄きしたいが、政治的にはシルビィ家と仲なか違たがいするわけにはいかない。彼女の両親は二人の婚約を喜んでいたし、婚約を解消する際に男だん爵しやく家の少女を選んだと聞いたら、少しは怒おこるかもしれない。

（だから私を抱だき込んでおいて、両親のストッパーになってもらおうと思ってるのかも！）

　そう考えれば、彼がセシリアに執着するのもわかる気がする。

「つ、つまり、オスカーはセシリアのことを嫌っていない？」

　救急箱を片付けているオスカーに、セシリアは恐おそる恐る問いかけた。

「十二年も会っていない相手をどうやって嫌えというんだ。……むしろ」

「そっか！」

　オスカーの声を遮さえぎるようにして、セシリアは明るい声を発した。

「そっか、そっか!!」

　セシリアは満面の笑えみを浮うかべながら、彼の肩かたをバシバシと叩たたいた。

　オスカーがセシリアを嫌っていない。

　その情報はセシリアにとって何物にも代えがたい朗報だった。

（これでちょっとは破は滅めつの運命から逃のがれられたかも!!）

　少なくとも、セシリアを殺したいほど恨うらんでいた男はもういない。

　セシリアは続けて明るい声を出した。

「大だい丈じよう夫ぶ！　セシリアはオスカーのこと嫌ってないよ！　ただ今は顔を出せない事情があるだけで！」

「なんなんだ。その事情とは？」

「……秘密？」

「おい」

　また一段と声が低くなる。しかし、先ほどの『嫌ってない』が功を奏したのか、とげとげしい雰囲気はなくなっていた。

「大丈夫！　ちゃんとその時になったら会えるから！」

　セシリアは胸むな元もとに拳こぶしを掲かかげた。

　彼が婚約破棄を申し出た時、ちゃんと会って彼を祝福しよう。

　セシリアはそんな気持ちでいっぱいになっていた。彼もまた恋こいする青年なのだ。

（ちょっとオスカーのことを応おう援えんしたくなってきちゃった！）

　今はジェイドルートに進んでいるリーンだが、ここで挽ばん回かいできないわけではない。頑がん張ばり次し第だいでオスカールートもまだまだ可能性がある。

「オスカー！　頑張って！　俺、応援してるから!!」

「なっ！」

　セシリアはオスカーの手を握にぎりしめる。

「ありがとう！　話が聞けてよかった！」

　両手で強く握りしめながらそう言ったところで、クラスの女生徒の声が聞こえてきた。

「セシル様ー！　どこにおられますかー？」

「あ、何か用事かな？　はーい！　今行くね!!」

　大きな声でそう応こたえ、セシリアは握っていた手を離はなし、立ち上がった。

　そして、今まで彼に向けてきた顔の中で一番の笑みを浮かべる。

「これからもよろしくね。オスカー！」

　セシリアはテントを後にした。




　救護用のテントの中で、オスカーは一人ぽつんと残されていた。その顔は呆ほうけており、頰ほおは赤く染まっていた。

「なんなんだ、アイツ……」

　誰も見ていないにもかかわらず、オスカーは顔を隠かくすように口元に手を置く。

「何で、顔が熱いんだ……」




　　　　[image: ]




「誰だれかに見られてる気がする……」

　その夜、セシリアは部屋の天てん井じようを見上げながらそう呟つぶやいた。割り当てられた二段ベッドの上の段で、仰あお向むけに寝ね転ころがりながら、彼女は思考を巡めぐらせる。

　オスカーと救護テントに居た時からわずかに感じていた視線。その時は気のせいかと思ったけれど、みんなで夕食を食べていた時に、セシリアは突つき刺ささる視線に『誰かに見られている』と確信した。

「誰が見てるんだろう……」

　夕食時は周りに人がいすぎて、誰の視線なのか見当がつかなかった。

　セシリアは身を起こすと、下で大浴場に行く準備をしているオスカーを見下ろした。

「ねぇ、オスカー」

「なんだ？」

　うっとうしそうな顔で振ふり返る。今は声をかけてほしくなかったのだろうか。

　セシリアは、そんなことなどお構いなしといった感じで話しかけた。

「なんか、誰かに見られている気がするんだけど……」

「俺は見てないぞ!?」

　脊せき髄ずい反射の勢いでそう言われ、セシリアは固まる。彼の頰がにわかに赤いのはなぜだろうか。

「それはわかってるよ」

「そ、そうか……」

　彼は視線を逸そらしながら、タオルを乱暴に詰つめた。

「俺のこと見てる人、誰か見なかった？　特に夕食時なんだけど。オスカー、隣となりだったよね？」

「いや、気がつかなかったが……」

「そっか」

（もしかしたらキラーが、私のことを狙ねらってるとか？）

　キラーの目的はわからないが、奴やつが神み子こ候補を殺そうとしているのは確かだ。

　まだこの世界では誰も犠ぎ牲せいになっていないようだが、アザレアの神子候補を殺し損そこねたキラーがセシリアの男装にいち早く気づき、殺しに来たという可能性も捨てきれない。

（ゲームではそういうイベントなかったけど、ここまで狂くるってきてるんだから、わからないわよね……）

　新聞に取り上げられていないだけで、三人目の神子候補もすでに殺されているかもしれないのだ。

　少し怖こわくなったセシリアははしごを下りて、オスカーのそばに寄る。

　彼は後ろを向いたままだ。

「それよりもお前、風ふ呂ろはどうするんだ？　早く入らないと大浴場入れなくなるぞ」

「オスカーって結構庶しよ民みん的だよね」

「は？」

　オスカーは怪け訝げんな顔で振り返った。

「王子様は大浴場なんかに入らないと思っていた」

　そもそもゲームでは、オスカーは林間学校に参加してないハズである。

「こんな機会じゃなければ誰だって入らないだろう？」

「まぁ、みんな貴族だからそうだよね」

　貴族の社会ではなかなかやらないことをするのが、林間学校だ。料理や掃そう除じ、誰かと一いつ緒しよに風呂、なんていうのは貴族社会では一いつ般ぱん的ではない。

（私はみんなで大きなお風呂、大好きだけどね）

　けれど、今の身の上ではそれは叶かなわない。

「俺はパス！　部屋のシャワーを浴びるよ！」

「そうか」

「あ、もしかして一緒に入りたかった？」

　もしかしたら『裸はだかの付き合い』を好む人なのかもしれない。他意はなく、単純にそう思い聞いてみれば、彼は突とつ如じよ咳せき込み出した。

「そ、そ、そんなわけないだろうが!!」

「そんなに、必死に否定しなくても……」

「だいいち、俺にはセシリアが居るんだぞ！　お前なんかに……お前なんかに……」

（何でそこで私が出てくるんだろう）

　ゆでだこのように真っ赤に染まり、彼はぷるぷると震ふるえている。

　ちょっと言ってることがいまいちわからない。

「俺はもう行くぞ……」

　疲つかれきった顔でオスカーは呟く。セシリアは一つ頷うなずいた。

　その時、窓ガラスが、ガン、と不自然に音を立てた。

「えっ！」

　慌あわてて振り返ると、こちらを見ている黒い人ひと影かげと目が合った。彼もしくは彼女は、血走った目をセシリアに向けている。

「きゃぁあぁあぁ!!」

　全身から血の気が引き、後ろを向いていたオスカーの腰こし部分にタックルをかますようにして抱だきついた。

「なっ！」

　オスカーはセシリアがタックルしてきた勢いのままドアに頭を打ち付けた。とんでもなく痛そうな音が室内に響ひびく。

「おいっ！　セシル!!」

「オ、オスカー！　い、いま、覗のぞいている人が!!」

　セシリアはオスカーの腰こしに摑つかまったまま窓を指さした。

「はぁ？　どこにだ？　人影なんてどこにもないぞ」

「え？」

　恐おそる恐る振り返る。オスカーが言ったように、そこには誰も居なかった。

「え？　……いない？」

「それに、ここは三階だ。どうやって登ってくるっていうんだ」

　セシリアは窓を開け放ち、辺りを見た。もう外は暗く、見通せないが、見えうる限りにおいてそこには誰もいなかった。

「そんな……」

　セシリアの心細そうな声を聞き、不ふ憫びんに思ったのだろう。オスカーも窓の方まで調べに来てくれる。そして、何かを見つけたのか身体からだをびくつかせた。

「おい、セシル」

「なに？」

「お前がいくらハチャメチャな野や郎ろうだからって、ここから出入りなんかしないはずだよな？」

「するわけないでしょ」

「ここを見てみろ」

　オスカーが窓の下にある出っ張りを指さした。

「え？」

　そこには信じられないぐらいはっきりと、何者かの足あし跡あとが残っていた。
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（どうしよう……眠ねむれない……）

　電気の消えた部屋の二段ベッドの上段で、セシリアは固く目を瞑つぶったまま何度も寝ね返がえりを打っていた。

　先ほどの足跡の件が頭にこびりついて離はなれない。窓の外の人影と突き刺さるような視線を思い出せば、身み震ぶるいがした。

（ちゃんと眠らないとダメなのに……）

　セシリアはさらに瞳ひとみを固く閉じる。しかし、一向に眠ねむ気けはやってこなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　突とつ然ぜん下から声がかかり、セシリアの身体は跳はねた。

　それはもう眠っているとばかり思っていたオスカーの声だった。

「寝ねれないのか？」

「ちょっと……」

　本当は『ちょっと』どころではないが、そう返す。

「案外、肝きもが小さい奴なんだな」

「肝が小さいって……」

「普ふ段だん、あんだけこっぱずかしい台詞せりふがぽろぽろと出てくるんだから、もっと肝が太い奴かと思ったぞ」

　オスカーが言っているのは女生徒に話しかけている時のセシルの話だろう。

　セシリアは掛かけ布ぶ団とんを鼻まで引き上げた。

「あれは、男らしくしないとって、俺も結構必死で……」

「あれが男らしい？」

「男らしいでしょ？」

「……」

　少し前のギルと同じような反応を示し、オスカーは黙だまる。どうやらセシリアの考える『男らしい』と彼らの考える『男らしい』には大きな溝みぞがあるらしい。

「つまり、あの女生徒への態度は嫌いや々いややってるってことか？」

「嫌々ってわけじゃないけどね。女の子好きだし！　でも、疲れるのも確かかなー」

「お前も女顔で苦労したんだな……」

　気がつけば、先ほどまでの恐きよう怖ふはなくなっていた。話をしていて紛まぎれたのだろう。

　セシリアは恐怖の感情がなくなったことにも気づかず、しばらく他愛たわいもない話に花を咲さかせていた。そうしていると、オスカーの声こわ色いろが少しまったりとしてくる。

「オスカー、もう眠い？」

「まぁな」

　衣きぬ擦ずれの音で目をこすったのがわかった。

　セシリアとしては眠らないでほしかったが、こればかりは仕方がない。

「付き合わせてごめん。もう寝よっか」

「……まだ大丈夫だぞ」

「眠そうな声でなに言ってるの」

　セシリアは苦く笑しようを漏もらし、最後に「おやすみ」と付け足した。オスカーからも「おやすみ」と返ってくる。

　部屋はまた静せい寂じやくに包まれた。するとまた、じりじりと足あし下もとから恐怖が這はい上がってくる。

　キラーは誰だれなのだろう。

　どうして今回、アザレアの神み子こは殺されていないのだろう。

　窓から覗いていたのは誰なのだろう。

　もしかして、私は狙ねらわれているのではないのだろうか。

　静かになると、そんな疑問ばかりが頭に浮うかんでくる。

　今まではなんとなく大丈夫だと思っていた。むしろ、誰も殺されていないのだから、自分もリーンも殺されないのだと高をくくっていた。しかし、こうなってみると自分の考えがどれだけ甘かったかわかってくる。これではギルが怒おこるのも無理はない。

　背筋が冷えて、目がさえた。このままでは望まぬ徹てつ夜やになってしまいそうだ。

「セシル」

　再び下から声がかかる。セシリアは目を見開いた。

「オスカー、起きてたの？」

「怖こわいなら、こっちで一いつ緒しよに寝るか？」

「え？」

　何の気なしにそう言われて、声が跳ねた。驚おどろきで。さすがにその選せん択たく肢しは予想してなかった。

「別に嫌いやならいいんだが……」

「えっと……」

　セシリアは考える。この二段ベッドは、人が二人寝てもどうってことないぐらいの幅はばがある。現にセシリアが両手を伸のばしてやっと両りよう端はしに指先がつくぐらいだ。二人で寝て余よ裕ゆうということはないが、詰つめればなんてことない。

　問題は夜の間中カツラをつけて眠らなければならないことだが、それよりも眠れない方が問題だろうから、これは考えなくてもいい。

　嫁よめ入いり前の男女が同どう衾きんすることは問題だが、今のセシリアはセシルで、男だ。男同士なら、同衾しても何の問題もないだろう。多分……

（誰かと一緒なら、確かに寝れるかも……）

　セシリアは勇気を振ふり絞しぼった。

「じゃあ、一緒していい？」

「あぁ」

「本当にいいの？」

「くどいぞ」

　セシリアはカツラをかぶり直し、布団と枕まくらを持ってはしごを下りた。カーテンを引いて下段を覗くと、オスカーがもうすでに奥に寄って待っててくれていた。その顔には『本当に来たのか』と書いてある。それでも嫌そうな態度を見せない辺りが優やさしかった。

「おじゃまします」

　セシリアはベッドに足を踏ふみ入れた。先ほどまでオスカーがいたせいか、布団はほのかに温かい。持ってきた掛け布団をかければ、ぽかぽかになった。

（あったかい……）

　これにはちょっと感動した。

「ありがとう、オスカー」

「ん。まぁ、ああいうことがあった後だしな」

　オスカーはできるだけ端はしに寄ってくれている。

「いびきうるさかったら起こしていいから」

「お前いびきなんてかくのか？」

「へへへ。ギルのベッドに潜もぐり込むと、いっつもその理由でたたき出されちゃう」

「お前達、仲いいな」

　呆あきれるようにそう言われた。

「幼い時からの仲だからね」

「兄弟みたいなものか」

「うん。兄弟……姉弟きようだいだねー」

　そんなどうでもいいやりとりをしていると、不意に意識がもうろうとし始めた。眠たくなってきたのだ。

「オスカー……もう……」

「寝れる時に寝ておけ」

「うん」

　セシリアはオスカーに背を向けると目を閉じた。

　目を閉じてから眠ねむりに落ちるまで、一秒とかからなかった。




「何だ。いびきなんか、かかないじゃないか」

　セシルが眠ったのを確かく認にんして、オスカーはそう漏らした。あまりにも早く寝ね付つくものだから、眠れないと言ったのは噓うそだったのかと勘かんぐったほどだ。

　彼は穏おだやかな顔ですやすやと眠っている。

　側そばに寄り、頰ほおにかかった髪かみの毛をどかし顔を覗のぞき込む。そこには女の子がいた。どこからどう見ても女の子である。これが男だというのだから、驚きだ。

「本当に女顔だな。身体からだも細いし……」

　最初に『障さわり』が現れた時の、講堂での身のこなしを見れば、鍛きたえていないというわけではないと一目でわかった。けれど、だとすれば細すぎる身体つきだ。しかも、腰こしのくびれ方が、女性のそれと見み間ま違ちがうほどである。

「実は女だってことは……あるわけないか」

　それならこうやってのこのこと男のベッドに潜り込んだりはしないだろう。

「どこかで見たことがある顔なんだがな……」

　オスカーはじっとセシルの顔を見つめる。しかし、該がい当とうする人物は思いつかなかった。

「んんっ！」

　視線に気がついたのか、セシルは小さく唸うなりがら寝ね返がえりを打つ。その瞬しゆん間かん、顔を覗き込んでいたオスカーとセシルの鼻先が触ふれあった。

「──っ！」

　キスでもするかのような距きよ離り感かんにオスカーは慌あわてて飛び退のいて、部屋の壁かべに張り付くように距きよ離りを取った。心臓が激しく脈打つのがわかった。顔を手で覆おおえば、鏡で見なくとも赤くなっているのがわかるほどの熱を感じた。

「いやいやいや!!　驚いただけだ！　アイツは男で、俺も男だ！」

　自分に言い聞かせるようにそう唱える。

　この感情の名前は知っている。けれど安易に名付けてしまえば、きっと戻もどれない。

「俺にはセシリアがいるんだぞ」

　心の中の初はつ恋こいの彼女を思い浮かべる。思い出の中の彼女も、目の前の彼と同じように、オスカーの胸を熱くさせるのだ。

「やばい。安易に誘さそうんじゃなかった……」

　冴さえ冴えとしてしまった思考回路に、彼は悔くやしげにそうこぼした。
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　翌日はオリエンテーションが組まれていた。

　オリエンテーションの内容はスタンプラリーで、林の中のハイキングコースを自由にまわるというものだった。ハイキングと言っても散歩の延長のような難易度で、貴族出身のヴルーヘル学院の生徒たちも皆みな、スタンプラリーを楽しんでいた。

　しかしその中で唯ゆい一いつ、青い顔をした生徒がいた。

　セシル・アドミナ、もとい、セシリアである。

（予期せぬ事態になった……）

　セシリアは緩ゆるい勾こう配ばいを登りながら、空を見上げる。

　彼女が思い悩なやんでいるのは、昨夜の部屋を覗のぞいていた人物についてだ。

（先生に言ってはみたものの、いつの間にか足あし跡あと消えてたし、どうしたらいいのかなぁ……）

　足跡を見つけてすぐ、オスカーは一番部屋が近かった教員、モードレッドに事の次し第だいを報告しに行ってくれた。しかし、モードレッドがそれを確認しに部屋へ来た時には、すでに足跡はなくなってしまっていたのだ。

　オスカーとセシリアが足跡を見つけてから、わずか数分の出来事である。

（あんなにはっきりついていた足跡が綺き麗れいさっぱり消えてるってことは、誰だれかが消したのかな？　でも、人の気配は全くなかったし……）

　もし誰かが消したということなら、あの側に誰か居なくてはならない。しかし、それは不可能のように思えた。セシリアもオスカーも、窓の外は一度確認している。風が足跡を浚さらっていったとしか考えられなかった。

（昨日、風はそんなに強くなかったけどな……）

　足跡のあった窓の出っ張りは、建物を一周するようについている。犯人はどこかの部屋からそれを伝いセシリアとオスカーの部屋まで来たのだろう。

　もし、部屋を覗いていた人物がキラーならば、どうにかしないといけない。

「ふぁ……」

　セシリアが思い悩んでいると、急に隣となりから間ま抜ぬけなあくびの声が聞こえてきた。確かめれば、目をこするオスカーがいる。

「オスカー、眠そうだね。昨日寝れなかったの？」

「……まぁな」

　含ふくみのある声でそう言われて、セシルは首をひねった。

「もしかして、いびきうるさかった？」

「いや。……それよりも、さっきモードレッド先生に話を聞いてきたぞ。今の段階では、まだ何もできないらしい。一応職員会議でも話だけは出してくれたらしいが……」

　明らかに話を逸そらされた気もするが、彼女は深く追つい及きゆうすることなく「そっか」とだけ返した。

（多分、いびきがうるさかったんだ……）

　頰が赤らむ。いびきがうるさいなんて、淑しゆく女じよとしてあるまじき失態である。今は男だが、そんなものは関係ない。

　今回のことを重く見たのか、オスカーも協力してくれていた。協力者は何人居てもいいので、その善意はありがたく受け取っておく。

「それよりも、覗いていた相手に心当たりはないのか？」

「うん、全く」

　オスカーの問いにセシリアは首を横に振ふった。本当はあることにはあるのだが、今ここで言っても信じてもらえない上に、言えばいらぬ混乱を招いてしまうだろう。

　それに、ギルバート以外に前世の話を告げる気には、なかなかなれない。

「オスカーは？　心当たりないの？」

「俺もないな……。ダンテが林間学校に参加してたら悪ふざけでやりそうな気がしないでもないが、アイツは今回不参加だしな……」

　ダンテというのはオスカーの友人で攻こう略りやく対象だ。少々やっかいな経歴と性格をしているので、あれと普ふ通つうに友人をやっているオスカーは本当に尊敬してしまう。

「そっか」

「なんにせよ、冗じよう談だんですめばいい話だがな」

「そうだよね」

　セシリアがそう返した時、背後に人の気配を感じた。

　慌てて振り返れば、優やさしい笑えみを浮うかべるリーンがいる。

「先ほどからお二人で、何をひそひそと話されておられるのですか？」

「リーン!?　いや、これは……」

「お二人とも、とっても仲がいいんですのね！」

「そう見えるか？」

　片かた眉まゆを上げてオスカーが応こたえる。なぜかちょっと嬉うれしそうだ。

　リーンは優しい笑みのまま二人に歩み寄った。

「何か困っているようでしたら、私にもお話を聞かせていただけませんか？　お二方の力になりたいのです」

「だ、そうだぞ」

「それは……」

　セシリアは視線を落とした。確かに協力者は多い方が助かる。しかし、もし相手がキラーだった場合、神み子こ候補であるリーンはそのターゲットになりうるのだ。危険な目には遭あわせられない。

　それに、彼女には今晩大事な用事がある。ジェイドとの例のイベントだ。

　セシリアの未来も乗っている大事なイベントをこんな騒さわぎで潰つぶしてしまうわけにはいかなかった。セシリアはリーンの肩かたをぎゅっと持つ。

「ダメだよ。君を巻き込めない」

「でも！」

「これは、俺たちの問題だからね。俺は君を危険な目に遭わせたくない」

　いつもの王子様スマイルでそう言えば、リーンではなく、周りの女生徒が黄色い声を上げた。あまりにもテンションが上がりすぎたのか、くらくらと倒たおれてしまう者もいる。

「つまりお二方の秘密だから割り込むなと？」

「そう、だね」

　二人の部屋を覗かれたのだから、『お二方の秘密』と言われればそうなってしまう。彼女は間ま違ちがったことは言っていない。しかし、彼女の言い方にはどこか違い和わ感かんがあった。

「お二方だけの秘密……。それならば立ち入ることはできませんね。もし何かあったらいつでも声をかけてくださいませ。協力させていただきます！」

　しかし、その違和感を吹ふき飛ばすぐらいのいい笑みを浮かべて、彼女は腰こしを折った。女性のセシリアから見ても大変可愛かわいらしい天使の笑みだ。まさに慈じ愛あいの塊かたまりである。

　彼女はそれだけ言うと、二人から遠ざかっていってしまう。その先にはリーンの帰りを待ちわびたかのようなジェイドが居た。落ち合った二人は何やら楽しそうに話している。

（やっぱりあの二人、仲いいな。……でも、こんなにおおっぴらに仲良くするのって、もう少し先の話じゃ……）

　ゲームの中では、まだリーンは恥はずかしがって自分からジェイドには近づけない時期のはずだ。しかし、彼らは人目を気にすることなくイチャイチャと会話を続けている。

（ここら辺も少しずつ狂くるってきてるのかな？）

　ギルバートが根暗に育たなかったように、オスカーが絡からみやすいように、これもゲーム通りに進んでいないことなのかもしれない。

　セシリアは去って行った二人を見ながらそんな風に考えていた。

「で、今日はどうする気だ？　あの覗き魔まを捕つかまえるつもりか？」

　オスカーの声で現実に引き戻もどされる。想い人リーンが自分以外の他ほかの人と仲良くしているのを見て気分を害しているかと思ったが、どうやらそんなことはないらしい。

　彼の態度はいつもと変わらず、いたって普通だ。意外に器うつわが大きい男である。

　セシリアは頷うなずいた。

「うん。そのつもり」

「でも、どうやって捕まえるんだ？　相手の顔もわからないのに……」

「それには俺に考えがある！」

　オスカーは驚おどろいた顔でセシリアを見下ろす。彼女は自信満々に胸を叩たたいた。

「俺が囮おとりになる！」




　夜、夕食を終えたセシリアは林の中に一人ぽつんとたたずんでいた。

　その場所は昼間のスタンプラリーで通ったハイキングコースの一角である。人があまり立ち入らず、開けていて見通しが良い。宿舎からもほどよく近く、何よりリーンとジェイドのイベントを邪じや魔ましない場所。昼間に通った時から目め処どをつけていた場所である。

　そこに彼女は仁に王おう立だちになって相手を待っていた。

（相手がキラーなら、私が一人のところを狙ねらうはずよね！）

　むざむざ命を差し出してやる気はないので、オスカーには遠くから見守ってもらっている。

　作戦は単純だ。セシリアが一人で囮になり、キラーを待つ。そして、襲おそってきたところを二人で締しめ上げるのだ。ゲームの中でキラーは一人という話だったので、オスカーとセシリアの二人がかりならば捕まえられるだろうという算段だ。

　また、ゲームではキラーがすすんで騎き士しを襲うことはなかったはずなので、今隠かくれているオスカーの身が狙われることはないだろう。

（本当はイベントをちゃんと見守るはずだったけど、こうなったら仕方ないわよね）

　見る限り、リーンとジェイドは相思相愛だ。セシリアが見ていなくても、きっとなんとかなるだろう。むしろ見守る方がお邪魔かもしれない。

　セシリアは覚かく悟ごを決め、ふんと鼻を鳴らす。

「いつでも来なさい！　その顔拝んでやるわ！」

　そう意気込んだのは良いものの、それから待てど暮らせど誰だれもやってこなかった。突つき刺ささるような、あの強い視線も感じない。風が葉を揺ゆらす音だけがその場にこだましていた。

「気のせいだったかな……」

　一時間ほど待っても何も起こらず、セシリアは力なく肩を落とした。誰かに来てもらいたいわけではないが、来ないなら来ないでちょっと肩すかしを食くらったような気分になってしまう。

「もう今日は来ないんじゃないか？」

　焦じれたようにオスカーも木の陰かげから出てくる。

　彼は首を鳴らしながら「待ちくたびれた」と口にした。

「ごめん。なんか、何も起こらなくて……」

「こういうことは杞き憂ゆうの方が良いんだから、お前が謝ることじゃない」

　しゅん、と下がった頭にそう優しい声を落とす。

「オスカーって優しいよね。ありがとう」

　セシリアが表情を崩くずしながら笑うと、オスカーの頰ほおがほんのり赤く染まる。

「別に！　俺はお前だから優しくしてるわけじゃないぞ！　俺は誰にだって優しいんだ!!」

「それ自分で言い出したらおしまいじゃない？」

「うるさい！」

　照れているのだろう、オスカーの口が尖とがる。

（なんだか可愛かわいく思えてきたなぁ）

　数日前までは完全に苦手の部類に入っていたオスカーだが、この林間学校を通じて、少しだけ理解ができるようになっていた。

　その時だ。カランカラン、と、鉄の缶かん同士がぶつかる音が響ひびいた。

　これは厨ちゆう房ぼうで出たゴミの缶と紐ひもを組み合わせて作った即そく席せきの警報装置に、誰かがかかった音だった。セシリアがここで覗のぞいていた犯人を待つと決めた時に、あらかじめここら一帯に張り巡めぐらせておいたものである。

「どこだ!?」

　明らかな人の気配にオスカーの声も緊きん張ちようしている。すると、後方の腰の高さほどの木がガサガサと揺れた。

「そこかっ！」

　オスカーは宝具に手を当てる。すると、銀の腕うで輪わはあっという間に質量と形を変え、ひと振ふりの剣けんになった。はじめて宝具が展開するところを見て、セシリアは「おぉ！」と声を上げてしまう。ゲームでは見られない演出だ。

　オスカーは剣を投げる。剣は直線上にある木々に刺さることなくまっすぐに進んでいく。

　彼の宝具の特とく徴ちようは『何でも切れる』というところだ。木だろうが、鉄だろうが、ダイヤモンドだろうが、彼の剣の前には豆とう腐ふ同然になってしまう。それ故ゆえに、切らなくてもいいものは一いつ切さい、切らないという特徴も持つ。

　つまり、彼の放った剣は森の木々に無用な傷を与あたえることなく。目的のものだけを刺した。

「ぎゃぁあぁ！」

　悲鳴がした方に行けば、そこには意外な人物がいた。リーンとジェイドである。

　側そばの木にはオスカーの剣が刺さっていた。

　しかしその刀身は半分ほどに欠けている。否いな、欠けているように見えた。

　オスカーが刺したのはジェイドの宝具だった。彼の宝具は隠いん伏ぷくに特化したもので、被かぶるだけで気配と存在を消してしまうというマントだ。そのマントが剣の刀身にかかり、半分欠けたような形に見えていたのだ。

　オスカーとセシリアは尻しり餅もちをつく二人に近づいた。

「何で二人が？」

「お前たちが犯人だったのか？」

「あはは……」

　二人は身を寄せ合いながら、苦笑いを浮うかべていた。

「なんで！」

　セシリアが追つい及きゆうしようとしたその時、宿舎の方で悲鳴が上がる。四人が急いで声のした方向へ向かうと、生徒たちが宿舎から次々と飛び出てきた。その奥には白目をむいて暴れ回る生徒と、野犬が数匹ひき。

「『障さわり』か」

　冷静なオスカーの言葉に、セシリアははっと顔を跳はね上げた。

　これはジェイドとリーンのイベントだ。

「先さき程ほどのことは置いておいて、皆みな様さまを助けないと！」

　リーンは焦あせったようにそう口にした。

　セシリアとしては先程のことも置いておける話ではないのだが、彼女が言っていることももっともだ。ひとまずは、『障り』で被ひ害がいが出ないことが優先だろう。

（みんなは助けるけど、今回は邪魔しないようにしないと！）

　プロローグや、オスカーとリーンの最初のイベントを邪魔してしまったことが頭をよぎる。頭に血が上ったり、焦ったりすると周りが見えなくなるのはセシリアの悪いくせだ。

「怪け我がした生徒はこっちに！」

　背後でそう叫さけんでいるのはモードレッドだ。彼は宝具の力を使い、怪我をした生徒や教員の傷を治していた。実に保健医らしい力だ。

　基本的に宝具を渡わたされていない神み子こ候補には何の力もない。痣あざに触ふれると『障り』を祓はらうことができるというだけだ。しかし、宝具を渡された神子候補は何個だろうと騎士の力を引き出すことができる。故ゆえに、たくさんの宝具を託たくされた神子候補はどんな騎士より強くなるのだ。

　今のセシリアもギルバートの宝具を使うことができる。

（確か、ギルの宝具は……）

「セシル！」

　記き憶おくを探さぐろうと意識を飛ばしていたのがいけなかったのだろう。セシリアはオスカーに呼ばれるまで、背後から飛びかかってくる野犬に気がつかなかった。彼女は驚いて踏鞴たたらを踏ふむ。その時、指の先が宝具に触れた。

「ギャン!!」

　パチン、と火花が散ったかと思うと、野犬がセシリアに触れる前に弾はじかれた。野犬はそのまま地面に身体からだを打ち付ける。すると、犬の身体から逃にげるように黒い靄もやが立ち上り、消えた。

（思い出した。ギルの宝具って……）

　オスカーとは真逆で、彼の宝具は防ぼう御ぎよに特化したものだった。展開されると、もうほとんど誰も術者を傷つけることは敵かなわない。

（それなら！）

　セシリアはオスカーに詰つめ寄った。

「俺は逃げ遅おくれた人を脱だつ出しゆつさせるから、オスカーは『障り』をお願い。俺の宝具はさ、この通り障りを祓うのに向いてるってわけじゃないから……」

「それは別にかまわないが」

「ジェイドはリーンと一いつ緒しよに動いてもらえる？　もし、余よ裕ゆうがあったらオスカーを手伝ってあげて」

「わかった」

「えぇ」

　さりげにジェイドとリーンを一緒にさせることも忘れない。この後、彼にはリーンを庇かばって怪我をしてもらわないといけない。

（うぅ。でも、これってジェイドが怪我をするのを見過ごすことになるんだよね……）

　良心の呵かし責やくに耐たえるように、セシリアは胸むな元もとを摑つかんだ。必要なこととはわかっているし、たいした怪我じゃないというのもわかっているが、こうなると苦しい。

　しかし、このイベントを阻そ止しすれば、自分に待っているのは真っ暗な未来だ。

（ジェイドが怪我をするにしても、せめて浅い傷にしたい！　……そうだ！）

「オスカー！」

「……どうした？」

　宿舎に向かおうとしていた彼を、セシリアは制服の裾すそを引っ張るようにして止めた。

「えっと、ジェイドの側に居てあげて。あんまり怪我をさせないように……」

「ん？　……あぁ」

「信じてるから！」

　そう言いながら手を握にぎれば、オスカーの顔はみるみる赤くなる。

「ま、任せておけ！」

「うん。頑がん張ばって！」

「わかった」

　気き恥はずかしそうに視線を逸そらしながらオスカーは答えた。

　これで少しでもジェイドの怪我が軽くなれば良い。

「よっし！　俺も頑張らないと！」

　切り替かえるように声を張る。セシリアにはセシリアのやるべきことがあるのだ。イベントとはいえ、傷つく人間は少ない方が良いだろう。

　彼女はブレスレットに触れると、悲鳴の上がる宿舎に飛び込んだ。




　事態が収しゆう拾しゆうの兆きざしを見せたのはそれから三十分後だった。大方の『障り』は消え去り、外では生徒と先生がばらばらに宿舎の方を見守っている。

　セシリアが残っていた最後の一人と一緒に宿舎を出てすぐ、ジェイドとリーン、オスカーが宿舎から出てきた。『障り』を祓い終えたのだろう。

　セシリアを見つけたリーンが駆かけ寄ってくる。

「セシル様、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「うん。ありがとう、大丈夫だよ」

　眉まゆ根ねを下げるリーンを安心させるようにセシリアは微笑ほほえんだ。彼女はたった一人で別行動をしていたセシリアを心配してくれていたようだった。

　リーンに次いでオスカーも寄ってくる。その頰ほおには泥どろがついていた。

「怪我はないみたいだな」

「えっと、そっちも……だね」

　セシリアが見たのはジェイドだった。彼は傷一つなく、ピンピンしている。

　彼女は首をひねった。

「何で怪我してないの？」

「まるで怪我してほしかったみたいな言い草だな」

「いや、オスカーは良いんだけど……」

　そうは言ったが『ジェイドに怪我してほしかった』だなんて口が裂さけても言えなかった。

　ジェイドとリーンがセシリアを見張っていたことといい、どこかこのイベントはおかしい。

　その時、背後で唸うなり声が聞こえた。振ふり返った瞬しゆん間かん、何かが飛んでくる。

　セシリアは驚おどろいて尻餅をついてしまった。黒い物体はリーンめがけて突とつ進しんしていく。

「リーン!!」

「きゃっ！」

　黒い物体は『障り』に侵おかされた野犬だった。一番近くにいたジェイドがリーンを庇う。

　それはゲームで見たあの一場面、そのままだった。

「ジェイド！」

　しかし、ゲームではなかった声が上がり、野犬に向かって剣けんが振り下ろされる。剣は野犬の肉を裂くことなく身体を通り、黒い靄だけを真っ二つにした。

　野犬は気を失ったようにそのまま倒たおれ、動かなくなってしまう。ピクピクと耳が動いているので死んだわけではなさそうだった。

「ふぅ。討うち漏もらしがあったか……」

　オスカーはまるで血を払はらうかのように一振りして、剣を消す。

　セシリアはその光景を一人啞あ然ぜんとした表情で見つめていた。

「……なんで……」

「ん？」

「な、なんで倒しちゃうの!?」

「はぁ？」

　わけがわからないとばかりにオスカーの眉まゆがひそめられる。

「『障さわり』だぞ。倒すのは当たり前だろうが！」

「でも！　でも!!」

　目の前でフラグをへし折られたセシリアは、あわあわと口を動かす。リーンもジェイドも怪け我ががないのは良いことだ。もちろん、セシリアだって怪我をしてほしいとは思っていない。

　けれど……

「でもー!!」

　心のままに、イベントがー！　とは叫さけべない。

「さっきは『信じてる』だのなんだの言っていたくせに、何を言ってるんだ」

「オスカー様、あれからすごく張り切ってらしたものね？」

「別に、そういうわけじゃない！」

　リーンに話しかけられたのが嬉うれしかったのか、オスカーは頰を染めながらぷいっとそっぽを向く。セシリアは先ほどのやりとりを思い出していた。

『えっと、ジェイドの側そばに居てあげて。あんまり怪我をさせないように……』

『ん？　……あぁ』

『信じてるから！』

（もしかして、私のあのセリフのせい!?）

　セシリアは頭を抱かかえた。

　悔くやしさと、空むなしさと、自分に対する怒いかりで、脳がもんどり打ってひっくりかえりそうだった。

　うつむきながら唸っていると、足あし下もとにノートが落ちているのを見つける。

「これは……？」

　何の気なしに手に取って、パラパラとめくってしまう。

　そこには……








　セシルはその細ほそ腕うででオスカーを拘こう束そくする。

　媚び薬やくの熱に浮うかされたオスカーはたいした抵てい抗こうもできないまま、潤うるんだ瞳ひとみでセシルを見上げた。

　彼は妖あやしくにやりと笑う。

「抵抗は無む駄だだよ。オスカー」

　そのままセシルはオスカーを押し倒し……









「うわぁぁあぁあぁ!!」

　セシリアは勢いよくノートを閉じた。

　落ちていたノートは劇物だった。しかも、材料としてセシリアとオスカーが使われている。

（そのうえ、私が攻せめ!?）

「セ、セシル！　ちょっと！　それボクの！　恥はずかしいからやめて!!」

　そのノートを奪うばったのはあろうことかジェイドだった。恥ずかしそうに頰を染めて「見た？」なんて聞いてくる。

　セシリアが頷うなずくと「もー」なんて声を出しながらもじもじとした。乙おと女めか。

　ジェイドは頰を染めながら白状した。

「実は、二人を主人公に小説書いてて……」

「……小説？」

「リーンは小説だけじゃなくて、絵も描かいてるんだよ」

「ほんの嗜たしなみ程度ですわ」

　頰を染めるリーンに頭が痛くなってくる。

「ちょっと、改めて聞いて良い？　二人がノートを交こう換かんしていた目的は？」

「二人で創作活動をしていたんだ」

「じゃあ、さっき二人で俺を見ていたのは？」
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「取材ですわ！」

　二人のダイレクトアタックに精神が崩ほう壊かいしそうになる。

　しかも宝具まで使って取材のぞきとか、悪あく趣しゆ味みにもほどがある。

「セシル、ごめんね。でも、ボクの本命はギルセシだから！」

「どこを謝ってるんだよ……」

　思わず真顔である。巻き込まれた義弟おとうとを哀あわれに思い、目元を覆おおった。

「そんなこと言ったら、私はセシギルの方が好みですわ！　もちろん、セシル様の腹黒さが強調されるセシオスは最愛ですけれど、ギルバート様とカップリングを組ませるのならば、セシギルは譲ゆずれません！　私の中ではセシル様は永遠の攻め！」

「俺は攻めでも受けでもない！」

「ボク、ちょっとリバは受け付けないんだよね。前々から思ってたんだけど、リーンは解かい釈しやく違ちがい起こしてると思うんだよ」

「本人目の前にして、解釈も何もないわ!!」

　盛大に突つっ込んでも、二人の熱い舌ぜつ戦せんはとどまることを知らない。

　ちなみに、オスカーは話についていけないようで、一人で首をひねっている。

「最後に一つ聞いても良い？」

「はい。なんでしょう？」

「何かな？」

　セシリアは深呼吸をした。

「二人の関係は？」

「趣しゆ味み仲間ですわ！」

「創作仲間だよ！」

　揃そろった二人の声に、セシリアは倒れてしまいそうになった。







[image: 第四章　姉弟喧嘩]




　林間学校から帰ってきてから一週間が過ぎようとしていたある日……

「ねぇ、ギル」

「なに？」

「機き嫌げん直してほしいなぁ……って」

「別に、俺はいつも通りだけど」

　ギルバートの機嫌は最高潮に悪くなっていた。

　寮りようから学院へ向かう道すがら、セシリアは隣となりを歩く義弟を見ながら眉まゆ根ねを下げる。

　ここ最近の彼の機嫌は最悪だった。話しかければきちんと応こたえてくれるし、望めば一いつ緒しよに昼食もとってくれたりするのだが、その対応はいつも以上にそっけないものだった。

　二人が喧嘩をしたというわけではない。原因は他ほかにあった。

（やっぱり、アレが原因よね……）

　セシリアは校庭のベンチではしゃぐ女生徒を眺ながめた。彼女たちの手には一冊の本がある。

「これよ、噂うわさのニール様の小説！　友人からやっと貸してもらえたわ！」

「セシル様とオスカー様によく似た二人が出てくるという噂のやつよね。あぁ、私も読みたかったの!!」

「キャロルは泣いてしまったらしいわ。今朝、目が真っ赤だったもの！」

「今から楽しみね！」

　悦えつに入ったように二人はうっとりと瞳を閉じた。

　セシリアはそれを見ながらげんなりと頰ほおを瘦こけさせた。

　ここ最近、どういうわけかリーンの書いた例の小説が生徒の間で流行はやり始めていた。どうやら、彼女は自分が書いた小説のいくつかをきちんと製本し、学院の図書館に置いたらしいのだ。製本に協力したのは、最近印刷業の方にも手を伸のばし始めていたジェイドだろう。

　その本が誰だれかの目にとまり爆ばく発はつ的なブームを見せたのが三日前。

　それから女生徒は皆みな、彼女の本に夢中になっていた。

　ちなみに、著者であるニールというのは『Ｌｅａｎ』のアナグラム『Ｎｅａｌ』からきているらしい。

　小説が広まり始めた時、セシリアはリーンを呼び出して、なぜそんなことをするのか理由を問いただした。彼女曰いわく、趣味仲間を増やすことが目的らしい。

　ジェイドは見事仲間に引き入れることに成功したが、彼だけでは足りないようだった。沼ぬまに引きずりこむには、本人に刺ささる作品に触ふれさせることが大切だと、彼女は豪ごう語ごしていた。

『作り手が私しか居ないのが、今の最大の悩なやみですわ。なので作り手を一から育て上げるのです！』

　リーンの元気な声が耳じ朶だに蘇よみがえる。なんともアグレッシブな女の子だ。

　そして、ギルバートの機嫌が悪いのは、彼女の書いたその小説が原因だった。

「セシルはよくああいうの耐たえられるよね」

　セシリアの視線を追いながら、ギルバートは口をへの字に曲げた。

　義姉あねのことを『セシル』と呼ぶのは人目があるからだ。

「あんな風にネタにされてさ。しかも、殿でん下かと」

「さすがに年ねん齢れい制限ある本とかじゃないし、モデルは俺とオスカーだろうけど名前は違ちがうし、別にもう良いかなぁって……」

　登場人物のモデルはオスカーとセシルだ。しかし、名前は別物になっているので、もうセシリアがどうこう言えるものではなかった。オリジナルキャラクターだと言われてしまえばそれでお終しまいだろう。しかし、雰ふん囲い気きや口調から、皆うっすらと二人がモデルなのではないかと勘かんづいているようだった。

「俺はそうとは思えない。創作でも何でも、嫌いやなものは嫌だ」

　要するにギルバートは、本の中で二人がイチャイチャしているのが気に入らないらしい。

　彼は汚お物ぶつを見るような目で本を睨にらみ付けていた。

「しかも、いつの間にか本当に殿下と仲良くなってるし……」

　ギルバートの声はさらに低くなる。

　林間学校から帰って以来、オスカーとセシルの仲が妙みように良いことが気にくわないのだろう。

　セシリアは苦笑いを浮うかべながら頰ほおを搔かいた。

「林間学校でいろいろあったからね。オスカーも悪い奴やつじゃないってわかったし。一緒の部屋になった時は、正直どうしようかって思っちゃったけどさー」

「は？　一緒の部屋？」

「あ」

　ギルバートは目を見開き、信じられないと言わんばかりの形相で彼女を見つめる。

　セシリアは輪りん郭かくに冷や汗あせを滑すべらせた。

　長年の付き合いでわかる。彼女はたった今ギルバートの地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいたのだ。

　彼は足を止め、セシリアに詰つめ寄った。

　そんな彼から逃にげるように彼女は建物の外がい壁へきに背中を押し付ける。

「一緒の部屋ってなに？　林間学校で？　一人部屋じゃなかったの？」

「いや、あの、その……くじでたまたま……」

「くじで……？」

　ギルバートの表情はどんどん険しくなっていく。暗い黒曜石の瞳ひとみがセシリアを見下ろす。顔に影かげができている辺りが最高に怖こわい。彼女はあわあわと両手を動かした。

「いや！　でも、バレなかったよ！　一緒の布ふ団とんで寝ねたけどなんともなかったし!!」

「……いっしょのふとん……？」

　みるみるうちにギルバートの表情がなくなっていく。

　無表情がこんなに怖いものだと、セシリアはこの時初めて知った。

「何で？　無理やり連れ込まれたの？」

「えっと、あの……いろいろあって怖くなっちゃって……」

「自分から入ったの？」

「結果的には？」

　セシリアがそう言った瞬しゆん間かん、ギルバートの方から歯を嚙かみしめる音が聞こえた。怒ど鳴なられると思ったセシリアは身を小さくさせる。

　しかし、ギルバートは怒鳴るどころか声も上げなかった。それどころか身を翻ひるがえし、再び歩き出してしまう。その歩ほ幅はばは大きく、彼女を置いて行かんとする勢いだった。

「ちょっと、ギル！」

「ごめん。ちょっと今、顔見れない」

「な、なんで怒おこってるの!?　さっきの不ふ機き嫌げんとはまた違うよね!?　俺、何かしちゃった？」

　ギルバートのあまりの怒いかりように、セシリアは慌あわてた。

　どんどん離はなれていく彼を、彼女は腕うでを摑つかんで止めようとする。

　しかし、それも振ふり払はらわれた。

「ギル……！」

「もうしばらくついてこないで。次会う時までに頭冷やしとくから」

　そう言い残し、彼は足早に学院の建物に入っていく。

　去って行く背中を見守りながら、セシリアは顔を強こわばらせた。

「まずい。ギルを怒らせちゃった……」
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　シルビィ公こう爵しやく家の遠とお縁えん、コールソン公爵家には男児が三人いた。

　上の二人は大変優ゆう秀しゆうで、どちらが跡あとをとっても良いと言われるほどの秀しゆう才さいぶりを見せていた。両親はそんな彼らを溺でき愛あいし、考え得うる限りの愛情を示していた。

　一方、末子のギルバートは上二人の兄弟の出がらしと言われ、ぞんざいに育てられてきた。

　彼の部屋は兄たちや両親とは別の離れにもうけられており、一ヶ月に一度ほどしか両親は会いに来てくれなかった。甘えたい盛りなので何度か甘えてはみたものの、母親は一度として相手をしてくれたことはなく、ギルバートの世話や遊び相手はいつも使用人に任せっきりだった。

　家族だけれど、家族ではない。

　それが、コールソン家でのギルバートの立ち位置だった。

　そんな生活に絶望さえ感じ始めていた頃ころ、遠縁のシルビィ家の養子話が持ち上がる。

　シルビィ家には現在、五歳になる女の子がいるが、男児が生まれなくて困っていたらしい。

　古い慣習だが、基本的に爵しやく位いを世せ襲しゆうするのは男と決まっていた。どうしてもの場合には例外が適応されるが、あまり一いつ般ぱん的ではないのが現実だった。

　貴族の責務として跡あと取とりは残さなくてはならない。そこで、男児が三人いるコールソン家に白羽の矢が立ったのだった。

　最初は二番目の兄が行くという話になっていた。うまくいけば、シルビィ家の跡が取れるのだ。しかし、もしもシルビィ家に男児が生まれた場合、二番目の兄はシルビィ家で冷れい遇ぐうされるかもしれない。かの家の奥方はまだ若く、妊にん娠しんの可能性は十分にあった。

　こういった懸け念ねんから、『冷遇されてもいい子』としてギルバートが選ばれたのだ。

　出発の日、ギルバートの見送りに家族は誰も来なかった。

「僕は捨てられたのかな？」

　そう言ったギルバートに使用人は「行ってらっしゃいませ」と深々と頭を下げただけだった。




　養子先であるシルビィ家は、ギルバートを快く迎むかえ入れてくれた。むしろ大だい歓かん迎げいだった。

　特に、義姉になるセシリアは「やっと姉弟きようだいができたのね！」といって、ギルバートを抱だきしめて喜んでくれた。

　そんな風に歓迎されたギルバートだったが。最初、彼はセシリアのことが好きではなかった。

　むしろ嫌きらいだった。大嫌いだった。自分と同じように跡を取れない身でありながら、彼女は両親に溺愛されていた。愛されて、愛されて、愛情で溺死しそうなぐらいに愛されていた。

「どうして、同じ境きよう遇ぐうなのにこんなに違うのだろう」

　シルビィ家に来てから、彼はそんなことばかり考えていた。




　そんな生活が半年ほど続いたある日、ギルバートは体調を崩くずした。熱も高く、しばらく自力で起き上がれないほど体力は消しよう耗もうしていた。

　元々、ギルバートは身体からだが強い方ではない。コールソン家に居た時もしょっちゅう身体を壊こわしていた。両親はギルバートのそんなところも気に入らなかったようで、体調を崩すたびに、陰かげで『面めん倒どう』だの『情けない』だの使用人に漏らしていた。心配してもらった記き憶おくは一いつ切さいない。

「ギルー、大だい丈じよう夫ぶ？」

　体調を崩してから、セシリアは何度もギルバートのお見み舞まいに来ていた。時には額のタオルを替かえ、看病を買って出たこともあった。正直、ギルバートは看病に来るセシリアがうざったくてたまらなかった。手先が不器用なのか看病もたどたどしかったし、ままごとの延長を自分でやっているとしか思えなかったからだ。

　人形と同じように扱あつかわれている。

　そう思ったら、腹が立ってきた。

　しかし、ここで彼女を部屋から追い出そうものなら、自分の居場所はシルビィ家にもなくなってしまうかもしれない。だから何も言えず、ギルバートは彼女の人形役を甘んじて受け入れるしかなかったのだ。

　彼女は毎日、毎日、飽あきることなくギルバートの元へ通う。そして、自分の気が済むまで子こ守もり歌うたを歌ったり、本の読み聞かせをしたりするのだ。

　そして最後にはいつも「何か欲しいものある？」と聞いてくる。ギルバートはそれにいつも首を横に振っていた。




　その日もそうだった。

　彼女は彼の汗を拭ふき、喉のどが嗄かれるまで本の読み聞かせをしてくれたあと、掠かすれる声で「何か欲しいものある？」と聞いてきた。

　普ふ段だんならそこで首を振るのだが、その日のギルバートは少し違ちがった。

　この偽ぎ善ぜん的な義姉あねに、ちょっと意地悪をしたくなったのだ。

　ギルバートは先ほどまでセシリアが読み聞かせをしていた本の挿さし絵を指さした。そこには何でも願いを叶かなえてくれるという青いバラが描えがかれている。

「これがほしい」

　そう願った。

　青いバラなんてこの世には存在しない。それがわかっていたから、ギルバートはわざとそう言った。義姉の困った顔が見たかった。

　しかし、セシリアはその挿し絵を見て「うーん」と小さく唸うなったあと「わかったわ！　明日あしたまでに探しておくわね！」と宣のたまったのだ。これには驚おどろいたが、どうせ青いバラがこの世に存在しないことを知らないのだろうと思い、放ほうっておいた。

　案の定、翌日のいつもの時間になっても彼女は姿を現さなかった。きっと義姉は今いま頃ごろ困っているだろう。そう思ったら、すごく清々した気分になった。けれど、いつもより静かな室内に寂さびしさを感じたのも事実だった。

　その日の夕方、眠ねむっていたギルバートは何かを叩たたく音で目をさました。

　起き上がって見回してみれば、窓の外に義姉が居た。彼女の頰ほおは泥どろで汚よごれており、手には何かを握にぎっていた。ギルバートは慌てて窓を開ける。すると鼻先に一本の花が差し出された。

「ごめん。青い花、これしかなかった！」

　彼女が持っていたのは青色の竜りん胆どうだった。

「お薬にもなるんだって！　崖がけの真ん中に生えてるから取ってくるの大変だったよー」

「崖!?」

　ひっくり返った声が出た。確かに屋や敷しきの裏には崖があるけれど、まさか彼女は一人でそこを登ったというのだろうか。

　よく見ると彼女のドレスは土でドロドロに汚れており、どこかに引っかけたのか裾すそは破れてしまっていた。頰には擦すり傷、額はどこかにぶつけたのだろう、赤くなっている。

「今日のお勉強サボっちゃったから、お母様に怒られちゃう」

　そう言いながらも、彼女は笑えみを崩さなかった。

　ギルバートは震ふるえる手で差し出された竜胆を受け取った。

「なんで……」

　気がつけば声まで震えてしまっていた。

　なぜここまでしようとしてくれるのか、意味がわからなかった。

「だって、私、ギルのことが大好きだからさ！　ギルが元気なかったら悲しいもん！」

　無む邪じや気きな笑みを浮うかべながら、彼女はそう言い放った。

　そして、土だらけの手でギルの頭を撫なでてくる。

「ね？　だから、早く一いつ緒しよに遊ぼう！」

「ん……」

　瞳ひとみが潤うるんだ。涙なみだが玉になり、頰ほおを転がる。自分を好きだなんて、生まれてこの方聞いたことがなかった。それがこんなに温かい響ひびきだということも、初めて知った。

「どうしたの？　ギル。身体痛い？」

　窓の外から彼女は顔を覗のぞき込んできた。よく見れば、いつも綺き麗れいにまとめているハニーブロンドの髪かみの毛はぐちゃぐちゃになっていた。きっと何度か転こけたのだろう。

　ギルバートは涙を拭ぬぐう。

「ううん。僕も姉さんのことが大好きだなぁって」

「そっか！」

　彼女は出会ってから一番の笑顔で笑った。

　それから、ギルバートは義姉のことを慕したうようになった。その気持ちが恋れん愛あい感情だと気づくのに時間はかからなくて、気がついた時にはもう戻もどれないところまできてしまっていた。

　セシリアは未いまだに自分を義弟おとうととして見ている。それはわかっていたから、決して手は出さなかった。けれど諦あきらめることもできなかったから、外そと堀ぼりを埋うめる準備も着々と進めていた。

　もし、セシリアと王太子の婚こん約やくが破は棄きになった場合、プロポーズをしてもいいとシルビィ家の両親に許可だって取っている。戸こ籍せき上は姉弟だが、結けつ婚こんする方法がないわけではない。

「なのに、なんであんなぽっと出の奴やつに……」

　オスカーのことは嫌いではない。けれど、セシリアのことになると話は別だった。

　胸の中が嫌いやな気持ちで満たされる。

　握った手のひらから、黒い靄もやが立ち上ったような気がした。




　　　　[image: ]




　ギルバートを怒おこらせてしまったその日の昼休きゆう憩けい。セシリアは一人食堂にいた。

「どうしよう……」

　彼女はランチセットについてきたキッシュにフォークを刺さしながら、その場に突つっ伏ぷす。いつもならばギルバートと一緒に食事をとるのだが、今朝あんなことがあったばかりなので、当然セシリアからは誘さそえなかった。ギルバートからも誘ってこないところをみると、やはり今日はもう会いたくないらしい。

　ちなみに、王子様！　と熱を上げていた女生徒たちは、彼女たちの中で何やら協定のようなものができたらしく、むやみやたらに近づいてくるようなことはなくなった。もちろん、熱い視線は感じるが、一人で食事をしている時に無理やり相席を希望する猛も者さはいなくなっていた。なのでこうして、一人物思いにふけることができるのである。

「リーンのこともなんとかしなきゃだし、でも、ギルも放っておけないし……」

　結局、林間学校でのジェイドとリーンのイベントが成功したかどうかわからなかった。

　ジェイドはリーンを庇かばって怪け我がはしなかったが、あれ以来二人の仲は更さらに良くなっていた。互たがいの秘密を共有し、むつみ合う姿は、端はたから見たら恋こい人びと同士にも見えるかもしれない。

　けれど、真実を知っているセシリアからしてみれば、アレが恋愛の類たぐいなどではないことは明白だった。

「他ほかのキャラクターとのイベントを避さけてる様子はないけど、だからといって仲良くなろうって感じでもないのよね……」

　他のキャラクターもそうだが、一番思い通りに動いてくれないキャラクターが主人公リーンだ。乙おと女めゲームの主人公なのだから乙女脳なのかと思っていたのだが、実際はそうではなく、彼女は自身の恋愛にあまり興味がないようだった。それより今は、他人のかけ算に忙いそがしいらしい。

　セシリアはキッシュを口に放り込んだ。

「とりあえず、ギルの方が先決よね！」

　セシリアにとってギルバートは大切な家族だ。自分のことはもちろん可愛かわいいが、自分以上に大切にしたいと思える人間はギルバートだけだった。彼女にとってギルバートは守るべき義弟で、友達で、親友だった。

「そもそもギルは何で怒ったんだろう」

　オスカーと同室になったことも、一緒に寝ねたことも、言わなかったことは悪かったと思うが、女だとバレなかったのだからそれでいいだろう。

　セシリアはそう考えていた。だから、万が一そのことがバレても、呆あきれられて小言を言われる程度だと思っていたのに、彼は予想外に激高した。

　あんなに怒ったギルバートは見たことがない。

「セシルか。今日は一人なのか？」

　後ろからかかった声に振ふり返れば、そこにはオスカーがいた。

　リーンの書いた小説の効果も相まってか、セシリアとのツーショットを見た女生徒たちがにわかにざわつき始める。黄色い声を上げるものもいた。

（みんな、想像力豊かだなぁ……）

　思わず半笑いを浮かべてしまう。

　オスカーももちろん小説の件は知っているのだが、気にはしていないようだった。彼はセシリアの許可を取ることなく、正面に腰こし掛かける。すると、すぐに給きゆう仕じが彼に珈コー琲ヒーを持ってきた。

　食堂といっても、貴族ばかりが集まる学院の食堂だ。そこら辺のカフェやレストランよりサービスが行き届いているし、室内もおしゃれだ。

　オスカーは珈琲を一口すする。

「一人というのは珍めずらしいな。ギルバートはどうしたんだ？」

「ちょっといろいろあって……。オスカーは？」

「今日は昼食をとる時間がなかったからな。紛まぎらわしだ」

　そう言って、珈琲を掲かかげた。

「紛らわしって、空腹を紛らわせてるってこと？　昼休憩に国王様の手伝いも良いけど。そんなことばっかりしてると、身体からだ悪くするよー」

「といっても、いずれしなくてはいけないことだからな。今からでも慣れておいた方が、後々に良いだろう？　時間は有限だ」

「まぁ、そうかもしれないけどさー」

　セシリアはため息をつく。付き合い始めてわかったことだが、彼は学院での勉強の他に、国の仕事もこなしているようだった。もちろん持ち出せない資料もあるので、昼休憩になると一度寮りように戻っているらしい。国王様からの呼び出しも多いので、午後から居なくなったり、一日中居ないこともしょっちゅうだった。

　学院の勉強はそれなりに大変なはずなのに、忙しいことである。

「じゃ、おなかすいてるでしょ！　これでも食べなって！」

　たまたま手に持っていたパンを、セシリアはオスカーの口に押し込んだ。

「なっ──ぐ……」

「よく嚙かまないと消化に悪いよー」

「……」

　最初は抵てい抗こうしていたオスカーだったが、次し第だいにもごもごと口を動かし、結局全部食べてしまう。やはり空腹だったようだ。

　それを見届けて、セシリアは笑えみを浮うかべた。

「腹が減っては戦いくさはできぬってね！」

「……お前、これを王宮でやってみろ。怒られるだけじゃすまないからな……」

「え？　なんで？」

「俺の食事には、一応毒味がつくんだ」

「あー……」

　忘れていたというような声を出す。

　基本的に学院で出す食事は厳しいチェックをクリアしたものばかりだ。毎日毒味役が食べて、毒がないかどうかチェックをしているし、食器やカトラリーの管理も万ばん全ぜんを期している。

　貴族の嫡ちやく子しが多いこの学院で万が一にでも何か起こってはいけないからだ。

　更に、王太子であるオスカーには専属の毒味がついていた。次代の国王に何かあってはいけないという配はい慮りよだろう。彼が手元に持っている珈琲も、きっともう毒味が終わったあとのものだったはずだ。

　オスカー以外の人間に毒味役などついてはいないので、セシリアもすっかり失念していた。

「まったく、お前はセシリアと同じようなことをするんだな……」

「へ？」

「なんでもない。今度から気をつけろよ」

　そう言う彼の耳は、少し赤くなっていた。

「ところで、なんでギルバートがいないんだ？　そろそろ邪じや魔ましに現れても良いはずなんだが……」

「邪魔しにって……」

「来るだろう。いつものアイツなら」

　さも当たり前のようにそう言う。確かにセシリアとオスカーが話していると、いつもタイミング良くギルバートが割り込んでくる。

　セシリアとしてはたまたまタイミングが合っただけだと思っているのだが、どうやらオスカーはギルバートがわざと邪魔しに来ていると思っているらしい。

「もしかして、喧けん嘩かでもしたのか？」

　図星を指されてぎくりとした。オスカーはそれを目め敏ざとく見つけ、目を眇すがめた。

「何かあったのか？」

　いつもより優やさしい響ひびきに、セシリアは観念したように口を開いた。




「それは嫉しつ妬とだな」

「嫉妬かぁ……」

　セシリアはうーんと顎あごをさする。

　確かにそれは考えていた。リーンの書いた小説を見た時、ギルバートは義姉あねを取られたように感じてしまったのだろうと。けれど──……

「でも、あそこまで怒おこるかなぁ」

　想おもい慕したっている相手ならいざ知らず、相手は義姉だ。仲が良いとは言っても、姉弟きようだいである。

「ま、それだけアイツの中でお前が大切なんだろう。ほら、今まで仲の良かった友人が、急に自分のいけ好かない奴やつと仲良くしてたら、嫌いやにならないか？」

「それは……」

　その感情はわからなくもない。男装するために社交界にあまり出ず、友人と呼べる友人がいないセシリアだが、前世ではちゃんと友達がいたのだ。

「でも、オスカーとギルは仲いいでしょ？」

「まぁ、悪くはないが。すごく良いわけでもないぞ。アイツは俺に一線を引きたがるからな」

　ギルバートはオスカーのことをいつまでたっても『殿でん下か』と呼び、敬語を使う。オスカー本人がやめるように言っても、それは決して変えなかった。

　そこには妙みような意地が見て取れた。

（そんな独どく占せん欲よく高い子だとは思わなかったけどなぁ）

　ギルバートは何に対しても基本的にドライだ。執しゆう着ちやく心もあまりないし、物に対して愛着もあまりない。そんな彼が義姉に対してそこまでの執着を見せるということに違い和わ感かんがあった。

　けれど、ほかに原因が思いつかないのだから、これで納なつ得とくするしかないのだろう。

（独占欲って。ゲームの中のギルならわかるんだけどね。そういうイベントもあったし……）

　今より根暗な性格で、誰だれにも心を開かない不登校児のギルバート。そんなギルバートを一族の恥はじと切り捨てるセシリア。

　周りも内にこもってばかりの彼を出で来き損そこないと決めつけ、騎き士しに選ばれたのは何かの間ま違ちがいだと後ろ指を指すのだ。しかし、主人公であるリーンだけは違った。

　彼女は寮の部屋に閉じこもる彼に扉とびらの外から声をかけ、励はげますのだ。時には差し入れをし、長い時間を一いつ緒しよに過ごす。そうすることで彼の心は解ほぐれていき、リーンにだけ心を開いていくようになるのだ。

　しかし、リーンに依い存ぞんし始めたギルバートの心は脆もろく、『障さわり』に魅み入いられてしまう。そして、その独占欲から彼女に近づく男たちを襲おそってしまう。

　そんな彼を止めたのも、またリーンだった。彼女は傷つきながらもギルバートの痣あざに触ふれ「心の優しいあなたに戻もどってほしい」と懇こん願がんする。『障り』から解き放たれたギルバートは自分がしでかしてしまったことに後こう悔かいしながらも、もう彼女を決して傷つけないと心に決めるのだ。

（あのイベント、結構感動するのよねー。……ん？　でも待てよ）

　セシリアはそこではたと気がついた。

「ってことは、これを放置したらギルが『障り』に侵おかされちゃう!?」

「……お前は何を言ってるんだ？」

　事態を飲み込めないオスカーは、慌あわてたように立ち上がったセシリアを見上げる。しかし、今のセシリアには彼にかまっている暇ひまはなかった。

（どうしよう！　このままじゃ……）

　可愛かわいい義弟おとうとのピンチに汗あせが噴ふき出る。ゲームの中のように『障り』に侵されたギルバートを誰かがすぐ止めてくれれば良いが、現実はそううまくは進まないだろう。それはこの一ヶ月で痛いほど身に染しみていた。

　ギルバートは口は悪いが優しい人間だ。もし、自分が『障り』に侵され誰かを傷つけたとしたら、彼は一生自分を許せなくなるだろう。どうすればいいのだろうか。

「リーン？」

　まるで神の啓けい示じが降りてきたように彼女の顔が浮かんだ。

　いつだって、彼の心を救ってきたのはリーンだった。ゲームの中でギルバートはリーンに『一ひと目め惚ぼれだった』と言っていた。ならば、今のギルバートも心の中ではリーンを想おもっているに違いない。彼女ならばあるいはギルバートの心を救えるかもしれない。

　セシリアは急いで食器を片付け始める。正面に座るオスカーは首をひねった。

「どこかに行くのか？」

「リーンのところ！」

　そう答えた瞬しゆん間かん、無情にも昼休きゆう憩けいの終しゆう了りようを知らせる鐘かねが学院に鳴り響いた。
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　放課後、セシリアは美術室にいた。

　正面にはリーン。隣となりにはなぜかついてきたオスカーがいる。

「で、どうでしょうか？」

「どうでしょうかと聞かれましても……」

　土下座をしそうな勢いのセシリアに、リーンは困ったように眉まゆを寄せた。

「話をまとめますと、セシル様のご友人のギルバート様が最近悩なやみ事を抱かかえているみたいだから、話を聞いてほしいってことですよね？」

「そ、そうなんだけど……」

「どうして私が？」

　それは当然の問いだった。

　お前の友人なのだから、お前が話を聞けば良いだろう。

　セシリアだって同じ状じよう況きようならそう思う。

「ほら、リーンってば、何でも話を聞いてくれそうな雰ふん囲い気きだからさ！」

　取り繕つくろうようにそう言う。苦し紛まぎれの言い訳だが、リーンは「そう思っていただけてるのならば、ありがたいです」と深くは追つい及きゆうしてこなかった。

「ギルバート様ですか。……私も協力したいのはやまやまなんですが……」

「ですが？」

「実は、新作の原げん稿こうに追われていまして」

　彼女は何百枚もの紙の束を胸むな元もとに掲かかげた。もちろん、新作のモデルもオスカーとセシルだろう。

　セシリアはげんなりと頰ほおを瘦こけさせた。

「ジェイドがこのたび大きな印刷所を買収したらしいので、そこで刷って大々的に売りに入ろうかという話になっているんです。だから、よりよいものを作りたくて……」

　話が大がかりになってきた。

　もちろん、ゲームではこんなイベントはない。あったら公式に抗こう議ぎしてるところだ。主人公が攻こう略りやく対象たちの恋愛小説を書いて出版するって、どんな乙おと女めゲームだ。

　しかし、ギルバートの心を救えるのは彼女しかいない。

「じゃあ！　協力する!!」

「え？」

「作品を書くのに協力するよ！　資料集めとか、誤字見つけたりとか、そういうのなら俺でもできると思うから！　だから、空いた時間でギルと……」

「まぁ！　まぁ！　まぁ！　本当ですか!?」

　リーンは目を輝かがやかせながらセシリアの手を取った。

　あまりの反応の良さにセシリアは身を引く。

「え、うん……」

「それならば、前まえ払ばらいという形で手伝っていただけませんか？　そうしたら、セシル様のお願いを叶かなえてみせます！」

「は、はぁ……」

　勢いに気け圧おされ曖あい昧まいに頷うなずくセシリアの隣で、オスカーは「……馬ば鹿かだな」とため息をついた。




「はい、お二方とも。もう少し顔を近づけてください！　そう！　そう！　そのまま肩かたに手を載のせて！　セシル様、もっと色っぽい雰囲気を出してくださいませ！」

「いや、色っぽい雰囲気と言われても……」

「オスカー様はもう少し圧あつ倒とうされている感じで！」

「……」

　セシルとオスカー、それとリーンは校舎裏にいた。校舎の壁かべを背にしてオスカー、彼を閉じ込めるような形でセシリアが立っている。

　いつぞやの壁ドンと全く逆の配置だ。

　オスカーの膝ひざを割るような形でセシリアが足を入れているのはリーンの指示である。

「小説の方に挿さし絵を入れようと思っていたんですが、どうにもモデルがいないと上手に形にならなくて！　本当にありがとうございます！　セシル様！　オスカー様も！」

「はぁ……」

　こんなつもりで手伝いを申し出たわけではないセシリアは気の抜ぬけた返事をした。

　そして、目の前でおとなしく指示に従っている、もう一人の被ひ害がい者しやに声をかけた。

「オスカー、変なことに巻き込んじゃってごめんね？」

「俺は別に。お前と違って立ってるだけだしな」

　二人が会話をしている間、リーンはスケッチブックに向かって必死に鉛えん筆ぴつを動かしていた。なんとも真しん剣けんな顔である。そのまま固まっているだけというのも暇なので、セシリアはオスカーに前から聞きたかったことを聞くことにした。

「そういえばさ、オスカーはあの小説のことどう思ってる？」

「あの？」

「俺とオスカーがモデルの、あの……」

　男同士な上に、セシルは男だん爵しやく子息という身分だ。公爵令れい嬢じようセシリアならいざ知らず、王太子と男爵子息。普ふ通つうならばなかなか話すこともない相手同士である。不快に思っているようだったら申し訳ないと思い、彼女はそう聞いたのだった。

「別になんとも思ってないぞ。そもそも、お前が俺をどうのこうの、というのが非現実的だろう。お前のような細ほそ腕うでの男なんて片腕で押し返せる」

　オスカーはあっけらかんと言う。本当になんとも思っていないようだった。

　セシリアは胸を撫なでおろす。

「そうだよね。俺がオスカーを押し倒たおすなんてあり得ないよね。逆ならともかく」

「そうだな、逆ならまだ現実味が……。逆？」

　オスカーはしばし固まった。

　そして、何を想像したのか、彼の表情はみるみる赤くなっていく。

　間近で彼の顔を見つめていたセシリアは、その変化にいち早く気がついた。

「オスカー、大だい丈じよう──ぶっ!?」

　セシリアが顔を覗のぞき込んだ瞬間、オスカーは顔面を摑つかんで押し戻もどした。

「今顔を近づけるんじゃない！　びっくりしただろうが！　びっくりしただろうがっ!!」

「心配しただけなのにー」

「俺にはセシリアが居るんだ！」

「オスカーの側そばには居ないけど？」

「そういう話をしてるんじゃない！」

「俺だってそういう話をしてるわけじゃないんだけど」

　最近、オスカーの様子が少しおかしい。

　普ふ段だんは普通なのだが、セシリアが顔を近づけたり、身体からだの一部に触ふれたりすると、今のような過か剰じような反応を示すのだ。

　せっかく仲良くなってきたのに距きよ離りを取られるのは、セシリアとしても少しさびしいものがあった。

　リーンはスケッチを一枚描かき上げると、ページをめくった。

「次はオスカー様、ボタンを二、三個外してもらえますか!?」

「は？　まだ描くのか？」

「当たり前ですわ！　こんなチャンスめったにありませんもの！　セシル様はそこに手を這はわせて！」

「えぇ!?」

「指先だけをシャツの中に入れる感じで！　……ストップ！　良い感じですわ。そのまま」

　そうしてリーンはまたスケッチブックに視線を落とした。自由な女の子である。

　正直、オスカーとこんなポーズを取るのは恥はずかしくて仕方がなかったが、ギルバートのことを思えば頑がん張ばれた。

「それでは今度は──」

「あの、リーン」

　セシリアは振ふり返る。さすがにこれ以上は恥ずかしいからやめてほしいと口を開きかけたその時だ。リーンの奥にこちらを見つめる人ひと影かげがあることに気がついた。

「あ、ギル……」

　そこにいたのはギルバートだった。

　彼は何も発することなくずんずんと三人のところまで歩いてくる。そして、セシリアの手首を取った。

「ちょっ!?」

　そのまま何も言わずに彼女をどこかに連れて行こうとする。これにはオスカーも声を上げた。

「おい、ギルバート！」

「殿でん下か、今は黙だまっていてください。俺は機き嫌げんが悪いんです」

　振り返ることなくそう言う。

　セシリアはギルバートに引きずられるように、その場をあとにした。




　連れてこられたのはいつもの温室だった。そこにはやはり二人以外の姿はない。終始無言を貫つらぬいているギルバートにセシリアは恐おそる恐る声をかけた。

「あのー……ギル？」

「なにさっきの？」

「さっきのって……」

　彼の言う『さっきの』というのはオスカーと身体を密着させていた時のことだろう。

　責めるような声こわ色いろにセシリアは身を小さくさせた。

（リーンにギルのこと頼たのんでるのは伏ふせた方が良いわよね……）

「えっと、さっきのはリーンに小説の挿さし絵にするから手伝ってって言われて……」

　そこで初めてギルバートはセシリアの方を向いた。その顔は想像していたよりも表情がない。

「手伝って？　手伝ってって言われたら、姉さんはああいうことも平気でするわけ？」

「い、いやぁ……」

　さすがに普通に頼まれただけならしない。しかし、今回はギルバートのことがあったから、セシリアもリーンに従ったのだ。そして今それをギルバートに責められている。

「よく、あんな格好できるよね。姉さんには羞しゆう恥ちって感情はないの？　公こう爵しやく家の令れい嬢じようがあんなことを平気でしてるって知られたらどうなるかわかってるの？」

「それは……でも、今はセシルだし！」

「セシルの姿だったら何やっても良いって勘かん違ちがいしてない？」

　鋭するどい指し摘てきに身体が跳はねる。それを思ったことがないと言ったら噓うそになる。

「セシルの姿でも、姉さんは女性で、殿下は男性なんだよ？　節度ってものがあるでしょ」

「でも……」

「じゃあさ」

　急にギルバートは距離を詰つめてくる。手首を摑んでいた手が今度は腰こしに回されていた。逃にげられない状態にセシリアは固まってしまう。

「俺がさっきの姉さんみたいにしてもいいわけ？」

　腰を摑んでいるのと反対の手で唇くちびるを撫なでられた。

「ちょ、え……？」

　セシリアは反射的にギルバートの胸を押し返そうとするが、びくともしない。

　だんだん近づいてくる彼の顔にセシリアは為なす術すべもなかった。ギルバートの顔が視界いっぱいに広がる。

（これちょっと、え？　キスするみたいな……えぇ!?）

「ゃ……」

　セシリアはぎゅっと目をつぶり、身を固くさせた。

　次の瞬しゆん間かん、何も唇に触れることなく、ため息だけが落ちてくる。

「……わかったでしょ。今後は気をつけて」

　そう言って、ギルバートはセシリアを解放した。そのままセシリアに背を向ける。

「ギル！」

「それじゃ」

　セシリアの必死な呼びかけにも、ギルバートは振り返らず、そのまま温室から去って行った。




（やってしまった……）

　ギルバートは寮りようの部屋で一人項うな垂だれていた。

　指先に触れた唇の感かん触しよくを思い出し、顔が熱くなる。

（頭に血が上ったとはいえ、アレはやり過ぎた……）

　セシリアが自分からギルバートのことを意識してくれるまでこういうことは絶対にしないでおこうと決めていたのに、あまりにもあっけなくその境界線を越こえた二人を目もく撃げきして歯止めがきかなくなってしまった。

　あの時、セシリアが嫌いやがるそぶりを見せなければ、きっと二人の唇は重なっていた。

「嫌がられたんだよな……」

　その事実が深く胸に刺ささった。セシリアはよく考えないままに目をつぶっただけだとは思うが、ギルバートにとってアレは拒きよ絶ぜつだった。

　ギルバートは手の甲こうで目元を覆おおいながら「あーぁ……」となさけない声を漏もらした。
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　翌日、セシリアは苔こけになっていた。

　寮から学院へ続く道に置いてあるベンチで、彼女は呆ぼう然ぜんとうつむき、固まっている。

　通り過ぎる生徒は、皆みなセシリアの異変に気づきながらも、話しかけづらい雰ふん囲い気きに、見て見ぬふりをするだけだった。

　彼女が苔になっていた理由。それはやはりギルバートにあった。

　セシリアは、今日いつもより早く登校の準備を終わらせていた。毎朝、迎むかえに来てくれるギルバートにしっかり謝るためである。

　彼はいつも早めにセシリアを迎えに来てくれていた。いつもは彼女の準備が整わず結構な時間待たせてしまうのだが、今日はその時間を謝罪に充あてようとセシリアは意気込んでいたのだ。

　なのにいつもの時間になっても、それから何十分たとうとギルバートは現れない。業ごうを煮にやしたセシリアがギルバートの部屋に赴おもむくと、彼はもう登校したあとだった。

　つまり、セシリアはギルバートにおいて行かれたという形になる。

（今までこんなことなかったのに……）

　十二年も姉弟きようだいをしているのだ。喧けん嘩かぐらいはしたことがある。しかし、いつも翌日には仲直りをしていた。日をまたぐ喧嘩など、初めてのことである。

「そんなところで何をしてるんだ？」

　落ちてきた声に顔を上げれば、オスカーがいた。彼は呆あきれ顔のまま彼女を見下ろしている。

　セシリアはオスカーの顔を見ながら顔をゆがませた。

「ギルに……」

「ん？」

「ギルに嫌きらわれちゃったぁ」

　わっと泣いた。オスカーはおろおろと視線をさまよわせ、とりあえず、といった感じで隣となりに腰こし掛かける。木が撓たわむ感覚にセシリアは洟はなをすすりながら隣を見た。

「とりあえず、泣き止やめ」

　ぶっきらぼうに差し出してきたハンカチを受け取り、洟をすすった。

「どうしよう。完全に嫌われちゃった」

「……昨日のことでか？」

「それもあると思うんだけど、俺がいろいろと不ふ甲が斐いなかったから、怒おこってるんだと思う」

　ギルバートの『セシルの姿だったら……』という台詞せりふが頭の中を回っていた。

　セシルの姿だったら何をやっても良いとまでは思ってはいない。けれど、セシルの姿でいることに自由を感じてはいた。上位貴族の令嬢というのは、その肩かた書がきだけで人の何倍も不自由が多い。常に何をするにもきちんとしていなくてはならないからだ。

　きっとギルバートは彼女のそんな心を見み透すかしたのだろう。

「まぁ、俺も友人が多い方ではないし、こういうことに詳くわしいわけではないんだが……」

　オスカーは迷うような声を出す。

「怒らせてしまったのなら、謝れば良いんじゃないか？　何かしてしまったと思うのなら、誠心誠意頭を下げれば良い」

　セシリアはオスカーを見上げた。こういうアドバイスをすること自体に慣れていないのだろう、彼はいつも以上に困ったような顔つきになっていた。

「俺にも原因があることだし、俺から謝っても良いんだが、この場合は逆効果だろう？」

「そう、だね」

　ギルバートはセシリアに怒っているのだ。オスカーが頭を下げてもしかたがない。それどころか、人に謝らせるだなんて……、と軽けい蔑べつの目で見られるかもしれなかった。

「どうやって謝ったら良いと思う？」

「……そうだな。とりあえず、好きそうなものでも手て土産みやげに持って行けば良いんじゃないか？」

「好きそうなもの……？」

　ギルバートは何に対しても執しゆう着ちやくがない男だ。食べ物に対しても好き嫌いはあるけれど、嫌いなものが食べられないわけでもないし、好きなものが食べられない状態でも特に困らない。それは、物でも人間関係でもそうだった。

「ギルって何が好きなんだろ……」

「何かないのか？　幼少から大切にしているものとか、好物とか」

「えっと……あっ！」

　セシリアは顔を跳ね上げた。一つだけ思いついたのだ。ギルバートが昔から大切にしているもので、今でも保管しているもの。

「オスカー！　この辺のこと詳しい!?」

「すごく詳しいってわけでもないが……」

「知ってたら教えてほしいことがあるんだけど！」
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「はぁ」

　昼、ギルバートは中庭に置いてある椅い子すに腰掛けていた。目の前には円えん卓たくと広げられたレポート用紙。昼食を食べる気にもならないので、前の時間に渡わたされた課題を黙もく々もくとやっていた。

　彼を悩なやませていたのは、昨日のセシリアとのやりとりだった。顔を合わせるのが気まずかったので、今朝は迎えに行かず一人で登校してきたのだが、それすらも悩みの種になっていた。

（姉さん、傷ついただろうな）

　顔を合わせづらかったとはいえ、あんな風に置いていくようなまねをしてしまい、申し訳なさが募つのった。

　そんな想おもいをかき消すようにギルバートは黙々とペンを走らせる。

「ギルバート様、何かお悩みですか？」

　課題がほぼほぼ終わりかけた頃ころ、そう声がかかった。

　ギルバートは顔を上げる。そこにいたのは、リーンだった。

「何かご用ですか？」

　いつになくつっけんどんな態度が出てしまう。

　爵しやく位い的にはギルバートの方が上だが、基本的に彼は誰だれに対しても敬語で接していた。砕くだけた言葉を使うのは、この学院でセシリアだけである。

「何をしているのかなぁと思いまして、声をかけてしまいました」

「そうですか。見ての通り、忙いそがしくしています」

　暗に『帰れ』と言い含ふくめて、ギルバートは笑った。

　しかし、それに負けないぐらいの良い笑え顔がおでリーンも応こたえる。

「それでは終わるまで待ちますので、少しお話ししませんか？　前々からギルバート様に興味があったのです。いろいろお聞かせ願えれば嬉うれしいのですが……」

「興味？　冗じよう談だんを……」

　ギルバートは鼻で笑う。リーンが自分に対して興味を持っているわけがない。そんなものは今までの行動からわかることだった。

　ギルバートは課題を終わらせると、筆記用具とレポート用紙をまとめた。

「どうせセシルに頼たのまれたんでしょう？　俺のことを構ってやれって。俺は平気ですので、放ほうっておいてください」

「あら。何もかもお見通しなのですね」

　あっけらかんと白状して、リーンは肩かたを揺ゆらして笑う。

　ギルバートはそんな彼女を目の端はしにとらえたまま、手だけを動かしていた。

「セシルがいくら馬ば鹿かで阿あ呆ほうでも、自分からああいう手伝いをするとは言い出さない。するなら、交こう換かん条件を出された時です。セシルはあなたに協力する代わりに、俺をよろしくとでも言ったんでしょう？　セシルは俺が貴女あなたを好きだと思っているようですから……」

「勘かん違ちがいしてほしくはないのですが、先に交換条件を出してきたのはセシル様ですよ」

「……わかってますよ。それぐらい」

　鼻筋がくぼむ。リーンとのやりとりにギルバートは苛いら々いらした。

　セシリアは常々『リーンが思ったように動かない！』と嘆なげいているけれど、これは確かに誰かの思うとおりに動くたまではない。どちらかといえば、人を思ったように動かす側の人間だ。

「あんな姿を見せられて、不快でしたか？」

「貴女には関係ないことでしょう？」

　気持ちを見透かしたような台詞も気に入らなかった。

「セシル様って、とってもお馬鹿で阿呆ですわよね」

　今まで流してきたギルバートだったが、その台詞にはカチンときた。自分がセシリアのことをどうこう言うのはいいが、他人に言われると腹が立つ。

　ギルバートは無言のまま彼女を睨にらみ付けた。

　しかし、リーンは穏おだやかな笑みを浮うかべたまま少しも怯ひるまない。

「ですから、『気づいてもらおう』とか『意識してもらおう』というのはおこがましいのではないですか？　告げられてもいない感情に気づけるほど、今の彼に余よ裕ゆうはないでしょう」

「……何が言いたいんですか？」

「謝るなら早いほうが良いと言っただけですよ」

「……」

「そして、私にもっと面おも白しろい物語を見せてくださいませ」

　彼女はそれだけ言うと、腰こしを折って淑しゆく女じよの礼をする。そうして、踵きびすを返した。

「あ、そうそう。一つ聞いておくのを忘れておりました」

　リーンは可か憐れんに振ふり返る。

「セシル様、今日一度も授業に出てきておりませんの。ギルバート様は何か知りませんか？」

「は？」

「……ご無事だと良いですよね。世の中、いろいろと物ぶつ騒そうですから」

　彼女は言いたいことだけ言って、去って行った。

　リーンの台詞はじわじわとギルバートを足元から侵しん食しよくしていく。

「授業に出てない？　あの姉さんが？　……まさか！」

　セシリアは基本的に真ま面じ目めな人間だ。

　何もないのに無断で授業を休むだなんて、考えにくい。何かほかに重要なことがあったか、授業に出られないほどの事情ができたか。考えるならば、そのどちらかしかなかった。

　その時、頭を掠かすめたのはキラーのことだった。

　神み子こ候補を狙ねらう謎なぞの殺人犯、キラー。もし、そのキラーにセシリアが襲おそわれたのだとしたら……。そう考え始めたら、居ても立っても居られなくなる。

（とりあえず、寮りようの部屋に行ってみよう）

　ギルバートは立ち上がった。

　その表情は冷静だが、額にはじわりと汗あせが浮き上がっている。

「もしかしたら、今日は体調が悪くて休んでいるだけなのかもしれないし……」

　安心させるために、自分にそう言い聞かせる。

　こういう時ほど焦あせってはいけないのに、嫌いやな想像ばかりが頭を駆かけ巡めぐっていた。

（ゲームの中のセシリア姉さんは胸にナイフが刺ささった状態で発見されたり、川に浮いてたり、山で首を吊つっていたりするって……）

　すべて今の姉の姿で脳内再現された。嫌な想像に呼吸も荒あらくなる。

　中庭を出て、廊ろう下かを曲がり、校舎から出ようとしたところで、ギルバートは今日一番会いたくなかった人物と鉢はち合あわせをした。

「ギルバート。そこにいたか」

「殿でん下か……」

　ついつい唸うなるような声を出してしまう。オスカーはギルバートのそんな態度に一いつ瞬しゆんだけ目を眇すがめたが、瞬まばたき一つで元の柔にゆう和わな表情に戻もどった。

　ギルバートはオスカーの脇わきを通って寮に急ごうとする。

「おい、無視をするな」

　オスカーは去って行こうとするギルバートを、腕うでを摑つかむことで止めた。その手をはねのける。

「今、急いでるんです！」

　今までこんな風に乱暴な物言いや態度を、彼に取ることはなかった。

　自分は将来一臣下として彼に仕えるのだから、関係は良好にしておこう。

　そんな打算と損得勘かん定じようのフィルターを通して彼に接していたからだ。しかし、今の彼にそんな余裕はなかった。

　オスカーは気分を害した風もなく、一つため息をついただけだった。

「お前がそんな感情的な奴だとは知らなかったな」

「そうですか？　俺は元々こういう男ですよ。失礼します」

「だから、ちょっと待て！」

「そこをどいてください！」

　道を塞ふさがれて、つい怒ど鳴なってしまう。周りに人がいないことだけが幸いだった。王太子と公こう爵しやく家子息のトラブルなんて噂うわさ好きの貴族の格好の的だ。

「話を聞け、セシルのことだ」

　その言葉にギルバートはピタリと動きを止めた。

「セシルは今保健室にいる。それだけ伝えようと……」

「もしかして、怪け我がでもしたんですか!?」

　被かぶせるように声を張ってしまう。やはり、キラーに襲われたのだと心臓が早はや鐘がねを鳴らした。

「まぁ、そうだが……」

　返事を聞くやいなや、ギルバートは進む方向を変えた。足は自然に駆け足になっている。

　後ろでオスカーが止めるような声を出していたが、今度こそ無視をした。

　保健室の扉とびらが見えて、ギルバートは更さらに加速する。そして、中に誰だれがいるのかも確かく認にんせず、扉を開けると同時に声を上げた。

「姉さん！」

　そこにはセシリアが一人だけでいた。背を向けて丸椅い子すに腰こし掛かけている。

　頰ほおには白いガーゼが張られており、足首には包帯が巻かれていた。

「あ、ギル！」

　セシリアも振り返り、嬉しそうに顔をほころばせた。その元気な姿を見て、ギルバートは壁かべに寄り掛かかる。片手で隠かくしてはいるが、顔には安あん堵どの表情が浮かんでいた。

「良かった……」

「どうしたの？」

「いや。リーンから、今日姉さんが授業に出てないって聞いて。もしかして、キラーとかいうのに何かされたんじゃないかって心配になって……」

「……ギル」

　めったにない本気で心配する義弟おとうとの表情に、セシリアは申し訳なさそうな顔をした。

「襲われたわけじゃないんだよね？」

「うん。これは私が一人でドジっちゃっただけで……」

「ドジったって、何をしたのさ？」

「へへへ。山の斜しや面めんを転がり落ちまして」

「はぁ？」

　よく見れば制服の至る所に土がついているし、カツラの上にも葉が載のっていた。

「でもさ、そのおかげで見つけたよ！　これ」

　セシリアは嬉うれしそうに床ゆかに置いていた竜りん胆どうの鉢はち植うえを掲かかげた。

　その瞬しゆん間かん、ギルバートの中で何かがつながった。

「まさか、姉さん。それを取りに!?」

「うん。ギルってば他ほかのものには執しゆう着ちやくしないのに、昔渡わたした竜胆だけは、押し花にまでしてずっと大事に取っていてくれたから。竜胆好きなのかなぁって！」

　幼い頃ころもらったそのままの姿で、竜胆は鉢植えの中で笑っていた。

「今回は根から全部採ってきたんだよ！　これなら長く観賞できるでしょ!?」

「それで授業休んでこんな姿になってるの？　……ほんと、馬ば鹿かでしょ」

　そう言いながらもギルバートの口元には笑えみが滲にじんでいた。相反するように眉み間けんには皺しわが寄っていたけれど、今は嬉しさの方が勝まさっていた。

　竜胆より何より、あんなに昔のことを彼女がずっと覚えていてくれたことが嬉しかった。

　セシリアは鉢をギルバートに渡すと、深々と頭を下げた。

「ギル、ごめんね。確かに私、セシルの姿なら何しても良いって考えてたかも。浅はかだったよね。ギルが怒おこるのも無理ないよ」

「それは……」

「それに、オスカーばっかり構うんじゃなくて、ギルも構えば良かったね！　さびしかったよね！」

　急に子供扱あつかいが始まって、ギルバートは半眼になった。やはり自分はどこまで行っても彼女の義弟なのだと実感させられる。しかし、落ち込みかけた次の瞬間、ギルバートの思考はピタリと止まった。

　セシリアが抱だきしめてきたのだ。昔のように背中を撫なでて、彼女は優やさしい声を出す。

「ごめんね、ギル。不ふ甲が斐いないお姉ちゃんでごめんね」

　その時、先ほどのリーンの言葉が耳じ朶だに蘇よみがえった。

『ですから、「気づいてもらおう」とか「意識してもらおう」というのはおこがましいのではないですか？　告げられてもいない感情に気づけるほど、今の彼に余よ裕ゆうはないでしょう』

　ギルバートはセシリアの背に手を回す。ぎゅっと身体からだを引き寄せれば、彼女はやっぱり姉の顔で微笑ほほえんだ。

「俺さ。……姉さんのことが好きなんだ」

　口をついて出た言葉は思った以上に硬かたかった。けれど、一度吐と露ろした想おもいは、まるでひび割れたカップに注がれた紅茶のようにとどまるところを知らない。

「だから、殿下と一いつ緒しよにいるのが許せなくって、腹が立って、ああいうことを言ったんだ。俺以外の男に姉さんが触ふれてるのを見るのが嫌だったんだ」

「ギル？」

「好きだよ。本当に好きだ」

　セシリアはしばらく固まったままギルバートを見上げていたが、やがて氷が溶とけるように優しい笑みを浮うかべる。そして、ぎゅっとギルバートに抱だきついた。

「ギル、私もギルのことだーいすきだよ！　本当に大好き。一番大切！」

　それは男としてではなく、義弟に向けられた言葉だった。

　しかし、なぜか虚むなしくはならなかった。

（……今はそれでいいか）

　もうこうなったら、彼女が気づくまで積極的に攻せめていくだけである。手を出さないことも想いを告げないことも、己おのれに課した約束はもうすべて己自身で破ってしまった。もう何もためらう必要もない。一も百も、結局は一緒だ。

　でも最後にこれだけは聞いておきたかった。

「姉さん、俺と殿下、どっちが好き？」

「オスカーとギル？」

　セシリアは目を瞬しばたたかせる。

「そんなの、当然ギルに決まってるでしょう！」

[image: ]

　迷うことなくそう言い切った。胸のつかえがすぅっと引いていく。

「ねぇ、姉さん。好きだよ」

「うん。私もギルのこと大好きだよ！　一番好き！」

　それは恋れん愛あい対象としての言葉ではないことはわかっていた。彼女の向けている感情は、義弟ギルバートに対してのものである。

　でも、それでもいいと思った。少なくとも、今彼女の中で自分は一番だ。

　あとは追い追い籠ろう絡らくしていけば良いだけの話である。

「治ち療りようが終わったのなら帰ろっか。教室まで送るよ」

「うん。あ、ちょっと待って！」

　セシリアはバタバタと準備を始める。

（あんないけ好かない王子様なんかに取られてたまるか）

　ギルバートは心の中で、そう毒づいた。




「まぁ！　ラブラブですわねー！」

　リーンは扉の隙すき間まからギルバートとセシルの姿を見守っていた。指で四角を作り、二人を収める。

「創作意欲がわいてきましたわ！」

　興奮したようにそう言って、身体を弾はずませた。

　リーンはセシルがオスカーの手によって保健室に連れてこられたことを知っていた。たまたま二人で保健室に入っていくのを見かけたのだ。だから、彼女はギルバートをたきつけた。どんなドラマを見せてくれるのかと期待していたが、正直結果は想像以上だった。

　そんな彼女に近寄る一人の影かげ。

「そんなところで何をしてるんだ？」

「あら、オスカー様。今ご到とう着ちやくですか？　良いシーンを見み逃のがしましたわね」

　はじけるような笑みを浮かべるリーンの手元にはスケッチブック。

　オスカーはそれを一いち瞥べつすると、呆あきれたように「またアレを作るのか？」と吐はき出した。

「はい！　今回は自信作になりそうです！　ジェイドにも協力してもらわないと！」

「……ほどほどにな」

「えぇ！」

　元気いっぱい、意い気き揚よう々ようと、彼女はそう返事をする。

　それからしばらくして、ギルバートとセシルのような二人がむつみ合う小説が図書館に増えたとかなんとか……。
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「俺考えたんだ。もしかしたらこの世界は俺の知ってるゲームの世界じゃないんじゃないかって……」

「そんなこと言ってる暇ひまがあったら、手を動かしたら？」

　五月も終わりにさしかかったある日の放課後、無事仲直りしたギルバートとセシリアは二人仲良く食堂の円えん卓たくで向き合っていた。互たがいの手元には参考書とノートが置かれている。

　そう、二人は試験勉強の真っ最中だった。

「ちょっと!!　ギル、真ま面じ目めに聞いてってば!!」

「そっちこそ、真面目に勉強してよ。一つ下の俺に教えてもらわないと進まないって終わってるからね」

「わかってるよ……」

　セシリアはむぅっと頰ほおを膨ふくらませた。男言葉なのは、場所が食堂だからだ。

　こうして試験勉強に勤いそしんでいるが、別にセシリアは頭が悪い方ではない。思考回路は残念な方向に動きがちだが、地頭はそれなりに良いのだ。学院でも常に上位をキープしている。

　それならばなぜ、いま必死こいて勉強をしているかというと、問題はヴルーヘル学院の制度にあった。ヴルーヘル学院はより良質な紳しん士し淑しゆく女じよを育て上げるために設立された貴族のための学院で、もちろん求められる学力もそれなりに高い。そういった点から、前回のテストよりも順位が五つ以上下がった生徒には強制的に親に連れん絡らくがいくようになっていた。場合によっては家庭訪問などもあり得てしまう。

　セシリアが男装して学院に通っていることは学院の中でも上の者しか知らず、担任は男子生徒としてセシリアに接している。つまり、もし家庭訪問なんかになった暁あかつきには両親に男装して学院に通っているのがバレてしまうということだった。

　いかに娘むすめに甘い両親だろうと、さすがに男装姿で学院に通うことは許さないだろう。

　ちなみに、ギルバートは特に勉強をしているそぶりもないのに、学年で一位から三位までの間を常にうろうろしている。

「……で、さっきの話の続きは？」

「聞いてくれるの？」

「聞かないとあとでうるさいでしょ」

　やはり、義弟おとうとは優しい。セシリアは近くに誰だれもいないかを確かく認にんしてから、声を潜ひそめた。

「ちょっと、私の知ってるゲームの世界から外れすぎてるんだと思うんだよね。ギルの性格が違ちがうのはわかるんだけど、オスカーもジェイドも私が知ってる二人とちょっと違うし、キラーも現れないし。……一番違うのはリーンなのよね。私の知ってるリーンはあんなアグレッシブに動く子じゃなかった」

　いつも天使のような微笑ほほえみを浮かべていて。可か憐れんで、儚はかなげで、守ってあげたくなる女の子。

　それがリーン・ラザロアだ。

　しかし、今のリーンは暴走トラックのような印象を受ける。したたかで、周りを巻き込んで、我が道を行く女の子、といった感じだ。

「でも、誰かとくっつけないといけないのは変わらないんでしょ？　今のところ、誰だったら可能性があるわけ？」

「えっとね」

　セシリアはノートにつらつらと攻こう略りやく対象者の名前を書いていく。オスカー、ギルバート、ジェイド、保健医のモードレッド、オスカーの友人ダンテ、双ふた子ごのアインとツヴァイ。

「この中だったら、オスカーが一番有力じゃないかなぁ。本人にやる気があるわけだし……」

「うん。殿でん下かは無理だと思う」

「へ？」

「敵に塩を送るわけじゃないけど、無む駄だ足あしは踏ふみたくないから言っておくね。殿下は無理」

　ぴしゃりと断言されて、セシリアは目を白黒させた。

「なんで!?」

「無理なものは無理。俺だって殿下が目移りしてくれないかなぁとは思うけどね」

「俺の話をしているのか？」

　声がした方向に顔を向ければ、そこにはオスカーがいた。

　そして、彼の隣となりには見慣れない影がある。アレは──

（ダンテ!?）

　ダンテ・ハンプトン。攻略対象である。緑と青を足したような明るい奇き抜ばつな髪かみの毛に、軽けい薄はくそうな笑えみ。首にはチョーカー、制服は着き崩くずしていて、どこからどう見ても真面目な生徒には見えない。

「何をしてるんだ？」

「見たらわかるじゃないですか。勉強ですよ。そろそろ中間試験があるので、その対策です」

　オスカーの問いかけに、ギルバートはぞんざいな態度でそう返す。以前ならば、多少面めん倒どうでも顔に笑みを貼はり付けていたのに、今ではセシリアに対するような仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　普ふ通つうの人ならば逆かもしれないが、それはオスカーに対するギルバートの心の壁かべが崩くずれてきたということだった。

　しかし、それに反応したのはオスカーではなく、ダンテだった。

「なぁ、オスカー。俺たちも一いつ緒しよにしようぜ」

「ん？」

「は？」

　明らかに嫌いやそうな声を出してギルバートはダンテを見た。しかし、ダンテは止まらない。

「俺たちも今から勉強しようかって話をしてたんだよな？」

「まぁ、そうだが」

「だから、一緒にどうかな？　噂うわさの王子様」

　最後の問いかけはセシリアに向かってのものだった。

「えっと……うん。じゃあ、一緒にしようか」

「やったね！」

　正直、これ以上攻略対象にかかわりたくはなかったが、ここで断るのもおかしな話のような気がして、セシリアは頷うなずいた。すると、ダンテは隣の円卓を二人の円卓にぴったりと横付けした。そして、セシリアの隣に腰こし掛かけてくる。

　仕方ない、といった感じで、オスカーはギルバートの隣に腰掛けた。

「こうして見ると、本当に噂通りの美形だねー」

　円卓に参考書とノートを出しながら、ダンテはまじまじとセシリアを眺ながめた。

　奇き異いの視線を向けられたセシリアは曖あい昧まいに頷く。

「はぁ」

「どうりで次期宰さい相しようと次期国王が手玉に取られるわけだよ！」

　その瞬しゆん間かん、ギルバートとオスカーが盛大に咳せき込み始める。二人とも同じように目の端はしを赤らめていた。ダンテはセシリアに身を寄せる。

「でもさ……」

　じっくりと上から下まで舐なめるように見られる。品定めするような粘ねばっこい視線に、セシリアは居い心ごこ地ちが悪そうに身をよじった。

「どうして君みたいな綺き麗れいな女の子が、男の格好なんかして学院に通ってるの？」

　その台詞せりふにセシリアの体温は一気に下がった。

「女？」

　ダンテの発言に、一番に反応したのはオスカーだった。彼はセシリアに視線を移す。

　観察するようなその視線に、セシリアは狼狽うろたえた。

「えぇっと……」

「何言って──」

「何言ってるんだ？　コイツは女顔なだけで、れっきとした男だぞ」

　ギルバートがフォローを入れる前に、オスカーがそう返した。その返しが意外だったのか、ダンテは目を見開く。

「え？　でもどこからどう見たって……」

「確かに、女顔だがな。ただ、コイツも結構気にしてるんだから、あんまり言ってやるな」

　ダンテはオスカーとセシリアを交こう互ごに見る。そして、表情の固まったギルバートにも視線を移し「ふーん」と呟つぶやいた。

「……なるほどね」

　その頷きに戦せん慄りつが走る。

　しかし、ダンテはそれ以上セシリアを追つい及きゆうすることなく、目の前のノートを開いた。

「ま、オスカーがそう言うんなら、そうなんだろうな！　ごめんね、セシル。勘かん違ちがいしていたみたい。気に障さわった？」

「……ううん。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　青い顔でそれだけ返した。

　それから四人は勉強を始めたが、セシリアとギルバートの表情は強こわばったままだった。




「絶対バレた!!　ダンテに絶対バレた!!」

「まぁ、あの反応は確実だよね」

　その日の夜、二人は急きゆう遽きよ寮りようの談話室で作戦会議をしていた。

　本当ならば人目もあるのでセシリアかギルバートの部屋で作戦会議をしたかったのだが、ギルバートがどうしても嫌だと言うので、人が少ない談話室に来たのだった。

　ギルバート曰いわく『できれば姉さんとベッドがあるようなところで二人っきりになりたくない』らしい。

　我が慢まんができないお年とし頃ごろなのだとも言っていたが、全くもってセシリアには意味がわからなかった。きっと思春期特有の何かなのだろうと勝手に理解をしている。

　談話室に人はいなかった。中間試験間近のこの時期に、のんびりと話し込んでいるような余よ裕ゆうのある生徒はあまりいないらしい。セシリアは暗い顔で呟く。

「どうにかして、口くち封ふうじをしないと……」

「物ぶつ騒そうな思考回路だね」

「リーンの恋れん愛あいもどうにかしないといけないのに、どうしてこうも問題が次々と起こるかなぁ」

「テストもやばいしね」

「ああぁー!!」

　ギルバートの突つっ込みにセシリアは頭を抱かかえた。問題は常に山積みである。

「そういえば、ダンテも騎き士しだから攻略対象なんだよね？　ダンテとリーンはどうなの？　良い感じじゃないの？」

「うーん。ダンテかぁ」

　セシリアは珍めずらしく渋しぶるような声を出した。

「何か問題でもあるの？　リーンがルート進めてないとか？」

「そういうわけじゃないし、むしろ仲良くしてる感じではあるんだけど……」

「けど？」

「ダンテは……ちょっと難易度が高くてね」

　ダンテはハンプトン家の三男を名乗っているが、実はその身分は噓うそであり、本当の彼は隣りん国ごくからオスカーに差し向けられた暗殺者だった。

　しかし、現在のダンテは純じゆん粋すいにオスカーの友人として側そばにいることを選んでいた。暗殺者としての責務より、オスカーとの友情を取った結果だ。なので彼のルートは基本的に、オスカーとの友情を取るか、故郷での使命を取るか揺ゆれ動く葛かつ藤とうが描えがかれる。

　リーンはとあるイベントからダンテがオスカーを殺しに来た暗殺者だと知り、彼に命を狙ねらわれることになる。しかし、ダンテはリーンを殺せない。殺すチャンスはいくらでも回ってくるのに、いつも途と中ちゆうでやめてしまうのだ。どうして殺せないのか、自問自答をする日々を送るダンテ。そして彼は一つの結論にたどり着くのだ。

　自分はリーンのことが好きなのだと。

　そこから彼は暗殺稼か業ぎようから完全に足を洗うと決めるのだが……

「ってルートなんだけど……」

「よし。一回お説教しようか」

「なんで!?」

　マジでキレる五秒前の義弟おとうとを前に、セシリアはひっくり返った声を上げた。

「なんでって、当たり前でしょ！　なんでそんな危険人物放置してるの！　他ほかの人に言えないのはわかるけど、せめて俺には教えといてよ!!」

「いや、だって。ダンテルートに進まないとそんな話一いつ切さいないし。ギルに言って、万が一ダンテが捕つかまっても可か哀わい想そうじゃない？」

「可哀想じゃない！」

　ぴしゃりとそう言われ、セシリアは首をすくめた。

「ま、いろいろ思うところはあるけど、それはわかった。とりあえず理解した。で、なんで難易度が高いって話になるの？」

「えっと、ダンテルートは結構選せん択たく肢しがシビアで、普ふ通つうなら選択肢を間ま違ちがえたら好感度が下がるだけなんだけど、ダンテのルートでは死ぬんだよね」

「は？」

「いや、だから、ダンテに殺されて死んじゃうんだよね。リーンが」

「……」

「で、リーンが死ぬと、大体犯人がセシリアってことになって、セシリアも死ぬ。投とう獄ごく先で死んだり、処しよ刑けいされたり……」

　ギルバートは両手で顔を覆おおった。長いため息がひたすらに怖こわい。

「なんでそのゲーム、そんな生きるか死ぬかなの？」

「最近の乙おと女めゲームは、結構生きるか死ぬかって話多いよ？」

「……知らないよ」

　ギルは顔を上げる。表情はげんなりとしているが、なんとか彼の中で状じよう況きようの整理ができたようだった。セシリアはいつの間にか寄っていた眉み間けんの皺しわを揉もむ。

「だから、リーンにはできるだけダンテルートに進んでほしくないんだよね。選択肢間違えたら、私も一いつ緒しよに死んじゃうし……」

「そうだね。ダンテルートはなんとしても阻そ止ししよう」

　深く頷うなずく。

「分ぶん岐きとしては、リーンがダンテの秘密を知るかどうかになってくるんだけど……」

「そのきっかけは？」

「好感度がある程度高まってくると、ヒューイっていうダンテの弟分が転入してくるの。で、ヒューイがダンテに暗殺稼業に戻もどるよう詰つめ寄る場面をリーンがたまたま見ちゃうんだよね」

　リーンは木こ陰かげに身を隠かくしていたのでヒューイには気づかれないのだが、ダンテには気づかれてしまう。そして、それからダンテに脅おどされる生活が始まるのだ。

「つまり、そのヒューイって奴やつが転入してきたら危険信号ってこと？」

「うん。そういうこと」

　相変わらずギルバートは理解力がある。彼は難しそうな顔でこめかみを押さえた。

「女だってバレた件に関しても、何かしら対策を立てないといけないし。ちょっと頭が痛いね」

「……ごめんね？」

「姉さんが謝ることじゃないでしょ」

「うん。……でも、多分リーンはダンテに興味ないと思うよ。そんなそぶり今まで全然見せなかったし！」

　ギルバートを励はげますようにセシリアはそう言った。

　──しかし、




「転入してきた、ヒューイ・クランベルです。どうぞよろしくお願いします」




　翌日、セシリアのクラスにヒューイが転入してきたのである。
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　その日はセシリアの気分とは裏腹に快晴だった。

「どうしよう……」

　温室のガラス越ごしに空を見上げながらそう零こぼす。

　隣となりにはギルバートがいた。いつもの組み合わせである。

「リーンはダンテに興味なかったはずじゃないの？」

「そのはずだったんだけど……」

　リーンの様子は事細かにチェックしていたつもりだった。しかし、現実はゲームのようにルート分岐や好感度が目に見えない。ここ最近ギルバートと喧けん嘩かしていたり、テスト勉強をしていたりして、以前ほどチェックできていなかったのも確かだった。きっとその間にリーンはダンテと仲良くなったのだろう。

　ギルバートは思案顔で唇くちびるを撫なでた。

「ヒューイって奴は、とりあえず無害なわけ？」

「うん。ヒューイは暗殺者の見習いみたいな感じで、彼関連で物騒なイベントは起こらないはずだけど……」

　ヒューイ・クランベル。十六歳。本来ならばギルバートと同じ学年になるのだが、ダンテと話し合いをするために年ねん齢れいを偽いつわって二年に転入してきたダンテの弟分である。

　サブキャラとは思えない可愛かわいらしい容姿に有名な声優さんが付いたことから、ファンディスクでも攻こう略りやくできないのに人気があるキャラクターだった。

（そういえば、一華ちゃんもヒューイのことが好きだったなぁ……）

　セシリアは前世に思いを馳はせる。何でもかんでも腐くさらせようとする一華だったが、ヒューイだけは特別だった。

『ヒューイくんめっちゃ可愛い!!　めっちゃ!!　ひよの、私ショタっ気あったのかな!?　どうしようヒューイくん見てると、ドキドキする!!』

『めずらしいね。でも、一華ちゃんって夢っ気なかったよね？』

『なかった！　なかったはずなんだけど!!　もうあの可愛らしさにやられちゃったのかなぁ!!』

　心臓を押さえながら胸をときめかせていた彼女は実に可愛らしかった。それから彼女はダンテルートを経由して、ヒューイがかかわるイベントを何度も繰くり返しプレイしていた。

（なつかしいなぁ。今ここに一華ちゃんがいたら、『生ヒューイくん!!』って言いながら喜んだだろうなぁ）

「で、どうするの？　このままじゃ、リーンがダンテルートとやらに入っちゃうんでしょ？」

　ギルバートの言葉にセシリアは現実へと引き戻される。そうだ、感かん慨がいにふけっている暇ひまはない。

「……でも、どうすればいいのか……」

「このまま見守ってみる？」

「それはあまりにも危険というか……」

　ダンテルートは正直攻略サイトなしで進むのは無理だった。ひよのも両手の指の数では足りないほど、彼のルートでは失敗を繰り返していた。

　大体、選択肢の『頑がん張ばって』と『頑張ってね』で違ちがいがあるのがおかしいのだ。『頑張って』なら生き残れるが、『頑張ってね』だと死んでしまうだなんてエグすぎる。

　しかし、セシリアがいくら考えてもダンテルートを避さける良い案は浮うかばなかった。

　逡しゆん巡じゆんしていたギルバートは、ややあって顔を上げる。

「あのさ。ヒューイが来ても、リーンがダンテの正体に気づかなかったらルートには入らないんだよね？」

「うん。そうだけど」

「なら、止めたらどう？」

「止める？」

　意味がわからず、セシリアはオウムのようにギルバートの言葉を繰り返した。

「リーンにダンテとヒューイの言い争いを聞かせないようにしたら良いんだよ。そうすればリーンがダンテの秘密に気づくことはないし、狙ねらわれる理由もなくなる」

「そっか！　それならなんとかなるかも！」

　ギルバートの妙みよう案あんにセシリアは手を打った。




　放課後、ギルバートの提案で二人は中庭に待ち合わせた。イベントはヒューイが転入してきたその日の放課後、中庭で起こるとわかっていたからだ。

　しかし、ヴルーヘル学院の中庭は広い。なので、二人は南側と北側に手分けして見張ることにしたのである。リーンが来次し第だい、追い返す予定だ。

　セシリアは中庭の南側で木陰に身を隠した。

（ちゃんと、追い返さないと！）

　しかし、いくら待ってもリーンは来なかった。

（ギルバートの方でイベントが起こったのかな？）

　目をこらしてみても、ただでさえ広い上に木々に視界を遮さえぎられ、彼がいる方までは見えない。持ち場を離はなれるわけにもいかないので、セシリアはそこでじっとその時を待った。

（いい加減、遅おそいよね。ギルの方行ってみよう）

　しびれを切らし、立ち上がろうとしたその時だった。中庭の南側の出入り口からヒューイとダンテが現れる。セシリアは慌あわててしゃがみ込んだ。

（え!?　でもまだリーンが来てないのに！）

　ゲームではリーンが放課後木陰で本を読んでいる時にヒューイとダンテが現れる。

　セシリアは辺りを見回したが、どこにもリーンの姿は見当たらなかった。

　そうこうしているうちに二人は言い争いを始めてしまう。

（これってやばくない？）

　今出入り口に向かえば、確実に二人に見つかってしまうだろう。それは避けなくてはならない。

（これって、もしかしてリーンと同じ状じよう況きようなんじゃ……）

　木こ陰かげに隠かくれる人間は変わっているが、状況的にはそっくりそのままである。

　二人の舌ぜつ戦せんは続く。セシリアは更さらに身を小さくさせた。

「もう知らねぇ!!」

　交こう渉しようが物別れに終わり、ヒューイは踵きびすを返して中庭から出ていく。とりあえず、二人同時に見つかってしまう危機からは脱だつしたらしかった。肩かたの力を抜ぬけば、汗あせがどっと噴ふき出てくる。

（確かゲームではこのあと、隠れていたリーンをダンテが見つけて……）

　彼はリーンの隠れていた木陰を覗のぞき込み、妖あやしく笑うのだ。

「こんなところで何してるの？」

「そう、『こんなところで何してるの？』って──えぇ!!」

　上から覗き込んでいたダンテから慌てて距きよ離りを取る。ダンテの顔にはイベントで見たあの妖しい笑えみが張り付いていた。

「ダ、ダダダダンテ!?」

「盗ぬすみ聞きなんて悪い子だね」

（台詞せりふまで一いつ緒しよー！）

　リーンに向けるはずだった台詞をセシリアに向けて放つと、彼は下した唇くちびるをなぞった。

「もしかして……見ちゃった？」

「へ？　な、何も！　俺は何も見てないし!!　聞いてない!!」

「ふーん」

　顔がこわばり、声はうわずる。こんな態度では自分から見ていたと言っているようなものである。

（ゲームでは、リーンは好感度が上がってる状態だから殺されないけど……）

　自分はセシリアである。好感度どころか先日までダンテとまともに話したことがなかった。

（なんとか、しないと……）

　このまま殺されるわけにはいかない。今のダンテは暗殺自体をやめたわけではないのだ。人を殺すことに躊ちゆう躇ちよはないが、オスカーだけは殺したくないと思っている状態である。

　つまり、ダンテにとって邪じや魔まな存在だとわかった瞬しゆん間かん、彼は躊躇なくセシルを殺すということだった。

　セシリアは一か八かの賭かけに出ることにした。震ふるえる声を整える。

「……ダンテ、俺は全部知ってるよ」

「全部？」

「そう、ここで話していたことも。それ以上も。君が隣りん国ごくのジャニス王太子に言われてここに来ていることも、君の所属している暗殺組織がハイマートだということも……」

　見事に言い当てられ、ダンテの顔から表情が消える。その恐おそろしい顔にセシリアは震えた。しかし、ここで怯ひるんでは逆効果だ。

「俺は、君のもっときわどい情報も知っている」

「ふーん」

「でも俺は、それを誰だれにも言うつもりはない」

　ダンテは目を眇すがめた。セシリアの出方を見ているのだろう。

「だから、取り引きをしよう」

「取り引き？　お金でもせびるつもり？　そんなもの必要ないよ。今ここで君を殺せばいいだけの話だ」

　彼らしくない低い声に、唾だ液えきを飲み込んだ。

「ここまで知ってる俺が、ダンテについてなんの対策もしてないと思ってる？」

「対策？」

「俺は今、持てるすべての情報をある人物に預けている。俺が死んだらそれが公開される手はずになっているんだ。だから、俺に対する行動は気をつけた方が良い」

　ダンテは眉まゆを寄せたあと、しばらく考え込むようにこめかみを指で叩たたいた。

「……まったくのはったりってわけでもなさそうだね」

　実際、全くのはったりというわけではない。多少盛ってはいるが、自分が死んだら教えた情報をギルバートが全すべて公開するだろう。
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　諦あきらめたようにダンテは肩をすくめた。

「取り引きって何？　俺は君に何をすれば良いのかな？」

「えっと……」

（逃にがしてくれればそれでいいだけ……なんだけど……）

　そういうわけにもいかないだろう。今の彼はそれだけでは絶対に納なつ得とくしない。

　セシリアはキッと顔を上げた。

「ダンテは、私が女だって気づいてるでしょ？」

「うん」

　そこに迷いはなかった。やはりバレていたのだ。

　セシリアは凜りんとした声で告げる。

「私はとある事情で男としてここにいるの。だから、私が女だっていうことは黙だまっていて。その代わり、私も貴方あなたの秘密を守る」

「……それだけ？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような顔でダンテはセシリアを見る。

「それだけだけど。……もっとふっかけた方が良かった？」

「まさか」

　肩をすくめる彼はもういつものひょうきん者に戻もどっていた。

「気に入ったよ、セシル。今日から俺らは共犯者だ。よろしくね」

「う、うん」

（選せん択たく。間ま違ちがったかな……）

　そうは思いながらも、セシリアは差し出されたダンテの手を取るしかなかった。
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　それから数日後……

「ほら、ヒューイ様。あーん」

「ちょ、リーンやめろよ！　人前だろうが！」

「え？　では、食べないのですか？　頑がん張ばって作ったのに……」

「そんな悲しそうな顔をするなよ。……食べてやるから」

「本当ですか!?　はい、あーん！」




「なにあれ？」

「さぁ」

　食堂でラブラブな雰ふん囲い気きをまき散らしているのは、リーンと先日転入してきたばかりのヒューイだ。二人は相思相愛な空気の中、リーンの手作り弁当を二人でつついている。

　ギルバートとセシリアは小さな円えん卓たくを二人で囲みながら、そんな二人の様子をげんなりとした顔で眺ながめていた。

「結局、あのイベントってリーンが来なくて、ダンテルートに入らなかったんだよね？」

「うん、そう。誘ゆう拐かい事件まで行かなくて本当に良かったよ」

「誘拐事件？」

　またもや飛び出した物ぶつ騒そうな単語に、ギルバートは首を捻ひねった。

「あのままリーンがダンテルートに走ってたら、組織を抜けようとしたダンテへの報復にリーンが攫さらわれちゃうんだよ」

　リーンに好意を持っていると気づいたダンテはすぐさま暗殺組織を抜けようとする。しかし、組織が簡単に許すはずもなく、リーンはダンテへの報復と身の代しろ金きんのために連れ去られてしまうのだ。

「そうなった場合、好感度が高かったらダンテが迎むかえに来てくれるんだけど、その前の選せん択たく肢しで少しでも違ちがう受け答えをしてるとリーンが殺されるか、二人とも死んじゃう話になるんだよねー」

　ここは乙おと女めゲーム上級者でも一度はバッドエンドを迎えてしまうところだ。しかも、好感度もルート分ぶん岐きも見えないこの世界では難易度も跳はね上がる。

「そもそも、ダンテルートって制作者側が一回で攻こう略りやくさせる気がないのよねー。こちとら人生は一回きりだってのに！」

「ま、でも避さけられたなら良かったよ。ダンテに女だってバレた件もなんとかしないといけないから、そればっかりに構ってられないしね」

「あ、それは必要なくなったかも」

「え、なんで？」

「なんでって……」

　説明しようとして固まる。取り引きの件を口にすればギルバートが怒おこるのに気付いたからだ。義姉あね想おもいの義弟おとうとはセシリアが少しでも危険なまねをするのを嫌きらうのである。

「なんで？　まさか、何か……」

　義姉の態度を不ふ審しんに思い、ギルバートがそう口を開きかけた時だった。

「セシル！」

　跳ねるような声が聞こえてきた。次いで、背後からの衝しよう撃げき。思わず前のめりになったセシリアが後ろを向けば、そこには笑え顔がおのダンテがいた。さらにその後ろにはオスカーの姿もある。

「今お昼？　俺たちも一いつ緒しよに良い？」

「別に良いけど……」

「良かった！」

　いつぞやの時のように、ダンテは隣となりの円卓をギルバートとセシリアが囲むそれにくっつけ、彼女の隣に腰こし掛かけた。この間わずか五秒である。あまりの早はや業わざにギルバートもオスカーも口が挟はさめなかった。

「セシルはパスタにしたんだ。俺もそれ迷ったんだよねー」

「……そうなんだ」

　彼は不自然なまでに距きよ離りを詰つめてくる。セシリアは怪け訝げんな目を向けた。

「ダンテ。ちょっと、どういうこと？」

　不審な目を向けるオスカーとギルバートを前に、セシリアはダンテにそう耳打ちした。

「え？　言ったでしょ。俺、セシルのこと気に入っちゃったんだって。俺みたいなのに取り引きを持ちかけるような女って初めてで。是ぜ非ひお近づきになりたいなぁって」

「……からかってるのね」

「違うよ。遊んでるの」

「同じでしょ」

　はぁ、とため息を零こぼした。

　しかしながら取り引きは継けい続ぞく中のようで、ダンテはセシリアに何か危害を加える気はなさそうだった。

「実はさ。今朝、面おも白しろい遊びを思いついたんだ」

「面白い遊び？　──ひゃっ！」

　不意に膝ひざを撫なでられ、身体からだが跳ねた。

　睨にらみ付けると、ダンテがおかしそうに笑っている。

　ダンテの視線の先にはオスカーとギルバート。二人とも先ほどセシリアが上げた声に固まっているようだった。

　ダンテはくつくつとのどを鳴らす。

「いやぁ、もうほんと面白い。なんであんな……」

「なにがよ？」

「セシルはわからなくてもいいよ」

　今度は肩かたから首のラインをなぞるように撫でられた。

「──っ！　ダンテ！　くすぐったい!!」

「ごめん、ごめん」

　謝る気ゼロの謝罪である。そんなことを言っているそばから指先が脇わき腹ばらに伸のびてきた。

「ちょ、脇腹くすぐらないで！　くすぐった──」

　ガチャン、と食器がぶつかる音が響ひびいた。

　正面を見れば、目の前のギルバートとオスカーが同時に肉にフォークを突つき刺さしている。

　オスカーは立ち上がり、ダンテの首根っこを摑つかんだ。

「ダンテ、お前はそこだと食事に集中できなさそうだからな。代わってやろう」

「へ？」

「代わってやろう」

　顔の上部に影かげを作ったような顔でそう繰くり返されて、ダンテは目を瞬しばたたかせた。そして、ふっと笑う。

「もー。オスカーの頼たのみなら仕方がないなぁ。セシルの隣に座りたいんなら、そう言えば良いのにー！」

「なっ！　違ちが──」

「はいはい。どうぞどうぞー」

　ダンテは手を振ふりながらギルバートの隣に座り直した。

　そして、セシリアの隣にはオスカーが座る。

　ダンテはなおもおかしそうに腹を抱かかえて笑っていた。どうやら、オスカーとギルバートの反応がよほどお気に召めしたらしい。

　セシリアは隣が変わったことにほっと胸を撫でおろした。

　オスカーの袖そでをくいくいと引く。

「オスカー、ありがと。助けてくれたんでしょ？」

「ま、まぁ、ダンテは俺が連れてきたようなものだしな」

「本当に助かった。ダンテ、ちょっかいばかりかけてくるからさ」

　セシリアがはにかんだ瞬しゆん間かん、オスカーの頰ほおがにわかに染まった。

　その光景に、ギルバートは無言でパンをちぎった。

「もしかして、妬やいてる感じ？」

　ダンテはギルバートを覗のぞき込んだ。今度は彼の反応を楽しもうという腹らしい。

　瞬間、ギルバートの方向から舌打ちが聞こえてくる。

　隣のダンテはおののいた。

「セシル！　お前の友達超ちよう怖こわいんだけど！　普ふ通つうに舌打ちすんだけど!!」

　機き嫌げんが悪いのか、ギルバートはダンテの言葉を無視して食事を続けている。

「怖くないよ。ギルはとっても良い子だから怖いはずがないでしょ」

「お前たち、本当に仲いいよな」

　その言葉はオスカーのものだった。セシリアは頷うなずく。

「うん、そうだね。俺ギルのこと大好きだし！」

「セシル……」

　ギルバートは若じやつ干かん感動したようにそう呟つぶやく。ダンテはそんなギルバートの脇腹を小こ突づいた。

「何嬉うれしそうな顔してんの？」

「うるさいですよ。このクソ破は廉れん恥ち野や郎ろう」

「セシル！　コイツ今俺のこと『クソ破廉恥野郎』って！」

「え？　ギルがそんな汚きたない言葉使うわけないよ」

「そうだぞ。コイツはなんだかんだ言って礼れい儀ぎにはうるさい奴やつだからな。年上にそんな言葉を使うわけないだろう？」

「オスカーまで!?」

　ダンテは引きつった声を上げる。

　四人での食事はなんだかんだ言って楽しかった。

　いつもの二人っきりの食事も楽しいのだが、社交界にほとんど出ず、友人の少なかったセシリアにとっては、前世ぶりに友人と過ごす賑にぎやかな食事となった。




　その日の夜、シャワーを浴びたセシリアは、寮りようの自室から窓の外を眺ながめていた。空には星が瞬き、頰を撫でる風は生暖かい。テストが終われば、楽しい夏休みが来る。

「あー、今日は楽しかったなぁ」

　食事が終わったあと、四人でテスト勉強もした。先日のような緊きん張ちよう感かんはなく、今回のテスト勉強は実に有意義なものになった。

「ダンテはなんか知らないけど、なんとかなったし！　テストもなんとかなりそうだし！　順調、順ちょ……ん？」

　お花畑になっていた頭をはっと跳はね上げる。そしてある事実に気がつき、項うな垂だれた。

「あーもぅ!!　リーンを誰だれとも恋れん愛あいさせてないじゃん!!　こんなことしてる場合じゃないじゃん!!　テストは確かに重要だけどさー……もぉー」

　誘ゆう拐かい事件が起こらなかったのは良かったが、それはダンテのフラグを完全に折ってしまったことを意味していた。恋こいを応おう援えんするどころか、今回は邪じや魔まをしてしまった結果だ。

「ま、ゲーム通りに進むのならって話なんだけどね。でもこればっかりはゲーム通りに進んでほしいわ。じゃないとリーンも私も大変なだけだし……って、ん？」

　物音がした気がして、セシリアは寮の下を覗き込んだ。すると、向かい側の女子寮の方へ黒い影が蠢うごめいているのが見て取れる。

「あれって、もしかして……」

　嫌いやな予感に突き動かされるように、セシリアはベッドに放ほうっていたカツラを手に取り、部屋を飛び出した。




　夜着姿のままカツラをかぶり、女子寮にもぐり込んだセシリアは、物もの陰かげに身を潜ひそませた。男の姿なので誰かに見つかれば大変なことになりかねないが、背に腹はかえられない。セシリアの予感が正しければ、今からここで大変なことが起こるのだ。

　セシリアは彼らに見つからないように息をひそめた。

　視線の先には三つの蠢く影がある。彼らは皆みな一様に黒い装束に身体を包んでおり、その顔は黒い布で覆おおわれていて見ることができなかった。

　彼らは足音を立てずに、一階の部屋に忍び込む。セシリアも後を追い、中を覗き込んだ。

　次の瞬間──

「やめてくださ──んんっ」

　影の中心で誰かが叫さけぶ声がした。しかしその声もすぐにくぐもったものに変わってしまう。きっと布か何かで口を塞ふさがれたのだ。

　蠢く影の隙すき間まから悲鳴を上げた人物が見えた。セシリアは口元を覆う。

（あれは……リーン!?）

　彼女は男たちに誘拐されかけていた。口元を押さえられ、麻あさ袋ぶくろに詰つめ込まれようとしている。

　それは、まさしくダンテルートの一場面だった。

（なんで!?　ダンテルートは潰つぶれたはずじゃ……!!）

　リーンがダンテの秘密を知ったことがきっかけで、彼は組織を抜ぬける決断をし、そのせいでリーンは組織に身を拐かどわかされる。ダンテに対する報復のためだ。

　しかし、彼女はその決定的な場面を見なかったはずである。見たのは……

（私だ──!!）

　何がどうなったかまではわからないが、リーンの役割をセシリアがしたことによって、この誘拐イベントが起こったというのは十分に考えられた。つまり、ダンテはセシリアの行動により組織を抜ける決断をし、そして、なぜかそれがリーンのせいになった、ということだろう。

　そんなことを考えている間にも、リーンは麻袋に詰め込まれていく。

　セシリアは焦ったようにあたりを見回した。

　人を呼ぼうにも、この寮の防音設備は完璧で、少し騒いだぐらいではきっと誰も気が付かないだろう。それにあまり派手に動けば、焦った男たちにリーンが害されてしまう危険性もある。

　これはダンテルートのイベントなのだ。何が起こってもおかしくはない。

（どうしよう。……とりあえず、ギルを!!）

　一人で突っ走るなと、ギルバートは毎回口を酸すっぱくさせながらセシリアに言い聞かせていた。ここで彼女が一人で動こうものなら、きっと後で大目玉が待っている。

（でも……）

　それではきっと間に合わない。

「きゃっ！」

　リーンが転こける。彼女は必死に抵てい抗こうしていた。

（これは見過ごせない!!）

「待ちなさい！」

　セシリアは部屋に乗り込んで声を張り上げる。黒い影かげのような男たちとリーンがセシリアの方を見た。

（それに、このままリーンが連れ去られたら、否いや応おうなしに犯人はセシリアということになって、私は殺される）

　それだけは避さけなければならない。

「何者だ！」

　近づいてきた人影に、彼らは声を上げる。セシリアは力強い瞳ひとみで彼らを見つめた。

（彼らの目的は二つ。ダンテへの報復と──）

　声が震ふるえないように強く下した唇くちびるを嚙かむ。

（身の代しろ金きんの要求！）

　カツラを取る。透すき通る金糸のような長い髪かみが窓から入った月の光を反射させ煌きらめいた。

　セシリアは余よ裕ゆう綽しやく々しやくというような笑えみを顔に貼はり付ける。怯ひるむところを見せてはいけない。常に選せん択たく肢しはこちらが用意するのだ。彼らはただ選ぶだけ。

「シルビィ公こう爵しやく家令れい嬢じよう、セシリア・シルビィです。その方は私の大切なお友達ですの。離はなしていただけますか？」

　凜りんとした声に、男たちがざわめく。リーンは目を見開いていた。
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　セシリアは彼らがあっけに取られている間に、麻袋から這はい出してきたリーンの肩かたを押した。目で逃にげるように合図をするとリーンは一つ頷いて走り出す。

「あっ！」

　追おうとした彼らの前にセシリアは立ちはだかった。確か彼らはダンテが所属する組織、ハイマートの見習い組員だ。見習いだけあって、リーンを逃がしてしまう辺りはお粗そ末まつである。これがダンテほどの手て練だれならば、リーンもセシリアも一いつ緒しよに捕つかまっていた。

　セシリアは自分の胸に手を当てる。

「あなたたちの目的の一つは身の代金でしょう？　男だん爵しやく家の令嬢よりも公爵家の令嬢の方が両親からふんだくれますわよ。なんせ、私の両親は私を溺でき愛あいしていますもの」

　扉から出て行ったリーンの影かげを、追う者はいなかった。

　セシリアは震える身体からだをしゃんと伸のばし、不敵に笑う。

「さ、お決めになってくださいな。私と彼女、どちらを連れていくか。どちらの方があなたたちのボスは喜ぶでしょうね」

　次の瞬間、一人の男に腹を殴なぐられた。交こう渉しようは成立ということだろう。

　遠のく意識の中で、セシリアはリーンの無事を強く願った。
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　気がつけば荷馬車の中だった。

　馬の蹄ひづめが道を蹴ける音と、規則的な振しん動どうでそれとわかるだけで、荷馬車の中は暗く、外は見えなかった。木の扉とびらは閉まっており、抜けだせそうもない。手足は縛しばられ、声を出せないように口枷かせまでしてあった。

　セシリアは横たわっていた身体をなんとか起こす。腹を殴られたからか身体が少ししびれるような感覚もあったが、次し第だいに引いていった。

（宝具も、盗とられちゃってる）

　彼らがそれとわかって盗ったかは定さだかではないが、いつもつけているブレスレットはなくなっていた。カツラもなくなっている。

（だれか、助けに来てくれるかなぁ）

　そうは思ったが、あまり助けは期待していなかった。

　リーンがあれから助けを呼びに行ってくれたとして、ほとんどの者はセシリアを攫さらった連中がダンテの所属する組織だと気がつかない。当のダンテとギルバートは気がつくだろうが、ギルバートは公爵子息という立場を考えれば慎しん重ちようにならざるをえないし、ダンテはそこまで仲が良くないセシルのために自ら動いてくれることはないだろう。

（こういう時、ちょっとだけリーンが羨うらやましいな）

　愛されるものの象しよう徴ちようとして描えがかれるリーン。

　その対たい照しようとして、疎うとまれる存在として描かれるセシリア。

　行動により未来は多少変わったが、おそらく基本的なところは変わっていないだろう。オスカーだってギルバートだってリーンとセシリアが攫われたのなら、前者の方がより必死に助け出そうとするに違ちがいない。

（ま。くよくよしても始まらないし、なんとか逃げる方法見つけないとね！）

　誰だれにも頼たよれないのなら、自分が動くしかない。こんなことは十二年前からわかっていたことだ。こんな時のためにセシリアは今まで準備してきたのだから。

　セシリアが深く頷うなずいたその時、馬車が止まった。閉まっていた木の扉がゆっくりと開いて、男が顔を覗のぞかせた。




「首領ボス、この女です」

　首領の前にセシリアは押し出された。顔を上げれば、女性がいる。赤とピンクを混ぜたような明るい髪と、頰ほおの引きつったような傷きず跡あとが特とく徴ちようの女性だ。

　彼らのアジトは石造りの古城のようなところで、その玉座に彼女は座っていた。

　彼女の名前はマーリン・スィーニー。ハイマートの首領であり、ダンテの育ての親だった。

　マーリンは玉座に座り、尊大な態度で足を組みかえながら「ふーん」とセシリアを眺ながめ見る。その視線は、まるで値ね踏ぶみするかのようだった。

「こいつがセシリア・シルビィだってのは本当なのかい？」

「今調べてますが、特徴は一いつ致ちするかと」

　酒で焼けた彼女の声に答えるのはセシリアの背後にいる男だ。腕うでっ節ならば後ろの男の方が強そうだが、彼女もこんな男たちを束ねているのだ。油断はできない。

「ダンテの奴やつに報復を……なんて思ってたけど、それ以上の魚が自ら捕まりに来てくれたってことかい？　理由は女の友情って？　泣かせるねぇ」

　マーリンはセシリアの前まで下りてくると、彼女の顎あごを取り、じっくりと眺めた。

「きれいな顔だね。男でも取らせたらよく稼かせいでくれそうだ」

　頰の傷を引きつらせながら彼女は笑う。その笑みに背筋が震えた。同じ女としてよくそういう発言ができるものだと思ってしまう。

「ま、本当に公こう爵しやく令れい嬢じようなら、この国じゃ無理だろうけどね。……大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんとお前の両親がお金を払はらってくれれば無事に返してやる。こっちもビジネスだからね」

　意外にも優やさしい顔でそう言い、彼女はセシリアの顎を離した。

「いろいろはっきりするまで牢ろう屋やに入れときな。大事な人ひと質じちだ。丁てい重ちように扱あつかうんだよ」

　マーリンが顎をしゃくりながらそう指示をすると、背後の男は「へい」と短く返事をして、セシリアの背を再び押した。

　その衝しよう撃げきで前につんのめる。ちょうど食事中だったのか、周りの男たちは酒を掲かかげながら、ケラケラと笑っていた。人がひどい目に遭あうのが楽しいのだろうか。

（もう、勝手に笑ってなさいよ！）

　そう前を向いた瞬しゆん間かん、床ゆかに何か光るものが落ちていることに気がつき、セシリアはとっさに転こけるまねをした。

　床に落ちていたのは、食事をする時のナイフだった。セシリアはかかとを上げ、靴くつと素す足あしの間にナイフを忍しのばせる。これは何かの役に立つかもしれない。

「おい、何してる！　立て！」

　苛いら立だったような男に立たされ、セシリアは牢屋に連れて行かれたのだった。




　牢屋は地下にあった。地下に通じる扉の前には二人の見張り。しかし、セシリアが放ほうり込まれた牢屋の前には誰もいなかった。

　縛った状態で牢屋に入れておけば大丈夫と踏ふんだのだろうか。それとも、病弱との噂うわさの公爵令嬢は抵抗しないと思ったのだろうか。どちらなのかわからない。

　とりあえず、舐なめられていてよかったと、セシリアは胸を撫なでおろした。

　次に男たちがここに来るのは数時間後の食事の時だろう。時間的猶ゆう予よはそれなりにあるように思えたが、行動を起こすのならば早い方がいい。首領は女だが、基本的には男ばかりの集団だ。『男を取らせたら……』という発言の件もあることだし、このままではどんな辱はずかしめを受けるかわからない。

（こういう時は、相手の油断につけ込んで逃げ出すのが得策なのよね）

　セシリアに荒あら事ごとのすべてを教えてくれた兵、ハンスの言葉を思い出す。

　彼女は踵かかとに入っていたナイフを取り出すと、さっそく手首を縛っていた紐ひもを切る。口枷もはずし、自由の身になった彼女はぐるりと周りを見回した。

　牢屋の中には木でできた机と椅い子すがあった。どちらも長い間手入れがされていないのか、がたついて使い物になりそうにはなかった。

　セシリアは椅子の足を外すと、飛び出ていた釘くぎを取り外す。そして、椅子の足だった木を木き槌づち代わりにして、持っていたナイフの刃はの部分に穴を開け始める。

　そのまま二時間ほど夢中で作業をした。

「できた！」

　彼女の手にはナイフがあった。ただしその刃の部分は簡易的なのこぎりのようになっている。

　セシリアは牢屋の扉の隙すき間まにナイフを突つっ込んだ。そのまま何度か引くと、木くずがパラパラと落ちてくる。

　この牢屋の格こう子しは鉄だが、肝かん心じんのかんぬき部分は木を使っていた。きっと元々は鉄が使われていたのだろうが、朽くちてしまい、コストの低い木に変えたのだろう。

　のこぎりの出来がよかったのか、ものの数分でかんぬきは真っ二つになった。

「よっし！　次は服の確保ね」

　セシリアはナイフで鉄格子をたたいた。

　突とつ然ぜん響ひびいたけたたましい音に、地下室に通じる階段の前にいた男の一人が下りてくる。そして、牢屋でぐったりと横になるセシリアに声をかけた。

「おい！　大丈夫か」

　大事な人質が倒たおれていると思ったのだろう。男の声は焦あせっていた。

　そして、鍵かぎを開けようとした瞬間、かんぬきが真っ二つになっていることに気がつく。

「これっ！」

「ふっ!!」

　男がかんぬきに気を取られているのを見計らい、セシリアは扉に体当たりした。

　開け放たれた鉄の扉は男の額に勢いよくぶつかる。ふらりとよろけた男にセシリアは躊ちゆう躇ちよなく金的を食くらわせた。

「ゔっ！」

　股こ間かんを押さえて男が蹲うずくまる。声も上げられないようだ。

　セシリアはとどめとばかりに彼の後頭部に三本足になった木の椅子を振ふり下ろした。

「はじめてにしては、よく、できた方よね」

　肩かたで息いきをしながら、セシリアは伸のびた男を見下ろした。

　彼女は素す早ばやく男の服を脱ぬがすと、自分も夜着を脱ぎ、男の服を着込んだ。

　暗殺集団と聞いて戦せん々せん恐きよう々きようとしていたが、倒した男はゲームの中のダンテのような手て練だれの暗殺者という感じではなかった。山さん賊ぞく崩くずれの荒あらくれ者という方がイメージとしてはしっくりくる。

（そういえば、ゲームでダンテはエリート扱いされていたっけ？）

　暗殺者になるために生まれた子。ダンテはそんな風に表現されていた。

　現にゲーム内での彼の戦せん闘とう能力は頭一つ飛び出ていた。自分が知る今の彼とは程ほど遠とおい姿だ。

　セシリアは彼らとおそろいの服を着込み、階段を上がる。

　途と中ちゆうのスペースにセシリアが捕つかまる時に持っていた宝具やカツラがぞんざいに置かれていた。

「やった！」

　セシリアは手慣れた感じで長い髪かみをカツラに入れ込む。すると、そこには顔の整った男性が現れる。少し高貴な感じはするが、これならばすぐによそ者だと気づかれることはないだろう。

　次に宝具をつけ、そっと触ふれる。卵の膜まくのようなものが身体からだを包んだ感覚があった。

「これで安心ね」

　誰だれかに傷つけられるという危険を考えなくてもいいというのはありがたかった。しかし、宝具の効果自体はいつまでも続くようなものではない。触れない状態が続けば三十分ほどで効果は切れてしまうし、セシリアが意識を失えば宝具もその力を失ってしまう。なので、彼女は定期的に宝具に触さわらなければならなかった。

　近くに置いてあった掃そう除じ用のブラシを手に取り、回す。当面の武器にはちょうど良い。

　セシリアは階段を上った。扉とびらに近づくと、人の気配がする。先ほど倒した男の片割れだろう。

　彼女は勢いよく、扉を蹴けり開けた。すると、男は飛び退のいて懐ふところから小さな刃は物ものを取り出してくる。この身のこなしはさすがといったところだ。しかし、飛んできたナイフはセシリアには届かない。謎なぞの膜に弾はじかれて、ナイフは左右の壁かべに突き刺ささった。

「おい──」

　声を上げようとした男の顎をセシリアは掃除用のブラシで撥はね上げた。瞬間、男の頭が揺ゆれ、昏こん倒とうしてしまう。

「宝具がなかったら危なかったわね……」

　息をつく。男の身体を縛しばり、口枷かせをして階段に放った。そして、鍵を閉める。

　これで当分誰にも見つからないだろう。

（結構順調だけど、ここがどこだかわからないと逃にげ切れないわよね）

　窓から見える景色は木ばかりだ。建物の造りから言って、ここが古城だというのははっきりしているが、どこにあるものなのかはわからない。

（地図があれば最高だけど、ないならちゃんとした武器がほしいわよね）

　見ればブラシは折れてしまっていた。先ほどの一回が限界だったのだろう。

　誰にも傷つけられないとはいえ、油断は禁物だ。セシリアが知らないだけで何かこの宝具にも弱点があるのかもしれなかった。それにギルバートの宝具は防ぼう御ぎよ専門だ。囲まれてしまえば、捕まるのは必ひつ須すである。

（とりあえず武器庫に行って、何か使えるものがないか探してみよう）

　セシリアは左右を確かめると廊ろう下かに飛び出した。
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「待ちなさい、ギルバート！」

　飛び出そうとしたギルバートを制したのは、保健医のモードレッドだった。

　彼の後ろにはオスカーとジェイド。それと、うつむくリーンがいる。

　三人は先ほど男子寮りように助けを求めてきたリーンから、セシルが攫さらわれたという話を聞かされたばかりだった。

　モードレッドは冷静にギルバートの背中に声をかける。

「君はシルビィ家の嫡ちやく子しなんですよ。むやみやたらに動くのは感心しません。君とセシルが仲がいいのは知ってるつもりですが、こういうのはしかるべき機関に任せるべきでしょう」

　背中を向けるギルバートに彼は続ける。

「それに、セシルは男だん爵しやく家の子です。彼のために君が命を危険にさらすことは本来あってはならないことです。君は君の命がどのくらいの価値があるかわかった方がいい。次期宰さい相しようと見込まれている君の命は、君一人でどうこうしていいものではありませんよ」

　貴族の序列第一位のシルビィ家、嫡子。さらには次期宰相にと推すい薦せんされている男が、下級貴族のために命を張るなと言いたいのだろう。それはわかる。

　正論も正論。ド正論だ。

　たとえ同じ人の命といえど、この貴族社会において貴族の価値すなわち命の価値なのだ。

　ギルバートは頷うなずく代わりに振り返った。

「俺は誰がなんと言おうと、セシルを助けに行くつもりです。止めるのならばご自由に。しかし、止められるとは思わないでください」

「セシルがどこにいるのかわかっているんですか？」

「当てはあります」

　当てというのはダンテのことだ。

　ギルバートは、これがダンテのイベントだということはわかっていた。つまり、少々手て荒あらなことをしてでもダンテから居場所を聞き出せばいい。彼はそう思っていた。

　話は終わったとばかりにギルバートは前を向く。

「ギルバート！」

「ギルバート」

　モードレッドの声に被かぶさるように、彼の名を呼んだのはオスカーだった。

　オスカーは険しい顔でギルバートの前に立ちはだかる。

「……殿でん下か」

「モードレッド先生の言うとおりだ。このままだとお前の両親にもよくない報告が行くことになる。上に立つ者が一人の下級貴族を特別視しているとなると、後でいろいろとややこしくなるからな。とりあえず、落ち着くんだ」

「これが落ち着いていられる事態ですか!?　あなたは知らないでしょうけど、セシルは俺のあ──」

　セシルが義姉あねのセシリアだと明かせば、周りは動かざるを得ない。セシリアは公爵令れい嬢じようで王太子の婚こん約やく者だ。そこら辺の貴族とは格が違ちがう。

　正体を明かすのが一番確実だし、安全な方法だとギルバートもわかっていた。けれど、それは彼女が今までここで積み上げてきたものを帳消しにするのと同義だった。

　戻もどってきた彼女のことを思うと、うまく声が出なくなる。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを縫ぬうような形でオスカーは声を上げた。

「四月にな、王宮にも新しく兵が入ってきたんだ」

「こんな時に何を……」

「まぁ、聞け。それで、彼らにそろそろ抜ぬき打ちの演習をやらせた方がいいという話が持ち上がっていてな。二年目や三年目、ベテランの兵も巻き込んだ大きな演習を企き画かくしている」

　話の意図を理解したのか、ギルバートは口をつぐんだ。

「で、その日程を今日、この時間からにしようかと思うんだが、どうだろうか？」

「……いいご判断ではないかと。殿下」

　わざとらしい二人のやり取りに、残りのメンバーはあっけに取られたような表情を浮うかべている。

「しかし、演習場所が決まってなくてな。どこかいい場所を知らないか？　先ほど当てがあると言っていたが」

「その辺は早急に調べて参ります」

「俺は肩かた慣ならしに演習に参加するつもりだが、お前はどうする？」

「参加させていただけるのなら……」

「わかった。それではそのように王宮にもお前の両親にも手紙を書こう。今から行われる一連の騒そう動どうはすべて演習であり、責任は俺が持つ」

　ギルバートが頭を下げると、モードレッドが呆あきれたような声を出した。

「とんだ、三文芝しば居いですね。……でもまぁ、そこまでされるということなら、仕方がありません。お好きにどうぞ。外がい泊はく届とどけはこちらで出しておきましょう」

「ありがとうございます」

　ギルバートが頭を下げると、それまで黙だまって話を聞いていたリーンが突とつ然ぜん手を上げた。

「その演習、私も付き合わせてくださいませんか？」

「リーン!?」

　隣となりにいたジェイドがひっくり返った声を上げる。まさか彼女がそんなことを言い出すだなんて思わなかったのだろう。

「こうなったのも全部私のせいです。是ぜ非ひ償つぐなわせてくださいませ。セシル様が攫われた場所も、私ならわかります」

　自信満々にそう宣のたまう彼女に、オスカーは首を振ふる。

「悪いが、足手まといを連れて行くつもりはない。連れて行かなければセシルの居場所は教えないというわけではないのだろう？」

「わかりました。それでは──……」

　リーンは隣のジェイドに向き直る。そして右手を差し出した。

「ジェイド、宝具ちょうだい」

「へ？」

「どうせほかにあげる予定がないようだし、いいでしょう？　隠おん密みつ行動を行える人はたくさんいる方がいいじゃない」

「そうだけど……」

　突とつ飛ぴな発言にジェイドは目を丸くしながら、友人からの申し出に宝具を手て渡わたした。

「神み子こなんかになりたいわけじゃないし、宝具も集めるつもりなかったんですけど」

　リーンはジェイドから受け取った宝具を右手につける。

　何の変へん哲てつもない銀色のブレスレットが淡あわく輝かがやいた。

「私は彼を救わないといけないんです。私のせいで二度もあの子を死なせるわけにはいきませんから」

　そう言う彼女の瞳ひとみにはこれまでにない真しん剣けんさが宿っていた。

　リーンはジェイドの宝具をオスカーに見せつけた。

「これで、足手まといではなくなりましたわよね。オスカー様」

「そうだな。……自分の身はできるだけ自分で守れよ」

「わかっています」

　そのままジェイドも含ふくめた四人は作戦会議を始める。

「次期国王に次期宰相。国を陰かげから動かしている商会の息むす子こに、それとおそらく次期神子……。どれだけ大物なんだろうね。セシル・アドミナという男は……」

　話し合いを重ねる四人を見ながら、モードレッドはどこか人ごとのようにそうつぶやいた。
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　四人が話し合いをしているまさにその時、セシリアは廊ろう下かを進んでいた。時折すれ違う人もいたが、黙って堂々と歩いていれば、意外にも注目されることはなかった。組織が大きい分、個人的なつながりはさほど濃こくはないのだろう。

（武器庫、武器庫……）

　怪あやしまれない程度に左右を確かめながら進む。

（あれっぽいな）

　古城の一階。最さい奥おうにその部屋はあった。部屋というよりは倉庫という様相の方が強いだろうか。その部屋だけ明らかに周りの装そう飾しよくが簡素だった。

　セシリアは警けい戒かいしながらそこへ向かう。幸いなことに鍵かぎはかかっていなかった。

　身を滑すべり込ませ、釣つり下がっていたカンテラに灯あかりをつければ、部屋の中の様子が明らかになる。

「ビンゴ！」

　中には武器があった。壁かべにはいくつもの剣けんが掛かかっており、その下には盾たて。短剣、ボウガン、銃じゆう火か器き辺りも豊富だった。

　甲かつ冑ちゆうや大たい砲ほうは暗殺集団らしくないので、元の城主の置き土産みやげだろうか。

　縦長の室内は先が見えないほどに広かった。

　奥の方は使われていないのか、手前側に持ち運びのしやすそうなものが並んでいた。セシリアはその中の短剣を手に取る。

「本物ってあんまり扱あつかったことないけど、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　訓練ではいつも模造刀だった。大きさも重さも似せてあるとはいえ、実際に使うとなったら勝手が違うだろう。だからといって、模造刀を持ち出すわけにもいかないのだが……

　短剣をホルダーごと腰こしのベルトにつけたその時だった。いきなり背後の扉とびらが開き、見知った人物が顔を覗のぞかせた。

　セシリアは隠かくれる間もなくその人物と鉢はち合あわせしてしまう。

「お前は……」

　そこにいたのはマーリンだった。さすが首領といったところか。彼女は部下全員の顔を覚えているようで、セシリアを見て、目を丸くしていた。

　セシリアはとっさに距きよ離りを取った。どうしたら良いのかわからない。とりあえず先ほど腰につけた短剣に手を這はわせれば、彼女は他ほかの人を呼ぶこともなく、後ろ手で扉を閉めた。

　そして、呆あきれたような声を出す。

「まさか、自分からあの牢ろう屋やを脱だつ出しゆつするとはね」

　敵対行動を見せない彼女に、セシリアは警戒はしつつも、短剣から手を離はなした。

「公こう爵しやく令れい嬢じようって言うから、もっとおしとやかな子だと思っていたよ」

　そのまま近くにあった空箱の上に座るマーリンを見て、セシリアは頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

「……あの、捕つかまえないんですか？」

「捕まえてどうするんだい。そもそも、明日あしたの朝になったらこっそり逃にがしてやろうと思っていたのにさ」

「え？」

「公爵家に喧けん嘩か売って何になるんだよ。私はまだ命が惜おしいからねぇ」

　こともなげにそう言って、マーリンは足をぶらつかせた。

「でもさっき……」

「あんなものはポーズだよ。この組織も大きくなっちゃったからね。いろいろとめんどくさいことを言う輩やからがいるんだ。組織を抜けたら報復だ！　やら、何をしてでも金を稼かせぐべきだ！　やら。今では勝手に山さん賊ぞくのまねごとをしてる奴やつらもいるぐらいだ。この間は三人も締しめ上げたさ」

　肩かたを鳴らしながら、マーリンは苦く笑しようを漏もらした。

　先ほどまでの彼女とはまるで別人のようである。

「規模が大きくなるのはだめだねぇ。最初は悪人だけを殺す、義ぎ賊ぞくの暗殺集団を目標にしていたのに。今では金を積んでもらえれば誰だれでも殺す、ただの殺さつ人じん鬼きに成り下がっちゃったんだからさ」

　セシリアは何も言えないまま、マーリンの話を聞いていた。

　やっていることはあれだが、根が悪い人間というわけではないらしい。

「だから、ダンテが抜ぬけたのは良いきっかけだったんだよ。アイツがうちの稼ぎ頭がしらだったからね。それに、アイツの幸せを願うなら、こんなところに留とどめておくべきじゃない」

　その顔は弟を心配する姉のようだった。

　実際に二人はそんな関係だったのかもしれない。ゲームで詳くわしくは描えがかれなかったが、あのダンテが何の理由もなしに誰かの下にずっといるのはおかしいような気がした。

「だから、この機会に組織を解体しようと思った矢先、お前が来たんだよ」

「私？」

「そう。前々から馬ば鹿かな幹部らが貴族を攫さらって身の代しろ金きんを取ろうとか言っていてね。それに、ダンテへの報復も重なって今回の事件だよ。ま、身の代金ビジネスに反対していた私への強きよう硬こう的な反発という意味合いもあったんだろうけどね」

　どうやら、ハイマートも一枚岩ではないらしい。彼女の口から語られる話では、彼女に敵対している奴らがいるようにも聞こえた。

　マーリンは空き箱から立ち上がる。軽く尻しりを叩たたくとセシリアに向き直った。

「ま。ごちゃごちゃ言ったけど、私は最初からアンタを逃がす気でいたんだよ。さすがに自力で逃げてくるとは思わなかったけど。武器庫に来たのも、明日お前に渡わたす武器を選びに来たんだからね。丸まる腰ごしだと何かと不便かと思ってさ」

「そう、なんですね」

　おずおずと頷うなずいた。完全に信用したわけではないが、彼女が噓うそをつく理由もない。

　マーリンはセシリアの腰の短剣に目を向けた。

「ま、もう選んでるなら話は早いね。……ついておいで。この際だ、学院まで送るよ」

「あ、はい」

　マーリンが先頭を切り、扉に手をかける。しかし──

「あれ？」

「どうしたんですか？」

「扉が開かない」

　彼女はそのまま何度かドアノブをガチャガチャと鳴らした。

　そうこうしているうちに、扉の隙すき間まから灰色の煙けむりがゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。扉に手を当ててみれば、ほんのりと温かかった。

「しくじったね」

　そう硬かたい声を出したマーリンの輪りん郭かくに、冷や汗あせが伝う。

　焦あせったような表情で下した唇くちびるを嚙かみしめ、彼女はセシリアに向かって声を上げた。

「そこどいてな！」

　セシリアは言われた通りに身体からだを横にずらす。次の瞬しゆん間かん、マーリンが扉に体当たりした。

　けたたましい音と共に扉は蝶ちよう番つがいごと外れ、外側に倒たおれた。

「どうやら、ハメられたようだ」

　廊下には火と煙が充じゆう満まんしていた。煌こう々こうとした炎ほのおはカーテンや木の部分に燃え広がっている。

　セシリアの背筋は凍こおった。

「これは!?」

「火事というか、放火だろうね。手に余る者同士をまとめて処分しようという腹だろう」

「……つまり？」

　マーリンは、要領を得ないとばかりに首を傾かたむけるセシリアの鼻をつまんだ。

「公爵家にたてつく度胸も覚かく悟ごも決まってないのに、ノリと勢いでアンタを攫ってきてしまって、急に怖こわくなったんだろうね。公爵家の娘むすめを攫ったとなれば、重罪も重罪だ。国も総力を挙げて組織を潰つぶしにかかってくるだろう。だから、すべての罪を私に押し付けて一いつ緒しよに殺してしまおうとしているのさ」

「えぇ!?」

　セシリアはひっくり返った声を上げる。

「ここで私がアンタと一緒に死ねば、罪を全部私になすりつけられるだけでなく、うまくいけば組織ごと乗っ取れるからね。馬鹿なアイツらが考えそうなことだよ」

「首領ボス！」

　炎の向こうで、彼女の部下らしき男が叫さけんだ。助けに来たいようだが、炎と煙に邪じや魔まされて来れないらしい。

　マーリンは出口の方を指さした。

「アンタたちは先に逃げな！　私も後で追う!!」

「でも！」

「早くしな!!」

「……わかりました！　ご無事で！」

「アンタらもね！」

　彼女は部下にとって良い上司なのだろう。彼らは悔くやしげな表情で目の前を通り過ぎていった。

「さて、どうするかね。こりゃ、アンタと私を焼き殺すために火がつけられてるね。武器庫までつけられたか」

　さすがに彼女も焦っているようだった。

　二階に続く階段も目の前の廊ろう下かも火がつけられている。窓は炎の奥なので、窓から逃げることも敵かなわない。

　武器庫の奥に行けばまだ火から逃げられるだろうが、行く先は行き止まりだ。せいぜい時間稼ぎぐらいにしかならないだろう。

「アンタ大だい丈じよう夫ぶかい？　顔が真っ青だよ」

　そう指し摘てきされて、初めて自分が震ふるえていることに気がついた。死の危険にさらされているのだから怖いのは当たり前だが、彼女の恐きよう怖ふは別のところから来るもののように感じた。

　歯が鳴り、身体が強こわばる。あまりの恐怖に全身から冷や汗が吹ふき出した。

　セシリアはやっとの思いで頷く。

「……大丈夫です」

「そうは見えないけどね。ま、とりあえずこっちの道はまだ行けそうだから、一緒に行くよ」

「はい」

　そう言って歩き出すマーリンについて行こうとした時、けたたましい音を立てながらセシリアの上に柱が落ちてきた。

「──っ！」

　とっさのことに足が動かない。身体も強ばってしまっている。

　先ほど宝具に触ふれてから三十分は経たっているので、宝具による自動的な防ぼう御ぎよは期待できなかった。

　セシリアは衝しよう撃げきを覚悟してぎゅっと目をつぶる。

　その瞬間、誰かに身体を突つき飛ばされた。

「きゃっ！」

　身体がよろける。背中を壁かべに打ち付けた衝撃で一いつ瞬しゆん呼吸がおぼつかなくなる。

　セシリアは恐おそる恐る閉じていた瞼まぶたを開けた。するとそこには、太い柱に押しつぶされたマーリンがいる。セシリアを庇かばったのだ。

「大丈夫ですか!?」

　セシリアは慌あわてて近寄る。マーリンの上に落ちた柱は重かったものの、一人でもなんとか持ち上げられる重さだった。

　セシリアは柱をどかし、マーリンの上半身を抱だき上げる。

　頭を支えた手のひらに赤い血がついた。どうやら先ほどのことで切ってしまったらしい。セシリアに支えられながらも動けない様子を見ると、もしかしたらどこか骨でも折っているのかもしれなかった。

「なんで……」

「……アンタが怪け我がしたら大変だからね」

「私が公こう爵しやく家の人間だからですか？」

　そんなことで……。そんな思いから言葉が口をついて出た。マーリンは緩ゆるく首を横に振ふる。

「それももちろんあるよ。だけど、アンタはダンテの友達だからね。怪我させたら私があの子に怒おこられちまう」

「友達？」

「なんだろ？　前にあの子が帰ってきた時、楽しそうにアンタのこと話してたよ。女のくせに男装して学院に通ってる面おも白しろい奴やつがいるって……」

　まぁ、その直後に組織を抜ぬけるって言い出したんだけどね。と、マーリンはへらりと笑った。

「セシリアだっけ？　私は置いて行きな。もうまともに走れそうにない」

　血を流しすぎて意識が途と切ぎれかけているのか、うつらうつらとマーリンの首が揺ゆれる。セシリアは彼女の意識を保つ意味も含ふくめて声を張った。

「そんなのできないですよ！」

「何を言ってるんだい。私はアンタを攫さらった組織の首領だよ」

「それでも、私のことを助けてくれました」

「馬ば鹿かなこと、言ってないで、はや……」

　マーリンはその言葉を残し、気絶してしまう。

　セシリアは彼女の身体を抱かかえ込み辺りを見回した。

「どうしよう……」

　先ほど進もうと言っていた方向は、もう炎に包まれている。

（とりあえず、私がなんとかしなくっちゃ）

　セシリアはマーリンを背負った。

　今自分が無事なのは彼女のおかげなのだ。置いていけるはずがない。

「──っ！」

　体重がかかった瞬間、右足首に痛みが走る。

　見れば、右足首は赤く腫はれていた。先ほど突き飛ばされた時にひねったのだろう。しかし、マーリンに比べれば軽傷だ。

　セシリアは再び宝具に触れる。背負ったマーリンの身体も含めて膜まくが張った。

「とりあえず、武器庫の奥に……」

　このまま進んでもじり貧だということはわかっていた。けれど炎から逃のがれるためには進むしかない。ギルバートの宝具で守れるのは物理攻こう撃げきだけで、煙や炎の熱からは守ってくれないのだ。

　セシリアはひょこひょこと足を庇いながら武器庫の奥に行く。もしかしたら、窓でもあるかもしれないと少し期待したからだ。

　しかし──

「噓うそでしょ……」

　確かにそこには窓があった。採光のためだけの窓なので四角いステンドグラスがはめ込まれているが、そのステンドグラスを割ってしまえば開口部も申し分ない窓である。

「でも、こんなの、無理じゃない」

　その窓はとんでもなく高い位置にあった。セシリアが二人いてもきっと届かないほどに高い位置だ。

　足首をひねり、マーリンを背負った状態では、その高さは絶望的だった。

「どうしよう……」

　辺りを煙けむりが覆おおい始める。マーリンが頭を載のせている肩かたには血が伝った。

　早く治ち療りようしなければ命に関かかわるかもしれない。

「セシル！」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、見上げていたステンドグラスが割れた。

　そして、ほとんど自然落下の勢いで誰かが下りてくる。

「え？　──ダンテ!?」

　そこにはロープを持つダンテの姿があった。いつもの軽けい薄はくそうな笑えみはなりを潜ひそめ、真しん剣けんな表情を浮うかべている。彼はセシリアを目に留めると、駆かけ寄ってきた。

「大丈夫!?　うちの連中が馬鹿やったって聞いて飛んできたんだけど！」

「え、うん。私は大丈夫なんだけど……」

　ダンテの視線はセシリアから背中でぐったりとするマーリンに移された。

　彼の顔に動どう揺ようが広がる。ダンテにとって、マーリンは母であり、父であり、姉であるのだ。そんな彼女が、血を流しながら意識を飛ばしている姿を目まの当たりにして、動揺しないわけがない。

　ダンテは数秒間固まった後、すぐさまセシリアに向き直った。

「セシル、ここから逃にげよう」

「うん」

「じゃ、とりあえず、マーリンを置いて」

「え？」

「俺の力じゃ一人しか連れて行けない」

　その言葉に肝きもが冷えた。彼の表情はどこまでも真剣で、冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「セシル、その足じゃこのロープは上れないでしょ？　俺は一人なら背負っていけるけど、二人は無理だ」

「でもっ！」

「……セシルと違ちがって、マーリンは自じ業ごう自じ得とくだ」

　そうは言うが、彼の瞳ひとみには悲しさと悔くやしさが漂ただよっていた。

　本当ならマーリンも一いつ緒しよに助け出したいのだろう。

　炎ほのおはもうすぐそこまで来ている。もしセシルを先に連れ出した場合、戻ってくるまでにマーリンの身体からだは炎に包まれてしまうだろう。ダンテはマーリンを見殺しにすると決めたのだ。

「ダンテにとって、マーリンさんは大切な人なんでしょ？」

「……どうせ俺たちはろくな死に方はしない」

「でも！」

「早く！　炎が回ってくるよ」

　言葉を遮さえぎるようにして、ダンテが声を上げる。腕うでも引き寄せられた。

　セシリアはとっさにダンテの腕を振り払はらう。

（このままじゃ、だめだ！）

「セシル！」

　責めるような声にセシリアは下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　命は惜おしい。

　だからこそ、セシリア自分の運命を知った瞬間から努力を始めた。全く休まなかったというわけではないけれど、十二年間、できうる限りのことはやってきたつもりである。

　すべてはこれから先の人生を、のほほんと積み重ねるためだ。

　けれど、セシリアは誰かの命を犠ぎ牲せいにしてまで助かるつもりはなかった。もしこれがセシリア自身の運命だとするのならば、マーリンを見殺しにすることは自分の運命を彼女に塗ぬりつけることだった。

　それだけは、決してしてはいけないことである。

（それに……）

　ダンテがマーリンを慕したう気持ちはなんとなくわかるような気がした。彼にとって彼女は唯ゆい一いつの家族なのだ。そんな彼女を自分の判断で見殺しにしたとなれば、ダンテはこれから先、一生その傷を背負い生きていくことになるだろう。

　セシリアは顔に笑みを貼はり付ける。

「ダンテ、やっぱり先にマーリンさんをお願い」

「でも！」

「私は、これがあるから大だい丈じよう夫ぶなの」

　セシリアは宝具を見せた。

「これをつけてると、誰の攻撃も私に届かないの。もちろん、炎や煙もよ」

　真実に若じや干つかんの噓を混ぜる。

　さすが元演劇部である。ダンテにはばれていないようだった。

「私のことを最初に助けると、マーリンさんは絶対に助からない。でもマーリンさんを最初に助けると、二人とも助かるの」

　ダンテの手を取った。

「私は大丈夫だから、マーリンさんを最初にお願い！　私、この宝具で身を守りながらダンテが帰ってくるの待ってるから」

「本当に？」

「試ためしに殴なぐってみる？　結構な勢いで跳はね返すから、痛いじゃ済まないかもよ？」

　ダンテはしばらく考えていたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

「わかった。マーリンを連れ出したら、すぐに助けに戻ってくる」

「うん。待ってる」

　ダンテはセシリアからマーリンを抱だき取ると背負った。そして、ロープを伝い、軽々と上がっていく。その背中が見えなくなるまで見送って、セシリアは壁かべに寄り掛かかった。

「かっこつけちゃったなぁ……」

　後こう悔かいはなかった。けれど、恐きよう怖ふはあった。

　ダンテが間に合うのかと聞かれれば、おそらく間に合わないだろう。

　他ほかに助けも期待できなかった。誰かが来てくれたとしても、こんなところに閉じ込められているだなんて誰も思わない。

　諦あきらめてるのかと言われればそうではないが、何もできないのが現状だった。

　瞳を閉じれば、見覚えのあるようなないような、複雑な光景が広がる。

　炎が広がる映画館。

　目の前には一緒に助かるはずだった親友である彼女が、救おうとした人と共に倒たおれている。

　自分の服の袖そでには火がついていて──……

「きゃぁ!!」

　セシリアは思わず手を払った。

　そこには当然のごとく火はついていない。

　しばらく混乱したように目を白黒させたあと、自らを落ち着かせるように身体を抱だきしめる。

「そっか。私、火事で死んだのか……」

　こんなにも火に身が竦すくむのは、前世の記き憶おくが知らず知らずのうちに恐怖を煽あおっていたからだ。足が動かないのも、身体が震ふるえるのも、同じ理由である。

　とうとう武器庫にまで炎が広がり始める。

　身体が震えた。立っていられないほどに膝ひざが言うことを聞かなくなる。

　もうこうなったら、運命なのかもしれない。自分は炎に焼かれて死ぬさだめなのだ。

（せっかく、ギルやオスカーともちゃんと仲良くなれたのに……）

　炎の前に煙けむりが充じゆう満まんする。セシリアの気は遠くなる。

　崩くずれるように床ゆかに倒れ込んだ。

「今回はちゃんと生きたかったなぁ……」

　そうつぶやいた瞬しゆん間かん、意識が沈しずんだ。




「セシル！」

「姉さん！」

　その声が聞こえたのは、それからすぐのことだった。

　目を開ければ、月明かりを背負ったギルバートが青い顔で覗のぞき込んでいる。

「ギル……？」

「大丈夫!?」

（月が見えるってことは……外……？）

　動かない頭で状じよう況きようを理解しようとする。

　セシリアがいた場所は外ではなかった。まだ武器庫の中である。けれど、先ほどまで目の前にあった壁は、なぜか全部瓦が礫れきと化していた。落ちている壁の断面はまるで剣けんで切ったかのよう。

「ギルバート、セシルを運べ！　このまま強きよう行こう突とつ破ぱするぞ！」

　声のした方を見れば、オスカーの後ろ姿があった。その手には宝具の剣がある。

　セシリアはそのままなすすべもなくギルバートに抱だき上げられた。

「セシル！　しっかりして!!」

　隣となりを走るのはジェイドだ。彼の宝具で身体を覆おおえば、誰だれの目にも映らなくなる。

「オスカー様！　こっちの方が敵が少ないですわ！」

「わかった」

　そんなやりとりが聞こえて、リーンがいるのも理解した。

「何も心配しなくて大丈夫だから。ゆっくり寝ねていて」

　ギルバートが間近で微笑ほほえむ。

　その声は、心配を通り越こしてどこか泣きそうだった。

　彼の言葉に甘えるように瞼まぶたを閉じる。すると先ほどとは違った意味で意識がゆっくりと落ちていった。
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「セシル、俺に何か言うことは？」

「一人で暴走して、本当にすみませんでした……」

　ヴルーヘル学院の保健室のベッドの上で、セシリアはそう言って頭を下げた。

　ギルバートは顔面に恐おそろしい笑えみを貼り付けたまま、ベッドの隣で仁に王おう立だちになっている。

　部屋の主であるモードレッドは校長に事の次し第だいを話しに行っており、その場にはいなかった。いるのはセシリアとギルバート、オスカー、そしていつもよりおとなしい様子のリーンである。

「まぁ、そう怒おこってやるな。無事だったんだから良いだろう？」

　そう助け船を出したのは彼の後ろにいたオスカーだった。ギルバートは振ふり返る。

「殿でん下かは甘すぎるんです！　セシルは一度ガツンと怒られるぐらいがちょうど良いんです!!」

「お前が慌あわてすぎなんだ。助け出す時も勢い余ってセシルのことを『姉さん』と呼ぶし……」

「いやまぁ、あれは……」

　頰ほおを引きつらせながら固まる。ギルバートがそういうミスをするというのは珍めずらしかった。普ふ段だんは言い間ま違ちがえなんてミス、絶対にしない。

（きっと、それぐらい心配してくれたってことなんだろうな……）

　そう思ったら、すごく申し訳なくなった。

　セシリアの下がった頭を撫なでたのは、オスカーだった。

「ま、ギルバートの言うことも一理ある。本当に無茶はするな。肝きもが冷えたぞ」

「うん」

「お前にはまだセシリアに会わせてもらってないんだからな。勝手にいなくなられても困る」

「なにそれ」

　その冗じよう談だんに、セシリアは笑った。つられて、オスカーの顔も緩ゆるむ。

　確かめるように頰を撫でられ、その温かさに少し緊きん張ちようした。

「オスカー？」

「ん。ちゃんと生きてるな」

「あ、当たり前だろ！」

「だぁああぁ！」

　近づいた二人の距きよ離りをギルバートが裂さく。そして、オスカーに詰つめ寄った。

「そういうのを！　そういうのを！　狙ねらってやるわけじゃないから、たちが悪いんですよ、貴方あなたはっ!!」

「何を怒ってるんだ？」

「意識したら何もできないくせに、意識しなかったら何でもできるってどういう頭のつくりをしてるんですか！」

「……何かよくわからんが、貶けなされてることだけはわかったぞ」

　始まったいつものやりとりに、セシリアはベッドの上で苦笑いを浮うかべた。




　セシリアが保健室で目を覚ました時には、すべてが終わっていた。

　ギルバートから聞いた顚てん末まつはこうである。

　セシリアが攫さらわれてすぐ、ギルバートたちは新米兵士の演習と称しようして彼女を助けに行ったのだが、行った時にはもう古城には火がついていた。

　逃とう走そうするハイマートの連中は連れてきた兵に任せ、四人はセシリアを助けに向かおうとするが、どこにいるかまではわからない。

　そんな時に、一人の女性を背負ったダンテと遭そう遇ぐうした。彼は四人にセシリアの場所と、武器庫で起こったことを話してくれたのだという。

　その時にダンテの正体は本人の口からオスカーに知られてしまったらしい。

　そのことを思い出し、セシリアはうつむいた。

「そういえばオスカー。ダンテのこと……その……」

「何を辛しん気きくさい顔をしてるんだ？」

「だって……」

　ゲームの中のオスカーはダンテの正体を知った時、すごく落ち込んでいた。

　もちろん今の彼もそうなのだろうと思い心配したのだが、彼はそんなセシリアの気持ちを考こう慮りよすることなく、からりとこう言った。

「俺は知っていたぞ」

「へ？」

「ダンテの正体なんて、最初から全部知っていたと言ったんだ。知ったうえでアイツの芝しば居いに付き合っていた」

「えぇ!?」

「正気ですか？　自分のことを殺そうとしていた相手ですよ!?」

　たまらずギルバートも声を上げた。オスカーの様子は変わらない。

「本人にその気がないのは明白だったからな」

　腕うでを組むその様子は本当に傷ついていないように見えた。

（何がどうなって……）

　ゲームの中でのオスカーはまさに孤こ高こうの王子様だった。いつも冷静沈ちん着ちやくで、居い丈たけ高だか。誰も寄せ付けない雰ふん囲い気きがあったし、ヒロインのリーン以外は誰にも興味がなさそうだった。

　しかし、実際のオスカーは偉えらそうだが威い張ばってはいないし、どちらかと言えば気さくだ。

　セシルのような男だん爵しやく家の連中とは関かかわりたくないというのがゲームのオスカーで、どんな身分だろうと変わらず接してくれるのが今のオスカーである。

（もしかしたら、ゲームのオスカーはダンテのこともあまり興味がなかったのかもしれないな……）

　セシリアはそう考えた。

　それに比べて今のオスカーは周りにいる人間に興味を示している。だからダンテの違い和わ感かんにも早い段階で気がついて、自ら調べたのかもしれなかった。

　そんなことを考えていると、保健室の扉とびらが遠えん慮りよがちに叩たたかれた。セシリアが「はーい」と答えると、ジェイドが顔を覗のぞかせる。

「あ、セシル！　起きてたんだね」

「うん。このたびは心配をかけました」

「ううん。ボクはただついて行っただけだから。お礼は主に動いてくれた二人に、ね？」

　あ、そうそう。とジェイドはギルバートとオスカーに視線を送る。

「殿下、ギル。お偉いさんが二人のことを呼んでるよ。今回の演習についての報告がほしいんだって」

「わかった」

「今、行きます」

　二人は扉の方へ歩いて行く。

　そして、見送るセシリアの方を振り返った。

「くれぐれも無理はしないようにね」

「後からまた見に来る」

「じゃあね」

　三者三様の反応を見せ、三人は扉の奥に消えてしまった。

　残されたのはリーンとセシリアの二人である。

　部屋の隅すみに座る彼女は、セシリアが攫われた責任を感じているのか、いつになく静かだった。

「リーン？　大だい丈じよう夫ぶ？　どこも怪け我がしてない？」

　そう声をかければ、リーンは顔を上げる。彼女の澄すんだ瞳ひとみは、セシリアをじっと見み据すえていた。

（どうしたのかな。私の顔に何か──はっ!!）

　その瞬しゆん間かん、セシリアは彼女に自身の正体がバレたことを思いだした。

　冷や汗あせがぶわっと噴ふき出る。ほかの人間の反応があまりにもいつも通りなので、今の今まで失念していた。

（ど、どうしよう！　もしかして、今から追つい及きゆうされるんじゃ……）

　追及されるだけならまだいい。皆みなにバラされたが最後、セシリアはお先真っ暗な悪役令れい嬢じようとしての人生に舞まい戻もどってしまう。いいや、皆をだましていた過去があるのだから、状況はゲームの中よりもっと悪くなるかもしれない。

「あ、あの……」

「セシル様が、セシリア様だったのですね……」

　暗い声でそう言われ、全身に緊きん張ちようが走った。

　もう駄だ目めだと、息をのむ。もしかしたら、このままのほほんと元の生活に戻れるかもしれないと楽観視していた自分が馬ば鹿かだった。

「セシル様。私たちを、ふっ、だまし、ふふふ……」

「え？　リーン……？」

　なんだか様子のおかしいリーンをじっと見つめる。

　彼女はうつむきながら体を小こ刻きざみに揺ゆらしていた。

　それはまるで笑っているよう──

「ふふふっ、もう！　ひよのってば最高っ！」

　ぶはっ、とリーンは噴き出した。そのまま身体からだをくの字に曲げて笑い始める。

「えぇ!?　リーン、大丈夫？　もしかして、攫われた時に何かあっておかしくなった？」

「んーん。私は大丈夫よ！　ひよのが守ってくれたおかげね」

「いや。守ったって言ってもさ。結局捕つかまったんだから、情けないよね」

「そんなことないわよ。あの時のひよの。すっごくかっこよかったわよ！　痺しびれちゃった！」

「え、そう？　そんなに褒ほめられると……ん？」

　やっとのことで、違和感にぶち当たる。

（え？　今リーン、私のこと『ひよの』って……）

　青い顔でリーンを見れば、彼女はニコニコとどこか楽しそうだった。

　その表情にもやはり見覚えがある。今世でではない。前世で見覚えがあるのだ。

　セシリアはリーンを手で制した。

「えっと、ちょっと待って。いま状じよう況きよう整理してるから……」

「まさかひよのがセシリアに転生していて、しかも男装してるだなんて思わなかったわよー。もう大だい爆ばく笑しよう!!」

「ちょっと待ってって！」

　声が大きくなる。

　リーンはそんなセシリアに怯ひるむことなく、終始笑っている。相当に機き嫌げんが良さそうだ。

　彼女は人差し指を立てた。

「さて、そんな貴女あなたに問題です。私の前世は誰だれでしょうか？」

「もう絶対に一華ちゃんじゃん!!」

「あはは！　せいかぁい」

　笑いながら、リーンは両手でピースしてみせる。

　そういうひょうきんなところは相変わらずだ。

「噓うそでしょ……」

　時間も次元も世界さえも超こえた親友との再会に、セシリアは引きつった声を上げた。
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（なんで、こんなことになったかなぁ……）

　誘ゆう拐かい事件から数日後、セシリアは廊ろう下かを歩きながらため息をついた。

　廊下ですれ違ちがう生徒は、男も女も関係なく、皆みな好こう奇きの目でセシリアのことを見ていた。女生徒は頰ほおを染め、男子生徒からは尊敬と嫉しつ妬との入り混じった目を向けられていた。

　それもそのはずだ、なぜかセシリアは単身でハイマートを潰つぶしたことになっていたのだ。

　本当は生き残ったマーリンがちゃんと組織を解体しただけなのだが、そう発表するわけにもいかない事情があるらしい。国のお偉いさんたちは、ハイマートを『解体』という形ではなく『潰した』という形にしたいらしいのだ。

　それならば演習で潰したことにすれば良いのだが、それも難しかった。

　演習はあくまで演習であり、訓練なのだ。それも新米兵士の演習に実戦を選んだとなれば、それはそれで色々と問題が起こる。

　それぞれの思おも惑わくが重なって、セシルが一人で事を解決したという筋書きが、一番角が立たないという結果になったのだ。

　セシリアとしては、暗殺組織を一人で壊かい滅めつに追いやるという筋書きの方が無理がありすぎると思うのだが、そこはセシルの騎き士しの力により、こうなんか良いように事が進んで、良い感じに収まったという筋書きになった。

　ご都合主義も真っ青なストーリー展開。

　もしかしたら、幼よう稚ち園えん児じが書いた物語よりもお粗そ末まつかもしれない。

「私は何もしてないのに……」

「でも実際、セシルがマーリンを助けてくれたから、ハイマートは無事潰れたわけだし。いいんじゃない？」

　いつの間にか隣となりを歩いていたダンテがそう言い、セシリアは飛びあがった。

「びっくりするから気配を消さないでよ！」

「あはは。ごめん、ごめん」

　ダンテはいつもと変わらない様子で笑う。

　助けに来た時の真しん剣けんさはどこへやら。今ではただの明るくておちゃめな同級生だ。

「結局、ハイマートの人たちってどうなったの？　演習で捕まった人がいたって聞いたけど」

「あぁ。あれは、全員マーリンを裏切った奴やつらだよ。元々のメンバーはマーリンと一いつ緒しよにいるよ。あそこは仲がいいからね」

　ハイマートは元々、天てん涯がい孤こ独どくになった者たちが仕事をするために集まった組織だったらしい。最初は集団で護衛などの仕事をしていたようなのだが、次し第だいに依い頼らいを受けて、人買いやあくどい商売をして人を苦しめる者たちを殺す集団になったそうだ。

　なので、立ち上げ当初のメンバーは同じ組織に所属する人間というより、家族という感じが強い。

「というか、マーリンからの申し出、本当に断ってもよかったの？」

「いや、私には荷が重すぎるというか……」

　マーリンはあれから再び組織を立ち上げた。組織といっても立ち上げ初期のメンバーで、少数精せい鋭えいの隠おん密みつ組織を組んだのだ。そして、その最初の主人にならないかとセシリアは誘さそわれたのだ。

　少数精鋭といっても十数人が所属する隠密組織をバックにつける。

　それはもう公こう爵しやく令れい嬢じようというより、どこかの王家か、世を裏で牛ぎゆう耳じる悪の帝てい王おうのようだった。

　しかも、その手しゆ腕わんは折り紙つきである。

　普ふ通つうならば二つ返事で了りよう承しようするところを、セシリアは丁てい重ちようにお断りした。

　物ぶつ騒そうすぎる、というのがその理由だ。

　セシリアはのんびりのほほんと生きていければいいだけなのである。

　マーリンはしばらくの間渋しぶっていたらしいのだが、最終的には了承してくれたらしい。

「ちょっと規模の大きなボディガードだと思ってくれればいいのにー」

「大きすぎるでしょ」

　セシリアはすかさず突つっ込む。まだ悪の帝王にはなりたくない。

　ダンテは不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「そうかなぁ。ま、恩は必ず返す人だから、もし何かあったらセシル優先で動いてくれるよ。よかったね」

「ははは……」

　から笑いが漏もれる。誰にどう言われようが、そんな大げさなボディガードはいらない。

（万が一、今後キラーが現れることになれば、協力してもらうこともあるかもしれないけど……）

　しかし、それも必要ない気がした。

（みんながいれば何とかなる気がするしね）

　楽観的と言われるかもしれないが、セシリアは本気でそう思っていた。

　彼らに協力を仰あおぐことがあるとするならば、本当にピンチの時だけだろう。

　セシリアとダンテは並んで歩く。

　食堂に入ったところで、席に座っていたリーンが立ち上がり二人に向かって手を上げた。

「セシル様！　ダンテ様！」

　リーンの周りにはギルバートとオスカー、ジェイドに先日リーンの恋こい人びとに昇しよう格かくしたヒューイの姿もある。今日はみんなで試験勉強をする予定なのだ。

　セシリアはリーンの隣に腰こしかけた。そして、そっと耳打ちをする。

「喋しやべり方そのままなの？」

「うん！　意外にキマってるでしょ」

「キマってるというか……」

　本ほん性しようを知っているセシリアからしてみれば違い和わ感かんしかない。しかも彼女はセシルの正体を知ってもなお、セシルをモデルにした小説を書いているのだ。当然、セシルが攻せめである。

　彼女曰いわく、『顔の綺き麗れいな一見受けっぽい男性がガンガン相手を翻ほん弄ろうするのが好き』なのだそうだ。前世も今世も彼女のことはよくわからない。

　ノートを開きながらギルバートは笑う。

「試験が無事終わったら夏休みだよ。セシル、頑がん張ばってね」

「が、頑張る！」

「お前は実家に帰るんだよな？　夏休みの間に、ちゃんとセシリアと会わせろよ」

「えぇ!?　オスカー、うちに来る気!?」

「お前の家じゃない。セシリアの屋や敷しきだ」

「そ、そうだよね……」

　セシリアの頰に冷や汗あせが流れる。

　オスカーは鈍どん感かんだが、さすがに今のセシリアの姿を見たら、セシルの正体に気がついてしまうだろう。

「それなら私も行きたいですわ！」

　リーンが半笑いで手を挙げる。この面おも白しろいイベントに乗らない手はないと思ったのかもしれない。

「オスカーが行くなら俺も！」

「リーンが行くなら」

「公こう爵しやく邸ていって一度行ってみたかったんだよね」

　ダンテ、ヒューイ、ジェイドの順に手が上がる。

　セシリアの顔は青くなった。このままでは優ゆう雅がにのんびりと過ごす予定だった夏休みがなくなってしまう。

　なんとかこの企き画かくを止められないかと、セシリアは考えを巡めぐらせる。

　しかし、セシリアとギルバート以外のメンバーはどうやってセシリアの屋敷に行くかで盛り上がっていた。こうなれば、もう絶望的だ。

「このままじゃ、せっかくの夏休みが……」

「ま、その前にセシルは試験勉強なんとかしないとね」

「え？」

　ギルバートの声にセシリアは顔を上げた。

「そこ、問いの④以外、全部間ま違ちがっているよ」

「えぇ！　本当に!?」

「本当に」

　とりあえず、夏休みのことは夏休みに考えるしかないらしい。

　セシリアはペンの尻しりで頭を搔かいた。

　もうすぐ困難が山積みの、楽しい楽しい夏休みが来る。
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　これは、物語が始まる五年ほど前の話──




　俺には嫌きらいな人間がいる。

　具体的には、シルビィ家に来てから一切会っていない両親と兄たち。明らかに義姉あねに気がある庭師のエル。義姉に剣けん術じゆつを教えている兵士のハンスと、次期家令と言われていて、なんだかんだと義姉の信しん頼らいを一番勝ち得ているドニーも嫌いだ。

　今日のように王家主しゆ催さいの社交界で、シルビィ家に取り入らんと、たった十一歳の少年にご機き嫌げん取とりをする貴族の大人も嫌いだし。俺が笑え顔がおで接しているのを良いことに、腕うでに手を回してくる令れい嬢じようたちも嫌いだ。

　その中でも、ここ最近一番気に入らないのは──

「あぁ、ギルバート。来ていたのか」

「殿でん下か」

　オスカー・アベル・プロスペレ。

　この国の王太子にして、義姉の婚こん約やく者でもある彼が、俺は一番気に入らない。

　彼は真っ直すぐこちらにやってくると、人の好よさそうな笑みを浮うかべた。『冷れい徹てつ』や『居い丈たけ高だか』といった言葉が彼の代名詞だったのは、今や遠い昔の話である。

「春の園遊会には来ていたから、三ヶ月ぶりぐらいか。どうだ？　息災か？」

「はい、おかげさまで。殿下もお元気そうですね」

「ま、それなりにな」

　頭一つ分高いところから、こちらを見下ろすのが気に入らない。去年に比べて、彼はまた少し身長が伸のびていた。俺だって成長期になれば……なんて思っているが、まだ追いつけそうにない。

　俺は余よ所そ行きの笑みを顔に貼はり付ける。

「東南のメルト族反乱の鎮ちん圧あつ作戦。あれを考えたのは殿下だそうですね」

「俺はとっかかりになる案を出しただけで、実際に使えるような作戦にしてくれたのは、参さん謀ぼうを務めたジラルダン侯こう爵しやくだ。俺は未熟で、まだ政治に口を出せるほどの力はない」

「それでも、そもそもの案が素す晴ばらしかったと父が褒ほめておりましたよ」

「その評価は純じゆん粋すいに嬉うれしいがな。しかしきっと、ギルバートが考えた方が良い案が浮かぶと思うぞ。シルビィ家嫡ちやく男なんの優ゆう秀しゆうさは俺の耳どころか、父の耳にも届いている」

「……ありがとうございます」

　人一倍努力もして優秀なくせに、こうやって周りを立てるところも気に入らない。いつまでも昔のまま、居丈高なワンマン王子で居てくれたら、どんなに嫌いやすかっただろうか。

（姉さんにもあることないこと吹ふき込こめて、関係を断絶させておくこともできるのに……）

　まったく、人生とはままならないものである。

　殿下は俺に顔を近づけて声を潜ひそませた。

「ところで、セシリアは元気か？」

「……はい」

「それならそろそろ会わせ……」

「それは無理です」

　俺が殿下のことを一番嫌いな理由。それがこれだった。

　彼は義姉に片想いをしているのだ。しかも、六歳の時に一ひと目め惚ぼれをして、それからずっとその想いを引きずっている。

　俺が言うのもどうかと思うのだが、しつこすぎる。いい加減諦あきらめてくれれば良いのに……

「お前、いい加減会わせてくれても良いんじゃないか？」

「ですから、俺がどうのこうのじゃなくて、殿下にお会いできるほど、義姉の体調が芳かんばしくないんですよ」

「しかし、先ほどは元気と……」

「だから、殿下に会えない程度には元気ということです」

　ぴしゃりとそう言ってのけると、彼は口をへの字にしたまま、ぐぬぬと唸うなった。

「それは元気とは言わないだろう？」

「日常生活は送れていますよ」

「それなら……」

「殿下と会うのは気力も体力も消しよう耗もうするらしいです」

　わざと伝聞形式にして、義姉が殿下と会いたがっていないという雰ふん囲い気きを作っておく。

　それでも、彼は諦めない。

「……セシリアに、気など遣つかわなくても良いと言っておいてくれ」

「ご自分の立場を理解しておられたら、それは無理だとおわかりになるでしょう？」

「俺たちはいずれ夫婦になる間あいだ柄がらだぞ。気など……」

「今は赤の他人です」

　遮さえぎるように放った声は、自分でもびっくりするぐらい低かった。このまま二人を結けつ婚こんさせる気などさらさらない。全身全ぜん霊れいをもって、この婚約は潰つぶすつもりだ。

　頑かたくなな態度に、彼は身を引く。これ以上頼たのんでも無む駄だだと思ったのだろう。

「……会えないというのはわかった。それなら、いつもの通りに見み舞まいの品を渡わたしといてくれるか？　一応、年とし頃ごろの女の子が好きそうな物を選んでみた」

「……わかりました」

　まさか王太子が手ずから選んだプレゼントを突つき返すわけにもいかず、俺は社交界が終わるとそれを持ったまま屋や敷しきに戻もどり、義姉の部屋を訪ねた。

　部屋では仮病を使った義姉がベッドに横になっている。

「ギル、おかえり！」

「ただいま」

　満面の笑みで迎むかえ入れられて、胸が温かくなる。先ほどまでの憂ゆう鬱うつな気分などもう思い出せもしない。俺は殿下から渡された箱を義姉に渡した。

「これ、社交界に来ない姉さんを心配した、とある貴族の人から」

　噓うそは言ってない。王族もれっきとした『貴い一族』である。

「わ！　もしかして、いつもの人？　やった！」

　彼女は喜んでいるようだった。その反応にムッとする。

　殿下からのプレゼントを渡すと、義姉はいつも同じような反応をするのだ。

「この人と私って趣しゆ味みが合うのよねー」

　ほくほくと頰ほおを染めながら、義姉は包みを開ける。

　殿下のこういうところも気に入らないのだ。長年会ってもいないのに、彼は毎回義姉が喜ぶ物をプレゼントしてくるのだ。そして今回も……

「わぁ！　美味おいしそうなシフォンケーキ！　ギル、くれた方にお礼を言っておいてね！」

　殿下のプレゼントは大当たりのようだった。

　義姉は嬉うれしそうにシフォンケーキを眺ながめると、ついついと俺の袖そでを引いた。

「ねぇギル」

「なに？」

「お父様とお母様には内ない緒しよで、今夜一いつ緒しよにこのシフォンケーキ食べちゃわない？　秘密裏にする、夜中のお茶会って、絶対に楽しいと思うの！」

　まるで、いたずらっ子のように笑う彼女に、思わず頷うなずいてしまいそうになる。こういう風に甘えられて、断れたためしはないのだ。しかし、俺にもプライドというものがある。

「……太るよ？」

　そう嫌いや味みを言えば、彼女は頰を膨ふくらませた。

「じゃあ、一切れを半分こで！」

「とか言ってさ。そういう時って、大体姉さんがほとんど食べちゃうよね？」

「そういう意地悪言う!?　だって、ギルが食べさせてくるんじゃない！」

「俺が食べていると、姉さんが物欲しそうに見てくるからさ。つい」

「うー……」

　いじわるが過ぎたのか、彼女は口を尖とがらせる。このままでは拗すねてしまうだろう。

　俺はシフォンケーキの箱を義姉から取り上げると、立ち上がった。

「ギル？」

　見上げてくる彼女に、微笑ほほえみを返した。

「一切れでいいんだよね？　切ってくるからちょっと待ってて。紅茶はいつもの？」

「うん！　ありがとう！」

　こんなに嬉しそうに頷うなずかれてしまっては、もうどうすることもできない。きっとこういうことが積み重なって、俺は義姉の頼みごとが何一つ断れない身体からだになってしまったのだ。

　俺は箱を持ったまま義姉の部屋を後にした。厨ちゆう房ぼうに向かう足取りは軽い。




　俺は殿でん下かが嫌きらいだ。

　だけど、今日ばかりはそんな彼に少し感謝をしてしまった。




　運命の日まであと五年──。








あとがき
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　この小説の連れん載さいをしている時は、ちょうどＧＷ真っ只ただ中なかでした。ＧＷは毎年家族で旅行に行くのですが、キャラクターたちがみんなで旅行に行く話を書いても面白そうだなぁとふと思いました。温泉があれば、裸はだかでドッキリもできるでしょうし、ギルとオスカーの裸の付き合いも書けますし（笑）。何気にリーンとセシリアの女子会も書きたいんですよねー。

　いつかそんな楽しい話も書けたらいいなぁと思いながら……

　それでは、またどこかでお会いするときまで、楽しい人生ひまつぶしを！


秋あき桜ざくらヒロロ


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「キケンがいっぱい！　王様ゲーム」







　いつものように放課後、皆みなで食堂に集まって試験勉強をしている時のこと。

　それは、リーンの何気ない一言から始まった。

「皆様、『王様ゲーム』って知っていますか？」

　その台詞セリフにセシリアは思わず噴ふき出す。

　王様ゲームを知らない他のメンバーは同時に首をひねった。

　王様ゲーム──それは合コンや飲み会などで定番の、レクリエーションゲームの一種である。ランダムに決めた王様が命令を出し、指定された人間はその命令を必ず遂すい行こうしなくてはならないという絶対君主制も真まっ青さおな悪あく魔まの遊ゆう戯ぎ。こと恋愛系の創作においては、ちょっとエッチな方向に使われたりする業が深いゲームである。

　セシリアは王様ゲームを説明するリーンの首根っこをつかむと、食堂の隅すみに連れて行った。そして声を潜ひそめる。

「一いち華かちゃん！　なに考えてるの!?」

「いやぁ、最近ネタ不足で。ちょっと皆にネタを提供してもらおうと思ってね」

「そういうのは勝手に考えて！　止めないから、勝手に!!　リアルの世界を巻き込まないで!!」

「いいじゃない。減るもんじゃないし」

「減る！　少なくとも、私の精神はがりがり削けずられる!!」

「ひよの、セシリアになってケチになったのねぇ。でも、皆は乗り気みたいよ？」

　リーンの声に、セシリアは振り返る。

　最初に届いたのは、オスカーの声だった。

「つまり、勝てば相手に命令し放題ということか」

　次にギルバート。

「勝つも負けるも運しだいってところが嫌いやですけどね」

　ダンテ。

「でも、運も実力のうちって言うしね。俺は賛さん成せいだよ、楽しそうだ」

　ジェイドにヒューイ。

「ボクも。こう見えて、勝負運はあるほうなんだよ」

「勝負って言われちゃ、引き下がるわけにはいかないよな」

　それぞれに違った反応だが、五人は楽しそうに笑みを浮かべていた。めんどうくさい試験勉強よりも一時の遊びに飛びついてしまう気持ちはわからなくもない。しかし、彼らはまだ『王様ゲーム』の本当の恐おそろしさを知らないのだ。

　セシリアの頰ほおに冷ひや汗が伝う。

（みんな気づいて！　それ全部、リーンの策さく略りやくだから!!）

　もし、リーンが王様になった場合、小説のネタになるようなことをさせられるのは必ひつ至し。

　彼女が書いているのは、ボーイズがラブする、かなりきわどい小説なのだ。

「あぁ。でも、一つルールを追加してもいいですか？」

「はい。何でしょうか？」

　ギルバートが手を挙げ、リーンが応じた。

「ここは紳しん士し淑しゆく女じよを育て上げる貴族の学院ですから、その方針に反する命令はなしにしませんか？　例えば、……ハグするとか、キスするとか」

「そんなことを命令する奴はいないだろう。何を馬ば鹿かなことを言ってるんだ。お前は」

　オスカーは呆あきれたようにそう言った。

「一応、ですよ。途中で異を唱えるより、最初からはっきりとしたルールを決めておくほうがいいでしょう？　俺も、そんな馬鹿な命令をする人間はいないと思いますけど」

　ギルバートは意味深な視線をリーンに向ける。

　その瞬しゆん間かん、セシリアは隣でリーンの舌打ちを聞いた。正面にいるダンテの口も、への字に曲まがる。斜ななめ前のジェイドも、あからさまにがっかりした表情になった。

　どうやらこのゲームに別の期待をしていた人間は、リーンの他にもいたらしい。

（ギル、グッジョブ!!）

　セシリアは心の中でガッツポーズをした。とりあえず、最悪の事態は免まぬがれそうである。




　かくして、王様ゲームは始まった。くじはノートを破って、即席で作った。

　最初に王様になったのは……

「オレ？」

　ヒューイだった。彼は顎あごを撫なでながら、首をひねる。

「それじゃあ、二番の人。自分の黒歴史を話す！」

「黒歴史……？」

　そして、二番を引いたのはオスカーだった。

「黒歴史なんて言われても、とっさに思いつくわけ……」

「あ、俺。とっておきの知ってる！　オスカーの黒歴史!!」

　手を挙げたのはダンテだった。その顔は生き生きとしている。生まれてくる場所が違ったら、彼はきっとパリィーなピーポーだったに違いない。

「お前は四番だろうが！　黙ってろ!!」

「いやぁ、これ。昨年知り合った王宮の庭師の人に聞いた話なんだけどさ」

「おい!!」

　素直に制止を聞くはずがない、ダンテである。

「オスカー、小さいころ。剣を振るうたびにいちいち自分で作った技名を叫さけんでいたらしくて、それが『雅が王おう──」

「わぁああぁー!!」

　オスカーは耳をつんざくような声を上げる。

「やめろ！　一体、何歳の時の話をしてるんだ!!」

「しかも、皆に隠かくれて一人で必殺技の練しゅ──」

「だから、やめろと言ってるだろうがっ!!」

　オスカーはダンテの口元を覆おおう。その顔は羞しゆう恥ちで真まっ赤かに染そまっていた。

「まぁ、そういう時期って誰だれにでもありますよね」

「うん、わかるよ。子供って想像力豊かだよね」

「可愛かわいいと思いますわ」

　みんなのフォローに、オスカーは「やめろ!!　生なま温あたたかい目を向けるな!!」と叫さけび声を上げた。




　そして、オスカーの傷が癒いえぬうちに二回戦。

「王様だーれだっ！」

「ボクか」

　次の王様はジェイドだった。

　瞬間、ジェイドとリーンはアイコンタクトを取る。そして互いに頷うなずき合った。

　なんなんだあの二人は。というか、リーンはすぐそばに恋人がいるのだがいいのだろうか。

　セシリアが疑問を口に出す前に、ジェイドが命令をする。

「一番が五番に膝ひざ枕まくら！」

「それは……」

「ハグでも、キスでもないから、セーフだよね！」

　ジェイドは無理に押し通す。そして、一番と五番を引いたのは……

「よりにもよって一番って。ジェイド……」

「俺が、してもらう側でいいんだよね？」

　なんと、リーンとセシリアだった。

　二人は勉強をしていた机から少し離して椅い子すを二つ並べた。

　そして、片方にリーン、もう片方にセシリアが座った。

　そして、セシリアは寝そべるようにしながらリーンの膝に頭を置く。

　この時、美男美女のカップルが誕たん生じようした。食堂にいたわずかな女生徒が「きゃあ！」と黄色い声を上げながら駆かけ寄ってくる。

「あぁ、うらやましい！　セシル様に膝枕して差し上げているだなんて!!」

「どうしてあんな状況になっているのでしょうか。体調でも……」

「私もリーンさんぐらい可愛らしかったら──っ!!」

　周りの興奮した声を聞きながら、リーンは暗い表情を浮かべる。

「これ、誰得？　私、ノーマルＣＰカツプリングも百合ゆりも萌もえないんだけど……」

「まぁ、あの子たちは喜んでくれているから、それでいいんじゃない？」

　完全に一華の口調に戻ったリーンに、セシリアは苦笑いを浮かべた。




　そして、最終三回戦。

　王様を引いたのは……

「やりました！」

　リーンだった。ここにきてついに、といった感じである。

「ふふふ……。この時のために、私はくじの特とく徴ちようを必死に覚えていたのです！　ですから、皆さんの番号は手に取るようにわかります！」

「えぇ!?　それずるくない？」

　セシリアは非難の声を上げる。

「ずるくありません！　これは、覚えない皆さんが悪いんです！」

「まぁ、ノートの罫けい線せんや切り方などで、特徴がそれぞれあるからねー。わかる人にはわかっちゃうよね」

　ダンテも把は握あくしていたのか、同意するような声を上げた。

「別に誰を当ててもかまいませんが、学校の方針に反するような命令はなしですよ」

　ギルバートが改めてくぎを刺さす。しかし、リーンはそれにひるむことなく、胸むねをそらした。

「大丈夫です！　今回は攻めさせるわけではく、受けさせます!!」

　そして、セシリアに人差し指を向けた。彼女を指名するということだろう。

（えぇえぇ！　わ、私!?）

「姉さん」

　その時、ギルバートの指先が当たり、くじを交こう換かんさせられた。隣を向けばしぃ、と人差し指を立てる義弟おとうとの姿がある。

（ちょ、ちょっと待って、もしかしてギルが代わりに犠ぎ牲せいに──!?）

「ちょ、まっ──」

「六番は、今日一日中、語ご尾びに『にゃん』とつけてください！」

　その結果──

「よくわからないんだけど、これでいいのか……にゃん」

　ヒューイが罰ばつゲームを受けることになった。

　あの時セシリアと交換したのは、ヒューイのくじだったらしい。彼が自身のくじを確認もせず、興味なさげに机の上に放っていたのが災わざわいしたのだろう。

　思おも惑わくが外はずれたリーンは当然がっかりすると思ったのだが……

「これはこれで……」

　と何やら嬉うれしそうな顔をしていた。

　まぁ、嬉しいのならば、それに越したことはないだろう。

　こうして、無事セシリアは王様ゲームを乗り越えることができたのだった。



















悪あく役やく令れい嬢じよう、セシリア・シルビィは死しにたくないので男だん装そうすることにした。




【電でん子し特とく典てん付つき】
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